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はじめに

Label Partner for neo-7 ラベル作成ソフトの概要
Label Partner for neo-7 ラベル作成ソフト（以下、　「ラベルパートナー」と表記します）は、neo-7 ラベル
プリンター（以下、「本体」と表記します）用ラベル作成ソフトです。

ラベルパートナーを使用し、本体に印字したいデータ（レイアウトされた各項目に入力された印字データ
のことで、以下、「プリセットデータ」と表記します。）の登録・編集・削除ができます。

ラベルパートナーで作成したプリセットデータなどを本体に送信したり、本体のプリセットデータなどを
パソコンに取り込んだり、ラベルパートナーから直接ラベルをオンライン発行させることもできます。

» » なお、本体の取扱方法につきましては、付属 CD-ROM の操作編および別冊の本体編の取扱説明書をお読みください。

ラベルパートナーの動作環境
ラベルパートナーの動作環境は、次のとおりです。
ご使用になる前に、パソコン環境をご確認ください。

・	 OS：Windows XP、Windows Vista、Windows 7、Windows 8
・	 CPU：32 ビット版・64 ビット版に対応
・	 メモリ：256MB 以上（Windows XP）、または 1GB 以上（Windows Vista、Windows 7、Windows 8）
・	 ハードディスク：200MB 以上
・	 解像度：1024 × 768 以上（画面の色は 16 ビット以上）
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1. インストール方法
本章では、ラベルパートナーのインストール手順について説明します。

1.1 インストールの前に
ラベルパートナーをインストールするために、同梱されている以下のものをご準備ください。
以下、２インチモデルの場合について説明します。（３インチモデルの場合も同様です。）

・	『Label Partner for neo-7 取扱説明書』（本書）
・	  本体
・	  付属 CD-ROM
・	  通信ケーブル（USB）

インストール前に本書を十分お読みください。
なお、本体の取扱方法については、付属 CD-ROM の操作編、および別冊の本体編の取扱説明書をお読みく
ださい。

注意

ラベルパートナーのインストールを開始する時は、パソコンと本体を通信ケーブル（USB）で接続しない

でください。通信ケーブル（USB）の接続は、後の手順で行います。
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1.2 ラベルパートナーとUSBドライバーのインストール
ラベルパートナーをインストールする手順を説明します。
» » ラベルパートナーをインストールすると、USB ドライバーも自動的にインストールされます。

» » Windows 各バージョンのインストール画面は、ほぼ同じです。ここでは Windows 7 の画面を使用して説明します。

注意

インストールには、管理者権限が必要です。

ご使用のパソコンに「管理者」でログインしてからインストールを行ってください。

1.	 起動中のアプリケーションをすべて終了します。

2.	 付属 CD-ROMを、パソコンの CD/DVDドライブにセットします。
　　　［インストール for neo-7 Label Partner］画面が表示されます。
　　   ラベルパートナーをインストールをクリックします。

» » ラベルパートナーのインストーラーを起動しますので、パソコンにより時間がかかる場合があります。

» » ラベルパートナーの CD をセットした時に、次のような［自動再生］画面が表示された場合は、［guide.exe の

実行］をクリックしてください。

　すると、上の［インストール for neo-7 Label Partner］画面が表示されます。

7
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3.	 次の［LabelPartnerForNeo7 用の InstallShield ウィザードへようこそ］画面が表示されま
すので、【次へ】をクリックします。

4.	 次の［プログラムをインストールする準備ができました］画面が表示されますので、［イン
ストール］をクリックします。

　　　インストールが開始されます。
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　　　インストール中の画面が表示されます。

5.	 次に［このデバイスソフトウェアをインストールしますか？］画面が表示されますので、［イ
ンストール］をクリックします。

6.	 インストールが終了すると［InstallShield ウィザードを完了しました］画面が表示されます
ので、［完了］をクリックします。

　　　これで、ラベルパートナーと USB ドライバーがインストールされました。
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注意

この画面が表示される場合は、［はい］をクリックして再起動してください。

7

7

注意

ラベルパートナーをインストール中に「認識できないプログラムが、このコンピューターへのアクセス

要求をしています」と２回表示される場合があります。

（これは、Windows 7 のユーザーアカウント制御（UAC）が有効な場合に表示されます。）

この場合は、［キャンセル］か［許可］かの選択ができますので、２回とも［許可］をクリックしてください。

インストールが続行されます。

» » この表示が出た後、約１分ほど放置しますと、自動的に［キャンセル］されますので、この表示が出ましたら

速やかに［許可］をクリックしてください。

7.	 パソコンと本体を通信ケーブル（USB）で接続してください。
» » USB － HUB を利用する場合、通信できない可能性があります。

通信ケーブル（USB）
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8.	 本体の電源スイッチを約１秒長押しして電源をオンにして、［通信］アイコンにタッチして
通信モードにしてください。

　　　　　　　　　

　　　自動的にインストールが開始され、パソコンの右下の画面に［デバイスドライバーソフトウェアを
インストールしています］と表示されます。
» » パソコンの状況によって、インストール時間が２～３分かかる場合があります。

» » 別の USB ポートで通信する場合も、自動的に再インストールされます。

9.	 パソコンの右下の画面に［デバイスドライバーソフトウェアが正しくインストールされまし
た］と表示されましたらインストール完了です。

電源スイッチ
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1.3 インストールが正常かの確認

1.	 本体とパソコンが通信状態のまま、デスクトップのラベルパートナーアイコンをダブルク
リックしてラベルパートナーを起動します。
» » 	他の起動方法については、「2 ラベルパートナーの起動」を参照してください。

2.	 	ラベルパートナーが起動し、［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。
　　   サンプルラベルでは、標準ラベルを使用していますので［OK］をクリックします。

3.	 ラベルパートナーのメニュー・リボンの［通信］リボンの［プリンタ情報を取得］をクリッ
クします。
» » 本体が通信状態になっていることを確認してください。
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4.	 正常にインストールされていると、次のようなプリンター情報画面を表示します。
　　   ［OK］をクリックします。

注意

次のようなエラーメッセージが表示されましたら、通信ケーブル（USB）が正しく接続されているか、本

体が［通信モード］になっているか、もう一度確認し［再試行］をクリックしてください。

※再試行してもエラーメッセージが表示される場合は、弊社カスタマーサポート部までサービスコール

　をしてください。
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1.4 Adobe Reader のインストール
必要に応じて、Adobe Reader をインストールすることができます。
» » Adobe Reader がインストールされていないパソコンで本書を表示する場合にご利用ください。

1.	 「1.2 ラベルパートナーとUSB ドライバーのインストール」の手順 1～手順 2を行います。

2.	 ［Adobe Reader ★ . ★をインストール］をクリックします。

3.	 画面の表示に従って、インストールを行います。
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2. ラベルパートナーの起動
本章では、ラベルパートナーの起動方法について説明します。

2.1 デスクトップアイコンから起動
	 デスクトップのラベルパートナーアイコンをダブルクリックします。

	

	 ラベルパートナーが起動し、［デフォルトラベルの設定］ダイアログが表示されます。

2.2 スタートボタンから起動
	 ［スタートボタン］⇒［すべてのプログラム］⇒［Shinsei］⇒［LabelPartnerForNeo7］⇒

［Neo7Partner］をクリックします。

	

	 ラベルパートナーが起動し、［デフォルトラベルの設定］ダイアログが表示されます。

2.3 ファイルアイコンから起動
	 保存したファイルのアイコンをダブルクリックします。
	 すでに作成したラベルの作業を行う場合に、この方法で起動すると便利です。

2.4 バックアップデータの読み込み

　　　何らかの理由でラベルパートナーが正常に終了できなかった場合、次のラベルパートナー
起動時に確認メッセージが表示されます。この場合は、必要に応じて［はい］、または［い
いえ］をクリックしてください。

» » 自動保存の設定は、［オプション］ダイアログで変更することができます。（⇒「8.8.5 オプション（オプショ

ングループ）」）

» »［はい］をクリックしてバックアップデータを読み込んだ場合、「無題」のファイルとしてバックアップデータ

が画面に表示されます。必要に応じて、ファイル名を付けて保存してください。（⇒「8.1.5 名前を付けて保存」）
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3. ラベルパートナーの基本事項
本章では、ラベルパートナーの画面、用語、およびラベルパートナーでの操作の流れに
ついて説明します。

3.1 基本的な画面構成
横レイアウトの場合

縦レイアウトの場合（以下、縦レイアウトで説明します。）

2

3
4

5

6

7

1

6

5
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①クイックアクセスツールバー	�������� よく使うコマンドのツールボタンが表示されます。（⇒「9. クイッ
クアクセスツールバー」）

» » 表示位置を設定することができます。（⇒「8.3.14 クリックアクセ

スツールバーの位置」）

②リボン	������������������������������������� リボンメニュー（タブ）でグループ化された各種コマンドが表
示されます。（⇒「8. メニュー・リボン」）

③ツールボックス	������������������������� 項目をラベルに追加するためのツールボタンが表示されます。
（⇒「5. ツールボックス」）

④レイアウトエリア	���������������������� 項目をラベルのイメージにレイアウト（配置）するエリアです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　また、タブを追加することによりレイアウトを追加したりラベ

ルサイズを変更したりすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（⇒「10. レイアウトエリア」）

» » レイアウトエリアを非表示にすることができます。（⇒「8.3.1 レイ

アウト表示（画面表示グループ）」）

» » レイアウトエリア内のルーラーを非表示にすることができます。（⇒

「8.3.6 ルーラバー（画面表示グループ）」）

⑤項目一覧エリア	������������������������� レイアウトした項目が表示されます。（⇒「12. 項目一覧エリア」）
» » 項目一覧エリアを非表示にすることができます。（⇒「8.3.7 項目一

覧（画面表示グループ）」）

⑥入力エリア	������������������������������� レイアウトした項目に関する項目データの入力を行うエリアで
す。（⇒「11. 入力エリア」）

» » 項目データを入力するとレイアウトエリアの該当項目に表示されま

す。

» » 入力エリアを非表示にすることができます。（⇒「8.3.2 プリセット

表示（画面表示グループ）」）

⑦ステータスバー	������������������������� 現在編集しているファイルや、表示中のレイアウトに関する基
本情報が表示されます。（⇒「14. ステータスバー」）

» » ステータスバーを非表示にすることができます。（⇒「8.3.5 ステー

タスバー（画面表示グループ）」）

» » 横レイアウトと縦レイアウトを切り替え方法は、「8.3.13 レイアウト・プリセットの配置」を参照してください。

» » レイアウトエリア、項目一覧エリア、入力エリア、分類表示エリアの境界線をドラッグして、各エリアの幅や高さを

調節することができます。
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3.2 ラベルの作成から発行までの操作の流れ
ラベルパートナーの操作手順について、説明します。

1.	 	ラベルの作成　（⇒「4. ラベルの作成」）

　　　　

» » ラベルの各種設定は、ラベル編集で行います。（⇒「8.6.7 ラベル編集」）

2.	 	レイアウトエリアに各項目を作成　（⇒「5. ツールボックス」）

» » それぞれの項目の各種設定は、それぞれの項目のプロパティで行います。（⇒「6.3 文字項目のプロパティ」～

「6.13 発行枚数項目のプロパティ」）

» » レイアウトの各種設定は、レイアウトプロパティで行います。（⇒「6.1 レイアウトプロパティ」）

3.	 レイアウトエリアの各項目へのデータ入力（⇒「11. 入力エリア」）
» » 入力エリアの項目データとレイアウトエリアの各項目とのリンク付けは、各項目のプロパティで行います。

» » 同じレイアウトで多くのプリセットデータを作成することができます。　　   
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4.	 値下ラベルなどのラベルの種類やラベルサイズを変更してレイアウトを追加します。（⇒「6. 
プロパティ」/「7. ショートカットメニュー」/「8. メニュー・リボン」/「10. レイアウトエ
リア」）
» » レイアウトタブを追加して、レイアウトを追加することができます。

» » レイアウトの種類によって背景色が区別されます。

5.	 通信モード
５－１	本体とパソコンを通信ケーブル（USB）で接続します。

５－２	本体の電源スイッチを約１秒長押しして、電源をオンにしてタッチパネルの［通信］アイ
コンにタッチして、本体を通信モードにします。
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6.	 ラベルの発行
６－１	オンライン発行（⇒「7.3.15 画面データを印字発行（入力エリア）」、および「8.7.3 番号

指定発行（オンライン発行）」、「8.7.4 選択発行（オンライン発行）」）
		 ラベルパートナー上から確認用のラベルを発行します。

６－２　本体発行（⇒「8.7.6 送信（通信グループ）」、「9.9 送信」）
　　　　現在編集しているラベルの全データを本体に送信します。

　　　　本体でラベルを発行します。
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4. ラベルの作成
本章では、ラベルを新規に作成する手順について説明します。

ラベルパートナーでは、あらかじめ準備されている標準ラベルを選択してさまざまなラベルを作成したり、
ユーザーがサイズ等を指定して、ユーザー定義ラベルを作成することができます。

以下では、標準ラベルを使用して、次のサンプルラベルを新規に作成する場合について説明します。

【サンプルラベル】

			   　呼出番号　　：７
　　
			   　レイアウト名：レイアウト１

			   　ラベルサイズ：55mm（幅）x　43mm（高さ）

			   　ラベルタイプ：裏マーク
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新規ファイルに標準ラベルを使用する

1.	 ラベルパートナーをデスクトップアイコンから起動します。
		

2.	 	［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。
　　　サンプルラベルは、標準（マーク）55mmx43mm を使用していますので、［ＯＫ］をクリックします。

	 選択した標準ラベルがレイアウトエリアに表示されます。

» » 	ラベルの各種設定は、［その他データ編集］メニューの［ラベル編集］を使用して行います。

» » ラベルの各種設定は、レイアウトプロパティの［ラベル編集］を使用してもできます。（⇒「7.2.1.7 レイアウ

トプロパティ」、「8.4.8 プロパティ（データグループ）」）

» » 新規ファイルに標準のフリーサイズラベルを選択する場合は、「16.1 標準のフリーサイズラベルから作成する」

を参照してください。

» » 新規ファイルにユーザ定義ラベルを作成する場合は、「8.1.1 新規－ 8.1.1.1 ファイル」を参照してください。
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5. ツールボックス
本章では、ツールボックスを使用してサンプルラベルをレイアウトする方法について説
明します。

サンプルラベルは、項目一覧エリアと入力エリアが縦方向に配置された縦レイアウトの場合で説明します。
» » 縦レイアウトと横レイアウトの切替方法は、「8.3.13 レイアウト・プリセットの配置」を参照してしてください。

5.1 操作の概要
ツールボックスを使用して、次の項目をレイアウトエリアにレイアウトすることができます。

項目の種類 概要 参照先

 文字項目
文字列（漢字、ひらがな、カタカナ、英字、数字）をレ

イアウトすることができます。
⇒「5.2 文字項目」

 バーコード項目 21 種類のバーコードをレイアウトすることができます。 ⇒「5.3 バーコード項目」
 価格項目 商品の価格、税額などをレイアウトすることができます。 ⇒「5.4 価格項目」
 日付項目 同時に時刻項目をレイアウトすることができます。 ⇒「5.5 日付項目 ・時刻項目」
 直線項目 直線をレイアウトすることができます。 ⇒「5.6 直線項目」
 斜線項目 斜線をレイアウトすることができます。 ⇒「5.7 斜線項目」
 四角形項目 四角形をレイアウトすることができます。 ⇒「5.8 四角形項目」
 イメージ項目 指定した画像をレイアウトすることができます。 ⇒「5.9 イメージ項目」
 マーク項目 リサイクルマークをレイアウトすることができます。 ⇒「5.10 マーク項目」

 呼出番号項目
ラベル発行の際にラベルを指定するための呼出番号をレ

イアウトすることができます。
⇒「5.11 呼出番号項目」

 発行枚数項目
ラベル印刷の枚数と総印刷枚数をレイアウトすることが

できます。
⇒「5.12 発行枚数項目」

» » レイアウトした項目の各種設定は、各項目のプロパティで行ってください。（⇒「6.2 項目プロパティ（共通項目） ～「6.13 

発行枚数項目のプロパティ」）

項目一覧エリア

入力エリア
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5.2 文字項目 
サンプルラベルの「商品名」、「原材料名」、「原材料の内容」、「会社名」、「住所」、「電話番号」は、文字列（漢
字、ひらがな、カタカナ、英字、数字）になりますので文字項目でレイアウトします。
以下、サンプルラベルに基いて説明します。

1.	 「商品名」項目のレイアウトを行います。
1－１	ツールボックスの ［文字項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開始

位置をクリックします。

	 クリックした位置を始点として、「文字１」項目がレイアウトされます。
	 同時に、入力エリアと項目一覧エリアにも「文字１」項目が作成されます。

1 － 2 レイアウトされた「文字１」をダブルクリックすると表示される文字項目のプロパティで
次のように設定します。
• 	 	名称		  ：「文字 1」→「商品名」に変更します。

• 	 データ元	 ：［通常入力］を選択します。

設定と同時に、

• 	 入力エリアの「文字１」→「商品名」に変更になります。

• 	 項目一覧エリアの「文字１」→「商品名」に変更になります。

　　　

1 －３	入力エリアの「商品名」列の１行目の青く反転しているセルにダブルクリックして、サン
プルラベルのように「ロースかつ弁当」と入力し、１行目の「呼出番号」セルをクリック
します。
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	 すると、レイアウトエリアの「商品名」項目に「ロースかつ弁当」と入力されます。

» »「商品名」項目の各種設定は、文字項目のプロパティで行います。（⇒「6.3 文字項目のプロパティ」）

» » 入力エリアの項目データの入力については、「11.2 項目データの入力」を参照してください。

» »「商品名」項目は、文字項目のプロパティで［テーブルから取得］にチェックを入れることによって商品テー

ブルとリンクさせることができます。リンクさせると、「商品名」項目は、入力エリアに表示されません。

» » テーブル新規作成・編集・削除については、「8.6 その他データ編集」を参照してください。

2.	 次に、「原材料名」項目をレイアウトします。

２－１		［文字項目を追加］ アイコンで「原材料名」項目をレイアウトします。

２－２		「原材料名」項目は、通常、変更することはありませんので、文字項目のプロパティの［デー
タ元］で［固定データ］にチェックを入れます。

２－３		「原材料名」項目は、文字項目のプロパティの［フォント名］（［詳細］タブ）で［漢字ゴシッ
ク (6pt, 2.0mm)］を選択し、［固定データ入力］（［データ］タブ）に「原材料：」と入力
します。
» » 	［固定データ］を選択すると、入力エリアに「原材料：」の列は作成されませんが、項目一覧エリアには「原材料：」

項目が作成され「固定」と表示されます。
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3.	 	次に、「原材料の内容」項目をレイアウトします。

３－１		［文字項目を追加］ アイコンで「原材料の内容」項目をレイアウトします。
	 同時に、入力エリアと項目一覧エリアにも「原材料の内容」項目が作成されます。

３－２		「原材料の内容」項目のハンドルをドラッグしてテキストボックスを作ります。
» »「原材料の内容」項目が３行で入力されていますので、テキストボックスを作成すると便利です。

» » 	下図では、「原材料：」項目の幅をドラッグして短くした上で、「原材料の内容」項目をレイアウトしています。

　

３－３	「原材料の内容」項目の文字項目のプロパティの［フォント名］（［詳細］タブ）で［漢字ゴシッ
ク (6pt, 2.0mm)］を選択し、［桁数（半角）］（［データ］タブ）を「96」に設定します。

３－４	入力エリアの「原材料の内容」セルにサンプルデータのように「ご飯、揚げ物・・・」と入力し、
Ctrl キーを押しながら Enter キーで改行し、「（その他卵・・・）」、「、乳化剤」と入力します。
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4.	 	同様に、「会社名」項目（会社名・住所・電話番号）をレイアウトします。

４－１	［文字項目を追加］ アイコンで「会社名」項目をテキストボックスでレイアウトします。
	 同時に、入力エリアと項目一覧エリアにも「会社名」項目が作成されます。

４－２	「会社名」項目のハンドルをドラッグしてテキストボックスを作ります。
» »「会社名」項目が３行で入力されていますので、テキストボックスを作成すると便利です。

４－３	入力エリアに、サンプルラベルのように「株式会社・・・」と、Shift キーまたは Alt を押
しながら Enter キーで改行し、「東京都・・・」、「TEL・・・」と入力します。
» »「会社名」項目の入力は、文字項目のプロパティで［テーブルから取得］にチェックを入れることによって生

産者テーブルなどとリンクさせることができます。

» » テーブル新規作成・編集・削除については、「8.6 その他データ編集」を参照してください。
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5.3 バーコード項目 

1.	 ツールボックスの ［バーコード項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで

開始位置をクリックします。
	 クリックした位置を始点として、バーコード１項目がレイアウトされます。
	 同時に、入力エリアと項目一覧エリアにもバーコード１項目が作成されます。

» » サンプルラベルは、JAN13 桁 PLU バーコードを使用しています。（⇒「6.4 バーコード項目のプロパティ」）

2.	 入力エリアのバーコード１の列の 1行目の青く反転しているセルをダブルクリックして、
サンプルラベルのように半角数字１２桁で付帯文字を入力して１行目の呼出番号セルをク
リックします。

	 すると、レイアウトされたバーコード１項目に付帯文字が入力されます。
» » バーコード１の１３桁目の CD は、自動計算に設定することができます。

　（⇒「6.4.1 ［詳細］タブ」（バーコード項目のプロパティ））
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5.4 価格項目 

1.	 ツールボックスの ［価格項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開始位

置をクリックします。
	 クリックした位置を始点として、価格項目がレイアウトされます。
	 同時に、入力エリアと項目一覧エリアにも価格１項目が作成されます。

2.	 入力エリアの価格１列の１行目の青く反転しているセルをダブルクリックして、サンプルラ
ベルのように半角数字で「1200」と入力して１行目の呼出番号セルをクリックします。

	 すると、レイアウトされた価格１項目に「￥1200」と入力されます。
» » ￥マークなどの設定は、価格項目のプロパティで行います。（⇒「6.5 価格項目のプロパティ」）

• 	 	通貨記号　　　　　　　　　：￥（中）

• 	 カンマ　　　　　　　　　　：挿入
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5.5 日付項目・時刻項目 

1.	 ツールボックスの ［日付と時刻項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで

開始位置をクリックします。
	 クリックした位置を始点として、本体の内蔵時計の日付項目と時刻項目がレイアウトされます。
	 同時に、項目一覧エリアに日付項目⇒日付１、時刻項目⇒時刻１項目が作成されます。

» » 日付・時刻項目のプロパティ⇒詳細タブで「日付・時刻直接入力」ボックスのチェックが外れている場合は、

内蔵時計が優先され入力エリアに日付・時刻項目の列は作成されませんが、チェックが入れている場合は、入

力エリアに日付・時刻項目が作成されます。

» » 日付・時刻の各種設定は、日付項目・時刻項目のプロパティで行います。（⇒「6.6 日付項目のプロパティ」、

および「6.7 時刻項目のプロパティ」）

日時の補正

　　　消費期限や賞味期限は、現在の日時よりも数日後または数時間後が期限になります。
　　　それまでの日時を補正日時で調整します。
　　　なお、サンプルラベルでは、補正日時が設定されていません。

» » 消費期限・賞味期限など今後の日時を表示させる時は、補正日時を設定します。

　（⇒「6.6.1 ［詳細］タブ」（日付項目のプロパティ）、および「6.7.1 ［詳細］タブ」（時刻項目のプロパティ））
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5.6 直線項目 

1.	 ツールボックスの ［直線項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開始位
置をクリック⇒終了位置までドラッグします。

	 クリックした位置を始点、ドラッグを終了した位置を終点として、直線が描画されます。
	 同時に、項目一覧エリアに線１項目が作成されます。

» » 入力エリアには、線１項目は作成されません。

　　　なお、サンプルラベルは、直線が描画されていません。
» » 直線項目の各種設定は、線項目のプロパティで行います。（⇒「6.8 直線項目・斜線項目のプロパティ 」）

5.7 斜線項目 

1.	 ツールボックスの ［斜線項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開始位
置をクリック⇒終了位置までドラッグします。

	 クリックした位置を始点、ドラッグを終了した位置を終点として、斜線が描画されます。
	 同時に、項目一覧エリアに線１項目が作成されます。

» » 入力エリアには、線１項目は作成されません。

　　　なお、サンプルラベルは、斜線が描画されていません。
» » 直線項目の各種設定は、線項目のプロパティで行います。（⇒「6.8 直線項目・斜線項目のプロパティ 」）

5.8 四角形項目 

1.	 ツールボックスの ［四角形項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで四角

形 1を開始する位置をクリック⇒向かい合う角の位置までドラッグします。
	 クリックした位置を始点、ドラッグを終了した位置を終点として、四角形が描画されます。
　　　同時に、項目一覧エリアに四角形項目⇒四角形１が作成されます。

» » 入力エリアには、四角形項目の列は作成されません。

» » 四角形項目の各種設定は、四角形項目のプロパティで行います。（⇒「6.9 四角形項目のプロパティ 」）
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5.9 イメージ項目 
イメージ項目は、会社ロゴなどのイメージデータをレイアウトエリアに描画します。
» » カラーイメージは、白黒に変換されます。

1.	 ツールボックスの ［イメージ項目を追加］ アイコン をクリックします。

	 ［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。
　　　イメージデータが保存されているファイルを選択し［開く］をクリックします。

2.	 画像の白黒変換画面が表示されますので、白黒画像が鮮明になるように最適なしきい値を選
択して［OK］をクリックします。
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　　　クリックした位置を始点として、イメージデータが描画されます。
　　　同時に、項目一覧エリアにイメージ項目⇒ shinsei_logo が作成されます。

» » 入力エリアには、イメージの列は作成されません。

3.	 イメージデータのハンドルをドラッグしてサイズ調整します。

» » イメージ項目の詳細設定については、「6.10 イメージ項目のプロパティ」を参照してください。

5.10 マーク項目 
マーク項目は、リサイクルマークをレイアウトに描画します。

1.	 ツールボックスの ［マーク項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開始

位置をクリックします。
	 クリックした位置を始点として、リサイクルマークがレイアウトされます。
　　　同時に、入力エリアと一覧エリアにマーク１項目が作成されます。
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» » マーク項目のプロパティの［データ］タブで固定データに設定した場合は、入力エリアにマーク１の列は作成

されません。（⇒「6.11.2 ［データ］タブ」（マーク項目のプロパティ））

» » マーク項目の詳細設定については、「6.11 マーク項目のプロパティ」を参照してください。

» » 入力エリアにマーク１の列が作成された場合は、セル内のドロップダウンリストから「なし］・「プラ 6mm］・［紙

6mm］から選択することができます。

5.11 呼出番号項目 
呼出番号項目は、呼出番号をレイアウトに表示します。
»「呼出番号」は、プリセットデータ（レイアウトに項目データを入力した印字データ）ごとに関連付けられ、
　重複するとエラーメッセージが表示されます。（⇒「11. 入力エリア」）

1.	 ツールボックスの ［呼出番号項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開

始位置をクリックします。
	 クリックした位置を始点として、呼出番号項目がレイアウトされます。
　　　同時に、項目一覧エリアに呼出番号⇒呼出番号１が作成されます。

» » 入力エリアには、呼出番号の列は作成されません。

» » 呼出番号の桁数は、［レイアウト］リボン⇒［プロパティ］⇒［呼出番号桁数設定］で設定することができます。

» » 呼出番号項目の詳細設定については、「6.12 呼出番号項目のプロパティ」を参照してください。

　　　なお、サンプルラベルには、呼出番号項目が表示されていません。

5.12 発行枚数項目 
発行枚数項目は、ラベルの総発行枚数に対する発行枚数をレイアウトに表示します。

1.	 ツールボックスの ［発行枚数項目を追加］ アイコン をクリックし、レイアウトエリアで開
始位置をクリックします。

　　　クリックした位置を始点として、発行枚数と総枚数項目がレイアウトされます。
　　　同時に、項目一覧エリアに発行枚数項目⇒総枚数と発行枚数が作成されます。

» » 入力エリアには、発行枚数項目の列は作成されません。

» » 発行枚数項目をレイアウトエリアに表示すると、発行枚数／総発行枚数はグループ化されていますので、右ク

リックしてグループを解除した後で、それぞれの項目をレイアウトし直してください。

» » 発行枚数項目の詳細設定については、「6.13 発行枚数項目のプロパティ」を参照してください。
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5.13 呼出番号の入力
　　　入力エリアの各項目の項目データの入力が終了したら、呼出番号セルをダブルクリックして半角数
字　　　で入力します。
　　　たとえば、サンプルラベルのように呼出番号セルに「7」を入力します。
　　　１つのプリセットデータに１つの呼出番号が対応します。

» » レイアウト１に複数の呼出番号を付けてプリセットデータを作成することができます。

» » 呼出番号が全てのレイアウトの中で重複すると次のようなエラーメッセージが表示されますので、重複しない

呼出番号を再入力してください。

5.14 レイアウトエリアの各項目の調整
　　　入力エリアの各項目の項目データの入力が終了したら、レイアウトエリアの各項目の並びを揃えた
り　　　等間隔に調整したり、グループ化などをします。

» » 項目の揃え・等間隔・グループ化などについては、「7.2 レイアウトエリアのショートカットメニュー」、およ

び「8.2 ホーム」を参照してください。

5.15 レイアウトの追加
　　　レイアウトを変更したり、ラベルサイズを変更したりしてレイアウトを追加することができます。

» » レイアウトを追加する方法については、「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」

を参照してください。
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6. プロパティ
本章では、レイアウトプロパティおよび項目プロパティについて説明します。

6.1 レイアウトプロパティ
1 つのファイルに複数のレイアウトを作成することができますので、レイアウトごとに各種設定をレイアウ
トプロパティで行います。

・	 レイアウトエリア内の項目以外の部分をダブルクリック
・	 レイアウトエリア内を右クリックして表示されるショートカットメニューから［レイアウトプロパティ］

を選択
・	 レイアウトタブを右クリックして表示されるショートカットメニューから［レイアウトプロパティ］、ま

たはレイアウトタブをダブルクリックして選択

6.1.1 ［一般］タブ

たとえば、レイアウトタブを右クリックして［レイアウトプロパティ］をクリックします。

［レイアウト設定］ダイアログが表示されます。
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	 ［一般］タブの項目：
レイアウト名	������������������������������� レイアウトタブにレイアウト名を設定することができます。
ラベル
　ラベルリストから選択	���������������� 編集対象のレイアウトで使用するラベルをドロップダウンリス

トから選択することができます。
　ラベル編集	������������������������������� クリックして［ラベル編集］ダイアログを表示し、［ラベルリ

ストから選択］で設定したラベルの設定内容を変更することが
できます。［ラベル編集］ダイアログの操作方法については、

「8.6.7 ラベル編集（データグループ）」を参照してください。
　ラベルタイプ	����������������������������［ラベルリストから選択］で設定したラベルのラベルタイプが

表示されます。
　ギャップ幅	�������������������������������［ラベルリストから選択］で設定したラベルのギャップ幅が表

示されます。
　ラベル幅	����������������������������������［ラベルリストから選択］で設定したラベルのラベル幅が表示

されます。
　ラベル長	����������������������������������［ラベルリストから選択］で設定したラベルのラベル長が表示

されます。
二枚貼りレイアウト	���������������������� 1 レイアウトで 2 枚のラベルを設定します。

» » 2 枚目のラベルに項目をレイアウトした後に［二枚貼りレイアウト］

のチェックを外すと、2 枚目にレイアウトした項目が 1 枚目の左上

に配置されます。

フリーバーコード ------------------------- レイアウト上のバーコード高さを自由に変更できます。	
バーコード最低高さ ----------------------1~100mm の範囲で設定できます。
印字関連設定　
　印字方式	����������������������������������［ティアオフ］、［連続］または［剥離］から印字方式を設定す

ることができます。
	 たとえば、［ティアオフ］は、印字したラベルをカット位置ま

で送り出します。
　カッター動作設定
　　発行終了後にカットする	���������� ライナーレスラベルに印字終了後、ラベルをカッター位置まで

送り出して自動的にカットします。
　　何枚毎にカットする	���������������� 設定した枚数毎にカッター位置まで送り出して自動的にカット

します。
　　カッターモード発行操作	����������［自動（センサー使用）］または［手動（Ｅキー押下）］を設定

することができます。
　剥離発行操作	����������������������������［自動（センサー使用）］または［手動（E キー押下）］を設定す

ることができます。
　ライナーレスモード発行操作	�������［自動（センサー使用）］または［手動（E キー押下）］を設定す

ることができます。
　印字時計をリアルタイム更新	������� ラベル印字中でも時計項目をリアルタイムで印字します。
　発行後テストパターン	���������������� ラベル発行後、テストパターンラベルを一枚発行します。
　ラベル出し方向
　　頭だし	����������������������������������［頭出し］は、ラベルのラベル出し方向が 逆視の状態でラベル

発行されます。
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　　尻出し	����������������������������������［尻出し］は、ラベルのラベル出し方向が正視できる状態でラ
ベル発行されます。

　印字する前確認画面設定	����������������［本体設定依存］、「変更確認項目一覧表示」または［印字イメー
ジ表示）］から設定することができます。

　複数レイアウトに適用
　　全レイアウトに適用	���������������� 印字関連設定を全レイアウトに適用させます。
　　同種類レイアウトのみに適用	����� 印字関連設定を同じ種類のレイアウトのみに適用させます。

6.1.2 ［詳細設定］タブ

詳細設定タブをクリックします。
本体の入力発行でレイアウト番号を入力する時に、レイアウトヒントを表示させることができます。

二枚貼りレイアウト
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6.1.3 ［値下設定］タブ（値下レイアウトの場合）

値下レイアウトを作成すると、プロパティに［値下設定］タブが追加されます。
たとえば、値下レイアウトタブを右クリックして［レイアウトプロパティ］をクリックします。
次に、［レイアウト設定］ダイアログで［値下設定］タブをクリックします。

	 ［値下設定］タブの項目：
％引き設定
　最大値下げ幅	���������������������������� 最大値下げ幅を％引きで設定します。
UPCE（元バーコード）設定
　UPCA に展開	���������������������������� 元バーコードを UPCA として展開します。
　先頭「0」埋めで CD なし	������������ 先頭桁を「0」桁にして CD の桁がありません。
　先頭「0」埋めで CD あり	������������ 先頭桁を「0」桁にして CD の桁があります。
端数処理設定
　処理対象
　　値下後価格	���������������������������� 値下後価格を端数処理の対象とします。
　　値下額	���������������������������������� 値下額を端数処理の対象とします。
　端数処理
　　切捨て	���������������������������������� 端数処理の桁を切捨てします。
　　切上げ	���������������������������������� 端数処理の桁を切上げします。
　　四捨五入	������������������������������� 端数処理の桁を四捨五入します。
　処理桁数
　　指定なし	������������������������������� 小数点後の桁数を指定しません。
　　小数点後 2 桁	������������������������� 小数点後 2 桁を端数処理します。
　　小数点後 1 桁	������������������������� 小数点後 1 桁を端数処理します。
値下ボタン定義	���������������������������� 以下の「値下ボタン定義」を参照してください。
ウィザードで再設定	���������������������� 以下の「ウィザードで再設定］を参照してください。



6. プロパティ　6.1 レイアウトプロパティ

42

値下ボタン定義

［値下ボタン定義］をクリックすると、［値下ボタン定義］ダイアログが表示されます。
値下方式のフラグに対応して値下幅を設定します。

ウィザードで再設定

［ウィザードで再設定］をクリックすると、［値下ラベル作成ウィザード］画面が表示されます。
ウィザードの最初の画面では、「値下げ方式」および「値下ラベルの表示方法（％引・円引・新価格）」を
選択します。

	 ［値下げ方式選択］：
元価格入力画面
　入力必須	���������������������������������� 入力価格が必須の場合、チェックを入れます。
　新価格の場合、入力不要	������������� 値下価格が新価格の場合、入力が不要の場合にチェックを入れ

ます。
	
次の画面を表示する場合は、［次へ］をクリックします。
以降のウィザード画面は、以下のとおりです。
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　［社員番号関連定義］画面

［社員番号関連定義］画面では、必要に応じて社員弁号関連定義を行います。
社員番号関連定義をすると、値下ラベルを発行する時に社員番号の入力が必要となります。

次の画面を表示する場合は、［次へ］をクリックします。

［出力バーコード定義］画面

［出力バーコード定義］画面では、値下後の出力バーコードを定義します。
次の図では、［CODE128- 新盛 20 桁 -I］を選択しています。

	 次の画面を表示する場合は、［次へ］をクリックします。
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［出力バーコード構成項目定義］画面

［出力バーコード構成項目定義］画面では、出力バーコードに反映させる元バーコードの種類などを
定義します。
次の図では、［元バーコード（13 桁）］を選択しています。

［次へ］をクリックすると、選択内容に応じて画面が切り替わります。
切り替わった画面で、必要な事項を設定します。たとえば、［値下げ方式（1 桁）］を選択して、［% 引き］・

［円引き］・［新価格］を対応するフラグを定義します。

必要な事項を設定したら、［次へ］をクリックします。
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［次へ］をクリックすると、選択内容に応じて画面が切り替わります。
次の図では、［値下げデータ］を選択しています。

次の画面を表示する場合は、［次へ］をクリックします。

［出力バーコード確認］画面

［出力バーコード確認］画面では、表示された設定内容を確認します。
確認後、［終了］をクリックしてウィザードを閉じます。
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6.2 項目プロパティ（共通項目）
レイアウト上の項目の各種設定を項目プロパティで行います。
この節では、項目プロパティの共通項目について説明します。
その他の項目は、次節以降の各項目プロパティを参照してください。

項目プロパティは、以下の方法で表示することができます。
・	 レイアウト上の項目をダブルクリック
・	 レイアウトエリア内の項目を右クリックして表示されるショートカットメニューから［項目プロパティ］

を選択
・	 項目一覧エリアの各項目をダブルクリック

項目の種類ごとに項目プロパティの設定内容が異なりますが、一部の項目は共通です。
主な共通設定は、次の表のとおりです。

［データ］タブ または その他画面 ［詳細］タブ /［印字タブ］
または その他画面

［
ナ
ン
バ
ー
リ
ン
グ
］
タ
ブ

［
デ
ー
タ
元
（
デ
ー
タ
・
ソ
ー
ス
）］

［
入
力
方
式
］

［
一
時
変
更
設
定
］

［
印
字
設
定
］

［
フ
ォ
ン
ト
設
定
］

文字項目のプロパティ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バーコード項目のプロパティ ○ ○ ○ ○ ○ ○
価格項目のプロパティ ○ ○ ○ ○ ○
日付項目のプロパティ ○ ○ ○ ○ ○
時刻項目のプロパティ ○ ○ ○ ○ ○
イメージ項目のプロパティ 一部 ○ ○
マーク項目のプロパティ 一部 ○ ○
呼出番号項目のプロパティ ○ ○
発行枚数項目のプロパティ ○ ○
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6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）

［データ元（データ・ソース）］項目グループは、文字項目 / バーコード項目 / 価格項目 / 日付項目 / 時刻項
目 / イメージ項目（一部）/ マーク項目（一部）のプロパティで共通の設定項目です。

たとえば、［商品名］項目を右クリックして、［項目プロパティ］を選択します。

文字項目のプロパティが表示されます。

［文字項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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［バーコード項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［価格項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［日付項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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［時刻項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［イメージ項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［マーク項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		



6. プロパティ　6.2 項目プロパティ

50

［データ元（データ・ソース）］項目グループの項目：
通常入力	������������������������������������［文字項目］、［バーコード項目］、［価格項目］、［日付項目］、お

よび［時刻項目］で設定することができます。（⇒「通常入力」）
テーブルから取得	������������������������� すべての項目で設定することができます。（⇒「テーブルから

取得」）
固定データ	���������������������������������� すべての項目で設定することができます。（⇒「固定データ」）
合成	������������������������������������������ 複数の項目データを 1 つの項目データに合成することができま

す。（⇒「合成」）
リンク	���������������������������������������［文字項目］、［バーコード項目］、［価格項目］、［日付項目］、お

よび［時刻項目］で設定することができます。（⇒「リンク」）
演算	������������������������������������������ 数値項目どうしを演算することができます。（⇒「演算データ」）
リストから選択	����������������������������［イメージ項目］、［マーク項目］で設定することができます。（⇒

「6.10.2 ［データ］タブ」（イメージ項目のプロパティ）、「6.11.2 
［データ］タブ」（マーク項目のプロパティ））
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通常入力

入力エリアで項目データを入力する場合に、［データ元（データ・ソース）］から［通常入力］を選択します。

テーブルから取得する

項目に関連付けられたテーブルから項目データを取得する場合に、［データ元（データ・ソース）］から［テー
ブルから取得］を選択します。

［テーブルから取得］を選択した場合、［テーブル関連付け］項目が表示されます。
» » 項目一覧エリアの対応する項目に［テーブル関連］と表示され、レイアウト上の項目がどのテーブルに関連付けられ

ているかがわかります。

» » 項目データの項目は、入力エリアに表示されません。

» » テーブルの作成については、「8.6.1 テーブル新規作成（テーブルグループ）」を参照してください。

例）文字項目の場合

	 ［テーブル関連付け］の項目：
テーブル名	�������������������������ドロップダウンリストから使用するテーブルを選択します。
フィールド	�������������������������ドロップダウンリストから使用するフィールドを選択します。
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　　　テーブル名として［店舗情報テーブル］を選択した場合

［本体店舗情報を使用］ボックスが表示されます。
チェックを入れた場合	������������������� 本体（プリンター）に保存されている店舗情報を使用します。
　　　　　　　　　　　　　　　　   本体の店舗情報は、ホーム画面のデータ管理⇒店舗情報にタッ

チすると表示されます。
チェックを外した場合	������������������� 入力エリアでドロップダウンリストから店舗情報テーブルでリ

ンクされた店舗情報を選択することができます。
» » 店舗情報テーブルは、マルチテーブルのオプションで店舗情報テーブルに指定して作成します。

　（⇒「8.6.1.1 マルチテーブル」を参照してください。）
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固定データ

データの入力内容を固定したい場合に、［データ元（データ・ソース）］から［固定データ］を選択します。
［固定データ］を選択した場合、固定データを入力するための［固定データ入力］項目が表示されます。

» »［固定データ］を選択すると、入力エリアに項目データの項目列が表示されなくなります。

» » イメージ項目、およびマーク項目の固定データの操作方法については、「6.10.2 ［データ］タブ 」（イメージ項目のプ

ロパティ）、および「6.11.2 ［データ］タブ」（マーク項目のプロパティ）を参照してください。

例）文字項目の場合

	 ［固定データ入力］の項目：
固定データ	�������������������������レイアウト上の項目に反映されます。
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合成

複数の項目データを合成して 1 つの項目データにしたい場合に、合成したい項目プロパティの［データ元
（データ・ソース）］から［合成］を選択します。
［合成］を選択した場合、合成したい項目データを選択する［合成入力］フレームが表示されます。

» »［合成］を選択すると入力エリアに項目データの項目列が表示されなくなります。

たとえば、文字項目１に入力された［株式］と文字項目２に入力された［会社］の文字項目を文字項
目３に合成させた場合について説明します。

文字項目３の［項目プロパティ］⇒［合成］を選択します。

子項目桁数不足処理	���������������������� 各項目の桁数よりデータが少ない場合に不足桁数をデ－タ埋め
する方法を選択します。

　　　　　　　　　　　　　　　　   選択された結合子項目ごとに設定します。
　データ埋めをしない	������������������� 不足桁数にデータ埋めをしないで合成します。
　左埋め	������������������������������������ 左側に不足桁数のデータ埋めをします。
　右埋め	������������������������������������ 右側に不足桁数のデータ埋めをしします。



6. プロパティ　6.2 項目プロパティ

55

データ埋めの文字	������������������������� プルダウンメニューからデータ埋めの文字を選択します。

日付時刻項目の合成の形式	������������� 日付・時刻項目を合成する時に選択します。
　桁数固定	���������������������������������� 区切り文字を含まない数字だけが合成されます。
　印字データ	������������������������������� 区切り文字を含んだ数字で合成されます。
　補正データ	�����������������������������������補正データを含んだ項目を合成すると表示され、補正日が合成され

ます。

項目間の区切り設定	���������������������� 項目間に全角または半角文字を１文字挿入して区切ることがで
きます。

項目一覧枠の［文字１］と［文字２］を［＞＜］キーで結合子項目に移動させ［ＯＫ］をクリックします。

文字項目３に［株式会社］と合成されました。
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リンク

他の項目とリンク（関連付け）を設定し、リンクした項目のデータの一部を表示したい場合に、［データ元
（データ・ソース）］から［リンク］を選択します。
［リンク］を選択した場合、［リンク］項目が表示されます。

» »［リンク］を選択すると、入力エリアに項目データの項目列が表示されなくなります。

例）文字項目の場合

	 ［リンク］の項目：
リンク先	���������������������������データの一部を表示する他の項目（リンク先項目）をドロップダウン

リストから選択します。
リンク先の開始位置	�������������使用するデータ範囲の開始位置（桁数）を指定します。
リンク先からの取得桁数	�������［リンク先の開始位置］から何桁のデータを使用するか指定します。

» » 数値項目は、数字 1 文字が 1 桁であることに注意してください。

リンク方式	�������������������������ドロップダウンリストから選択します。
ＡＩ設定	���������������������������リンク先方式で［ＡＩデータをリンク］を選択した時に有効になりま

す。
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演算

項目データの数値と項目デ－タの数値を演算して、演算結果を表示します。
» » 演算するには、項目データが数値（半角）に設定されている必要があります。

　（項目プロパティ⇒詳細タブ⇒漢字のチェックを外ずし、数字のみにチェックを入れます。）

たとえば、計り売り商品のデータを作成した場合について説明します。

価格項目２の［項目プロパティ］⇒［データ］タブ⇒［演算］を選択します。
演算フレームの演算項目一に計りたい項目の数値を演算項目二に単価を選択し演算子を選択します。
ここでは、演算子として掛け算を示す［ｘ］を選択します。
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なお、演算子には、四則計算の他に［あまり計算（演算子：％で表示）］もすることができます。

価格項目２に掛け算された数値が表示されます。
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6.2.2 入力方式（共通項目）

［入力方式］項目グループは、文字項目 / バーコード項目 / 価格項目 / 日付項目 / 時刻項目のプロパティで
共通の設定項目です。

［文字項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［バーコード項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［価格項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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［日付項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［時刻項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

	 ［入力方式］項目グループの項目：
入力必須	���������������������������項目の入力を行わないと次の項目を設定できないように制限する場合

にチェックを入れます。
全桁入力	���������������������������項目に指定された桁数以下のデータの入力を制限する場合にチェック

を入れます。
	 バーコードを合成項目で作成したような場合、元項目の桁数が変わる

とバーコード（合成項目）が成立しなくなるような場合に設定します。
» » 例）買上値を 100cm 以上で販売するような場合に、［買上値］項目に［全

桁入力］を選択します。

0 入力禁止	�������������������������項目の入力を「0」のみにできないように制限する場合にチェックを
入れます。

全桁入力後次の項目へ	����������項目に指定された全桁数のデータが入力されると自動的に次の入力項
目へ移動させる場合にチェックを入れます。

» » 項目に指定された桁数以下のデータを入力した場合は、E キーで次の項目

へ移動します。

スキャナ入力許可	����������������入力エリアでの入力に加えて、neo-7 のスキャナで読み取った内容
（バーコード）も項目に入力できるようにする場合にチェックを入れま

す。
» » スキャナでは漢字では読み込めないため、［詳細］タブの［漢字入力］の

チェックを外してください。

» » 呼出発行時にスキャナによる入力を行う場合は、同時に［一時変更設定］

（［強制一時変更］/［手動一時変更］）を設定してください。

» » 項目の桁数より大きい桁のバーコードを読み取った場合は、桁数を超過し

た部分のデータは削除されます。
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» » スキャナ入力時は、スキャン後自動的に次の項目へ移動します。

» »［スキャナ入力許可］と［スキャナのみ入力許可］を同時に設定すること

はできません。

スキャナのみ入力許可	����������neo-7 のスキャナで読み取った内容（バーコード）だけを項目に入力
できるようにする場合にチェックを入れます。

» » スキャナでは漢字では読み込めないため、［詳細］タブの［漢字入力］の

チェックを外してください。

» » 呼出発行時にスキャナによる入力を行う場合は、同時に［一時変更設定］

（［強制一時変更］/［手動一時変更］）を設定してください。

» » 項目の桁数より大きい桁のバーコードを読み取った場合は、桁数を超過し

た部分のデータは削除されます。

» » スキャナ入力時は、スキャン後自動的に次の項目へ移動します。

» »［スキャナ入力許可］と［スキャナのみ入力許可］を同時に設定すること

はできません。
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6.2.3 一時変更設定（共通項目）

［一時変更設定］項目グループは、文字項目 / バーコード項目 / 価格項目 / 日付項目 / 時刻項目 / イメージ項
目 / マーク項目のプロパティで共通の設定項目です。

［文字項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［バーコード項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［価格項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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［日付項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［時刻項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［イメージ項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［マーク項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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	 ［一時変更設定］項目グループの項目：
強制一時変更	����������������������［強制一時変更］にチェックを入れると、強制一時変更によるラベル発

行時に、設定された項目を選択すると発行前にタッチパネル上に確認
画面が表示され、編集してラベル発行することができます。

	 ただし、保存することはできません。
	 ラベル発行ごとに変わる項目に設定します。	
手動一時変更	����������������������［手動一時変更］にチェックを入れると、手動一時変更によるラベル発

行時に、設定された項目を選択すると発行前にタッチパネル上に確認
画面が表示され、編集してラベル発行することができます。

	 ただし、保存することはできません。
一時変更内容を記憶	�������������［強制一時変更］または［手動一時変更］を設定した場合に選択できま

す。ラベル発行時にラベルプリンターで一時変更した内容を記憶する
場合にチェックを入れます。

	 次回の変更時に、前回変更されたデータ内容が表示されます。
	 ［強制一時変更］にチェックを入れた場合、［一時変更内容を記憶］と［一

時変更前にデータをクリア］を同時に設定することはできません。
一時変更前にデータをクリア	�［強制一時変更］または［手動一時変更］を設定した場合に選択できま

す。ラベル発行時に一時変更項目のデータをクリアする場合にチェッ
クを入れます。

	 次回の変更時に、前回変更されたデータ内容は表示されません。
	 ［強制一時変更］にを付けた場合、［一時変更内容を記憶］と［一時変

更前にデータをクリア］を同時に設定することはできません。
連続入力	���������������������������メニューリボンの［その他データ編集］の［連続入力］で設定した時

に有効となり、プルダウンメニューから設定値を選択することができ
ます。

» »［手動一時変更］を設定し、［一時変更内容を記憶］、［一時変更前にデータをクリア］の両方にを付けた場合、［F4］

キーで一時変更をしてラベルを発行すると、一時変更されたデータが記憶され、次回［F4］キーを押して変更

を行わない限り、記憶された一時変更内容で印字されます。



6. プロパティ　6.2 項目プロパティ

65

6.2.4 印字設定（共通項目）

［印字設定］項目グループは、文字項目 / バーコード項目 / 価格項目 / 日付項目 / 時刻項目 / イメージ項目 / マー
ク項目 / 呼出番号項目 / 発行枚数項目のプロパティで共通の設定項目です。

［文字項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ		

［バーコード項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ	

［価格項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ		
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［日付項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ		

［時刻項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ		

［イメージ項目］ダイアログ⇒［印字］タブ	 　　　　

［マーク項目］ダイアログ⇒［印字］タブ		
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［呼出番号項目］ダイアログ			 

［発行枚数項目］ダイアログ			 

	 ［印字設定］項目グループの項目：
回転角度	���������������������������ラベルに対する、項目の回転角度をドロップダウンリストから選択し

ます。
» »［0 度］、［90 度］、［180 度］、または［270 度］のいずれかを選択します。

» » レイアウト項目の始点を軸に反時計周りの方向に項目が回転します。

» » すでに回転した項目については、［0 度］を選択して、元の角度に戻すこと

ができます。

» » 回転により項目が印字領域外にはみ出てしまった場合、項目枠がオレンジ

色で表示されます。この場合は、必要に応じて項目をドラッグして移動し、

調整してください。

» » レイアウトエリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。

（⇒「7.2.2.13 回転（項目）」）

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.16 回転（項目配置

グループ）」）

印字	���������������������������������印字する場合はを付けます。項目を印字しない場合は、を外します。
　　　　　　　　　　　　　　印字しない設定すると、レイアウト上から項目が表示されません。
　　　　　　　　　　　　　　また、項目一覧エリアで該当項目に［印字しない］と表示されます。

» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.2 印字しない（項目一覧）」）

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.14 印字しない（項

目配置グループ）」）
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6.2.5 フォント設定（共通項目）

［フォント設定］項目グループは、文字項目 / バーコード項目 / 価格項目 / 日付項目 / 時刻項目 / 呼出番号項
目 / 発行枚数項目のプロパティで共通の設定項目です。

［文字項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［バーコード項目］ダイアログ⇒［データ］タブ	

［価格項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		
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［日付項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［時刻項目］ダイアログ⇒［データ］タブ		

［呼出番号項目］ダイアログ			 

［発行枚数項目］ダイアログ			 

	 ［フォント設定］項目グループの項目：
フォント種類	����������������������ドロップダウンリストから項目 / 付帯文字で使用するフォントの種類

（［内蔵フォント］または［外部フォント］）を選択します。
» » 内蔵フォントは、本体で準備されているフォントです。

» » 外部フォントは、パソコンにインストールされているフォントです。
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» » 外部フォントにつきましては、ライセンス許諾が必要なものがあります。

ご利用になる場合は、それぞれの著作権者にご確認下さい。

» » 外部フォント選択時、ファイルのサイズが大きくなります。

» » 文字項目では、［データ］タブで［固定データ］を選択した場合に設定す

ることができます。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.6 フォント種類（フォ

ントグループ）」）

フォント名	�������������������������ドロップダウンリストからフォント名を選択します。
» » 初期設定より大きいサイズのフォントを選択すると、項目に入力できる文

字数が減ります。必要に応じて、レイアウトエリアで項目のサイズを変更

してください。（⇒「10.6 項目の移動・サイズ変更」）

» »［ツール］リボン⇒［印字範囲］⇒［全項目の印字領域を確認］で項目デー

タがオーバーしていないかをチェックしてください。　

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.7 フォント名（フォ

ントグループ）」）

サイズ	������������������������������外部フォントを選択している場合に設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　  ドロップダウンリストから項目 / 付帯文字で使用するフォントのサイ

ズを選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.9 フォントサイズ（フォ

ントグループ）」）

横倍率	������������������������������内部フォントの ｢TT （アウトライン）｣ フォントを選択していない場合
に設定することができます。項目 / 付帯文字で表示する文字の横倍率
を指定します。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.10 横倍率 / 縦倍率・

フォント幅 / フォント高さ（フォントグループ）」）

縦倍率	������������������������������内部フォントの ｢TT （アウトライン）｣ フォントを選択していない場合
に設定することができます。項目 / 付帯文字で表示する文字の縦倍率
を指定します。 

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.10 横倍率 / 縦倍率・

フォント幅 / フォント高さ（フォントグループ）」）

フォント幅（単位：dot）	�������呼出番号プロパティで設定することができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.10 横倍率 / 縦倍率・

フォント幅 / フォント高さ（フォントグループ）」） 

フォント長（単位：dot）	�������呼出番号プロパティで設定することができます。 
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.10 横倍率 / 縦倍率・

フォント幅 / フォント高さ（フォントグループ）」） 

文字間隔	���������������������������ドット単位で文字間隔を指定します。
» » 文字間隔を詰めて設定した場合（マイナス値）は、文字の重なりに注意し

てください。

» » 文字間隔を広く設定した場合は、項目の文字オーバーに注意してください。

» »［ツール］リボン⇒［印字範囲］⇒［全項目の印字領域を確認］で項目デー

タがオーバーしていないかをチェックしてください。　

太字	���������������������������������項目データを太字にする場合にを付けます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.8 太字 / 斜体 / 下線

（フォントグループ）」） 
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斜体	���������������������������������項目データを斜体にする場合にを付けます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.8 太字 / 斜体 / 下線

（フォントグループ）」） 

白抜き	������������������������������項目データを白抜きにする場合にを付けます。
» » 内蔵フォントの ｢TT （アウトライン）｣ を選択している場合に設定すること

ができます。

反転	���������������������������������文字だけを白黒反転にする場合または項目の範囲全体を白黒反転にす
る場合に、いずれかにを付けます。

下線	���������������������������������項目データに下線をつける場合にを付けます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.8 太字 / 斜体 / 下線

（フォントグループ）」） 

6.2.6 ナンバーリング（共通項目）

［ナンバーリング］タブは、文字項目 / バーコード項目のプロパティで共通の設定項目です。

［文字項目］ダイアログ⇒［ナンバーリング］タブ		

［バーコード項目］ダイアログ⇒［ナンバーリング］タブ	

［ナンバーリング］タブの項目：
種類	������������������������������������������ ナンバーリングを表示（印字）する項目として使用する場合に

ドロップダウンリストから［インクリメント］（数値を加算）
または［デクリメント］（数値を減算）を選択します。

　　　　　　　　　　　　　　　　   ナンバーリング項目として使用しない場合は、［無し］を選択
します。

同番号印字枚数	���������������������������� レイアウト上に数字でナンバーリングした場合に、何枚ずつ同
じナンバーリング項目を何枚発行するかを指定します。
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ステップ	������������������������������������［インクリメント］または［デクリメント］を選択した場合に
加減算の幅を設定することができます。

進法	������������������������������������������ 進法を設定します。
スタート値	���������������������������������� ナンバーリングのスタート番号を設定します。
ストップ値	���������������������������������� ナンバーリングのストップ番号を設定します。
ナンバーリングの結果を記憶	���������� ナンバーリングの履歴を記憶します。
ナンバーリング範囲	���������������������� スライダーを使用して、ナンバーリングに使用する範囲を 1 ～

6 桁の範囲で設定することができます。詳細については、下記
の「ナンバーリング範囲」を参照してください。

プレビュー	���������������������������������� クリックすると設定内容をプレビュー表示することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　   	プレビューを終了する場合は、［終了］をクリックします。

ナンバーリング範囲

スライダー を使用して、ナンバーリングに使用する範囲を設定することができます。

たとえば、種類を「インクリメント」を選択し、ステップを「１」のまま下４桁をナンバーリングに使用する場
合は、スライダー を下４桁までドラッグします。
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6.3 文字項目のプロパティ
文字項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.3.1 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
名称	���������������������������������文字項目の名称を設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　   名称は、入力エリア、項目一覧エリア等に反映されます。

	

	 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま
す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）

桁数（半角）	�����������������������文字項目に入力できる［桁数（半角）］設定します。
» » ハンドルにマウスを合わせると矢印に変わりますので、ドラッグして［桁

数（半角）］変更することができます。
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» »［テーブルから取得］、［固定データ］、［リンク］を選択した場合は、桁数

を入力することはできません。

桁数固定	���������������������������文字項目に入力できる［桁数（半角）］を固定します。
データ元（データ・ソース）	���「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
入力方式	���������������������������「6.2.2 入力方式（共通項目）」を参照してください。
一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。

6.3.2 ［詳細］タブ

	 ［詳細］タブの項目：
幅	��������������������������������������������� レイアウト上の文字項目の幅を設定します。
長さ	������������������������������������������ レイアウト上の文字項目の縦を設定します。
行間隔	��������������������������������������� レイアウト上の文字項目内の行間隔を設定します。
横位置	��������������������������������������� レイアウト上の文字項目に対して入力した項目データの横方向

の位置を設定します。
	 ［左寄せ］、［中央］、［右寄せ］、または［均等］を選択すること

ができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項

目配置グループ）」）

縦位置	��������������������������������������� レイアウト上の文字項目に対して入力した項目データの縦方向
の位置を設定します。

	 ［上端揃え］、［上下中央揃え］、［下端揃え］、［上下両端揃え］、
または［行間隔均等］を選択することができます。

漢字入力	������������������������������������ すべての文字種が漢字入力になります。
» » 	ナンバーリングを行う場合は、［漢字入力］のを外し、［数字］およ

び［英字］のを付けている必要があります。

数字	������������������������������������������［漢字入力］のを外している場合に設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　   項目に入力する文字種に半角数字を含める場合にを付けます。

» » 	ナンバーリングを行う場合は、［漢字入力］のを外し、［数字］およ

び［英字］のを付けている必要があります。

記号	������������������������������������������［漢字入力］のを外している場合に設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　   項目に入力する文字種に半角記号を含める場合にを付けます。
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英文	������������������������������������������［漢字入力］のを外している場合に設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　   項目に入力する文字種に半角英字を含める場合にを付けます。

» » ナンバーリングを行う場合は、［漢字入力］のを外し、［数字］およ

び［英字］のを付けている必要があります。

強調印字設定	������������������������������� メニュー・リボンの［その他デ－タ編集］の［強調印字］で設
定した時にを付けると有効となり、プルダウンメニューから設
定した文字を強調することができます。

全数字の場合、先頭 0 で埋める	������� を付けると、［数字］に設定された項目の入力データが設定さ
れた桁数よりも小さい桁数の場合に不足桁数分を先頭から「0」
で埋めることができます。

	 が付いている状態で［漢字入力］に設定された項目に全角数字
で入力を行い、かつ桁数が不足している場合、レイアウトエリ
ア上では半角の「0」で埋められますが、本体による印字は、
全角の数字のみの印字になります。

» » ナンバーリングは桁数が不足している場合に実行されないため、ナ

ンバーリングを行う場合は、を付けます。

半角を自動的に全角で印字	������������� を付けると、半角で入力された数字、英字、記号を自動的に全
角に変換して印字することができます。

	 半角数字、半角英字、半角記号はすべて全角で印字されます。
	 「内容量」のような項目に利用することができます。
印字する前に確認表示	������������������� ラベル発行前に印字データを確認する場合に付けます。
本体で印字範囲をチェックしない ---- 文字項目のプロパティで強制一時変更または手動一時変更など

で印字データを変更した場合、変更後の印字データが印字範囲
をオーバーしてもＸ印を付けないで、印字範囲の印字データだ
けを印字させることができます。

印字設定	������������������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
フォント設定	�������������������������������「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。

6.3.3 ［ナンバーリング］タブ（文字項目のプロパティ）

［ナンバーリング］タブの項目については、「6.2.6 ナンバーリング（共通項目）」を参照してください。
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6.4 バーコード項目のプロパティ
バーコード項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.4.1 ［詳細］タブ

	 ［詳細］タブの項目：
名称	���������������������������������バーコード項目の名称を設定します。
　　　　　　　　　　　　　   名称は、入力エリア、項目一覧エリア等に反映されます。

	

» » 	項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.1 変更（項目一覧）」）

バーコードタイプ	����������������バーコードの種類を変更することができます。ドロップダウンリスト
から使用するバーコードの種類を選択します。［バーコードタイプ］の
選択に応じて、［詳細］タブの表示が変更されます。

印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
印字する前に確認表示	����������ラベル発行前に確認する場合にを付けます。
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バーコード（一次元コード）を設定する

［バーコードタイプ］から一次元コードタイプのバーコードを選択した場合、［詳細］タブ画面に、［バーコー
ド（一次元コード）］項目が表示されます。
» » 一次元コードタイプのバーコードは、［JAN13（13 桁）］、［JAN8（8 桁）］［ITF］、［NW7］、［CODE39］、［CODE128］、［UPC-A

（12 桁）］、［UPC-E（7 桁）］、［EAN128］です。

	 ［バーコード（一次元コード）］の項目：
モジュール幅	����������������������バーコードのモジュール幅を指定します。
バーコード長	����������������������バーコードのモジュールの長さを指定します。
　　　　　　　　　　　　　　（バーコード長　1mm ≒ 11.8dot）
細・太バー比率	�������������������ドロップダウンリストから、細いバーと太いバーの比率を選択します。
CD	�����������������������������������ドロップダウンリストからチェックデジットの入力（確認）方法を選

択します。
» » バーコードの CD を自動計算することができます。詳細については、「8.8.1 

バーコードのＣＤをする（自動計算グループ）」を参照してください。

	 詳細設定
[NW7] のダイアログが表示されますので、各種設定をします。

モジュール幅	����������������������バーコードのモジュール幅を指定します。

付帯文字位置	����������������������ドロップダウンリストから、付帯文字の配置位置を選択します。
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付帯文字位置合わせ	�������������［付帯文字位置］で［上］または［下］を選択した場合に設定すること
ができます。

	 ドロップダウンリストから、バーコードに対する付帯文字の位置設定
を選択します。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項目

配置グループ）」）

付帯文字フォント	����������������［バーコードタイプ］から一次元コードタイプのバーコード、または
GS1 DataBar のシンボルを選択した場合、［付帯文字フォント］をクリッ
クすると表示される［フォント］ダイアログで付帯文字に使用するフォ
ントを設定することができます。［フォント］ダイアログ内の各項目の
詳細については、「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。

［キャンセル］をクリックすると、変更内容を破棄することができます。
［OK］をクリックすると、変更内容を保存することができます。

	

NONPLU	����������������������������NONPLU のバーコードの場合にを付けます。を付けると、桁数編集枠
と［プライスチェック］が表示されます。詳細については、「NONPLU
のバーコードを設定する」を参照してください。
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QRを設定する

［バーコードタイプ］から［QR］または［Micro QR（最大 35 桁）］を選択した場合、［QR］項目が表示されます。
» » 作成した QR コードを読み取る場合は、QR コードのサイズまたは読み取り機器の精度などによって読み取ることが

できない場合がありますので、ご注意ください。

	 ［QR］の項目：
セルサイズ	�������������������������QR コードのセルサイズモジュール幅を指定します。
マスク番号	�������������������������ドロップダウンリストから、マスクパターンを選択します。
エラー訂正レベル	����������������ドロップダウンリストから、誤り訂正機能のレベルを選択します。
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PDF417 を設定する

［バーコードタイプ］から［PDF417 Standard］または［PDF417 Truncated］を選択した場合、［詳細］タ
ブ画面に、［PDF417］項目が表示されます。

	 ［PDF417］の項目：
横モジュール幅	�������������������バーコードのモジュール幅を指定します。
縦モジュール幅	�������������������バーコードのモジュールの高さを指定します。
行数	���������������������������������バーコードの行数を指定します。
列数	���������������������������������バーコードの列数を指定します。
エラー訂正レベル	����������������ドロップダウンリストから、誤り訂正機能のレベルを選択します。
エラー訂正％	����������������������［エラー訂正レベル］で［エラー訂正％］を選択した場合に設定するこ

とができます。誤り訂正機能のレベルを % で指定します。
縦横比率	���������������������������バーコードの縦横比率を指定します。
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GS1 DataBar を設定する

［バーコードタイプ］から GS1 DataBar のシンボルを選択した場合、［詳細］タブ画面に、［GS1 DataBar］
項目が表示されます。
» » 一次元コードタイプのバーコードは、［GS1 Databar Omnidirectional（14 桁）］、［GS1 Databar Truncated（14 桁）］、［GS1 

Databar Stacked（14 桁）］、［GS1 Databar Omnidirectional Stacked（14 桁）］、［GS1 Databar Limited（14 桁）］、［GS1 

Databar Expanded Standard（最大 74 桁）］、［GS1 Databar Expanded Stacked（最大 74 桁）］です。

» » GS1 DataBar の選択に応じて、一部の［GS1 DataBar］項目が設定対象とならない場合があります。

	 ［GS1 DataBar］の項目：
モジュール幅	����������������������シンボルのモジュール幅を指定します。
バーコード長	����������������������シンボルのモジュールの長さを指定します。
　　　　　　　　　　　　　　（バーコード長　1mm ≒ 11.8dot）

1 行の文字数	����������������������1 行の文字数を指定します。
チェック処理	����������������������ドロップダウンリストからチェック方法を選択します。
付帯文字位置	����������������������ドロップダウンリストから、付帯文字の配置位置を選択します。
付帯文字位置合わせ	�������������［付帯文字位置］で［上］または［下］を選択した場合に設定すること

ができます。
	 ドロップダウンリストから、バーコードに対する付帯文字の位置設定

を選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項目

配置グループ）」）

付帯文字フォント	����������������クリックすると、［フォント］ダイアログが表示されます。詳細につい
ては、「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。
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NONPLU のバーコードを設定する

［バーコードタイプ］から一次元コードタイプのバーコードを選択して［NONPLU］にを付けた場合、表示
される画面で価格桁数とプライスチェック（PC）の有無を設定することができます。
» » NONPLU のバーコードを設定すると、［ナンバーリング］タブの設定が行えなくなります。

1.	 ［バーコード項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ⇒［バーコードタイプ］から一次元コードタ
イプのバーコードを選択します。

2.	 ［NONPLU］にチェックを入れます。
	 ［NONPLU］の下に、桁数編集枠と［プライスチェック］が表示されます。

3.	 	価格桁数を増やす場合は、右側のスライダー を必要な桁数左に動かします。

» » 税込価格の桁数が、設定した価格の桁数を超過した場合、表示価格に不整合が生じます。税込価格の表示が可

能な桁数に調整してください。

4.	 プライスチェックを行う場合は、［プライスチェック］にを付けます。
	 プライスチェック用の桁が確保されます。
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5.	 NONPLU1 部分の桁数を分割する場合は、桁数編集枠内を右クリック⇒ショートカットメ
ニューから［項目分割］を選択します。

	 項目が分割され、新しく「NONPLU2」が作成されます。

» » ショートカットメニューを選択した場所で分割されます。必要に応じて、分割した項目の桁数をスライダーで

調整します。

» » 分割を戻す場合は、分割して生成した項目部分を右クリック⇒ショートカットメニューから［項目結合］を選

択します。

» » 項目の名称を変更する場合は、項目上で右クリック⇒ショートカットメニューから［名前変更］を選択します。

6.	 必要に応じて、項目分割、項目結合、名前変更、スライダー による調整を繰り返します。



6. プロパティ　6.4 バーコード項目のプロパティ

84

7.	 ［OK］をクリックして［バーコード項目］ダイアログを閉じます。
	 入力エリアに設定した NONPLU 項目とバーコード項目に関連付けられた価格が追加され、レイアウ

トエリアにバーコード項目に関連付けられた価格項目が追加されます。

　NONPLU 設定前

　NONPLU 設定後

8.	 価格項目の設定を行います。
» » 価格項目の設定については、「6.5 価格項目のプロパティ」を参照してください。
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6.4.2 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
桁数（半角）	�����������������������［詳細］タブで選択したバーコードタイプに応じて桁数が表示されま

す。変更することはできません。
データ元（データ・ソース）	���「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
入力方式	���������������������������「6.2.2 入力方式（共通項目）」を参照してください。
一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。

6.4.3 ［ナンバーリング］タブ

［ナンバーリング］タブの項目については、「6.2.6 ナンバーリング（共通項目）」を参照してください。
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6.5 価格項目のプロパティ
価格項目のプロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.5.1 ［詳細］タブ

	 ［詳細］タブの項目：
名称	������������������������������������������ 項目の名称を設定することができます。名称は、入力エリア、

項目一覧エリア等に反映されます。

	

	 また、本体操作時にも、項目の名称が表示されます。
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま

す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）
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データ位置	���������������������������������� ドロップダウンリストから、価格データの横方向の揃え方法を
選択します。

	 ［左寄せ］、［中央］、［右寄せ］、または［均等］を選択すること
ができます。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項

目配置グループ）」）

価格タイプ	���������������������������������� ドロップダウンリストから、価格タイプを選択します。［税込
価格］または［本体価格］を選択すると、［詳細］タブの画面
に設定項目が追加されます。

	

	

	 また、レイアウトエリアに「本体価格」、「税込価格」、「税額」
が文字項目として追加されます。詳細については、「税込価格 /
本体価格を設定する」を参照してください。

税込価格桁数を本体価格と同様	�������［価格タイプ］で［本体価格］を選択した場合に設定すること
ができます。税込価格桁数を本体価格と同様とする場合にを付
けます。

» »［税込価格］を選択した場合にも表示されますが、が付いた状態で

固定され、変更することはできません。

税額	������������������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

算出価格	������������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

指定なし	������������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

小数点後 2 桁	������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

小数点後 1 桁	������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

切捨て	��������������������������������������� 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

切上げ	��������������������������������������� 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

四捨五入	������������������������������������ 本体で設定する項目のため、ラベルパートナーから変更するこ
とはできません。

通貨記号	������������������������������������ ドロップダウンリストから、使用する通貨記号を選択します。
位置合わせ	���������������������������������� ドロップダウンリストから、通貨記号の表示位置を選択します。
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通貨記号と価格文字の間隔	������������� 通貨記号と価格の間隔をドット単位で指定します。（12 ドット
で 1㎜）

カンマ ｢，｣ を挿入する	����������������� ４桁以上の価格にカンマを挿入する場合にを付けます。
0 円の場合の印字	������������������������� 価格データが 0 円の場合にも印字を行う場合にを付けます。
通貨記号を価格前に置く	���������������� 通貨記号の選択に応じて自動的に設定されます。変更すること

はできません。
印字する前に確認表示	������������������� ラベル発行前に本体で表示し、確認する場合にを付けます。
印字設定	������������������������������������［回転角度］、および［印字］については、「6.2.4 印字設定（共

通項目）」を参照してください。
フォント設定	�������������������������������［フォント種類］、［フォント名］、［サイズ］、［横倍率］、［縦倍率］、

［フォント幅（単位：dot）］、［フォント長（単位：dot）］、［文
字間隔］、［太字］、［斜体］、［白抜き］、［反転］、および［下線］
については、「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してくだ
さい。

小数印字機能有効	������������������������� チェックを入れると、各小数印字項目の設定ができます。
位置合わせ	���������������������������������� 整数部分と小数部分を上端揃えにするか下端揃えにするかの選

択ができます。
整数フォントを使用	���������������������� 小数印字を整数フォントで印字させる時にチェックを入れます。
小数フォント詳細設定	������������������� 小数フォントで印字させる時にチェックを入れます。
小数と整数の間隔	������������������������� 整数部分と小数点の間隔を調整することができます。
強制的に小数点後 2 桁まで印字	������� 強制的に小数点 2 桁まで印字させる時にチェックを入れます。

税込価格 /本体価格を設定する

［価格項目］ダイアログの設定により、「税込価格」、「本体価格」、「税額」の文字項目を自動的に生成し、
税込価格または本体価格を入力するだけで他の金額を計算して表示することができます。

1.	 ［価格項目］ダイアログ⇒［詳細］タブ⇒［価格タイプ］から［税込価格］または［本体価格］
を選択します。

	 ［税込価格］を選択した場合、レイアウトエリアに「税込価格」（1 行目）、「本体価格」（2 行目）、「税
額」（3 行目）が表示されます。

　操作前
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　操作後

» »［税込価格］（1 行目）以外は後で削除する事ができます。

	 ［本体価格］を選択した場合、レイアウトエリアに「本体価格」（1 行目）、「税込価格」（2 行目）、「税
額」（3 行目）が表示されます。

　操作前

　操作後

» »［本体価格］（1 行目）以外は後で削除する事ができます。

2.	 必要に応じてその他の設定を行い［OK］をクリックします。
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3.	 入力エリアの価格項目列に税込価格、または、本体価格を入力します。
	 自動的に計算が実行され、計算結果がレイアウトエリアに表示されます。

　計算結果（手順 1 で［税込価格］を選択した場合）

　計算結果（手順 1 で［本体価格］を選択した場合）

» » 税率は、本体で設定を行います。

» » 手順 1 で［税込価格］を選択し、手順 2 で［本体価格を入力］を選択した場合は、本体価格を入力します。

» » 手順 1 で［税込価格］を選択し、手順 2 で［本体価格を入力］を選択していない場合は、税込価格を入力します。

» » 手順 1 で［本体価格］を選択し、手順 2 で［税込価格入力］を選択した場合は、税込価格を入力します。

» » 手順 1 で［本体価格］を選択し、手順 2 で［税込価格入力］を選択していない場合は、本体価格を入力します。

4.	 税込価格が本体価格より大きな桁数となる場合、桁数不足のために不正な値となっていない
ことを確認します。

	 設定した桁数が足りずに、不正な値となっている場合は、［価格項目］ダイアログで桁数を修正して
ください。

	 NONPLU のバーコードを設定した際に追加される価格項目を操作対象としている場合に不正な値と
なった場合は、［バーコード項目］ダイアログで NONPLU の設定を修正してください。詳細について
は、「6.4.1 ［詳細］タブ」（バーコード項目のプロパティ）の「NONPLU のバーコードを設定する」を
参照してください。

	 ［本体価格］を選択して［税込価格桁数を本体価格と同様］にを付けている場合は、を外してください。

5.	 NONPLU のバーコードを設定した際に追加される価格項目の場合、バーコードに設定した
価格桁の位置に本体金額が表示されていることを確認します。
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6.5.2 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
桁数（半角）	�����������������������価格項目の桁数を指定します。

» » NONPLU のバーコードを設定した際に追加される価格項目の場合は、この

項目を変更することはできません。この場合の桁数変更は、NONPLU のバー

コード項目を編集して行います。詳細については、「6.4.1 ［詳細］タブ」（バー

コード項目のプロパティ）の「NONPLU のバーコードを設定する」を参照

してください。

桁数固定	���������������������������［桁数（半角）］で指定した桁数で固定する場合にを付けます。
データ元（データ・ソース）	���［通常入力］、［テーブルから取得］、［リンク］、および［固定データ］

については、「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照
してください。

入力方式	���������������������������［入力必須］、［全桁入力］、［0 入力禁止］、［全桁入力後次の項目へ］、［ス
キャナ入力許可］、［スキャナのみ入力許可］、および［ユーザ辞書使用
許可］については、「6.2.2 入力方式（共通項目）」を参照してください。

一時変更設定	����������������������［強制一時変更］、［手動一時変更］、［一時変更内容を記憶］、および［一
時変更前にデータをクリア］については、「6.2.3 一時変更設定（共通
項目）」を参照してください。
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6.6 日付項目のプロパティ
日付項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.6.1 ［詳細］タブ

	 ［詳細］タブの項目：
名称	���������������������������������項目の名称を設定することができます。名称は、項目一覧エリア等に

反映されます。

	

	
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.1 変更（項目一覧）」）

日付種類	���������������������������ドロップダウンリストから、日付の表示形式を選択します。
» » 選択肢の「yyyy」部分は、年を西暦４桁で表示することを意味します。

» » 選択肢の「mm」部分は、月を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の

月については、前に「0」が付加されます。

» » 選択肢の「dd」部分は、日を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の日

については、前に「0」が付加されます。
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» » 選択肢の「yy」部分は、年を西暦末尾の 2 桁で表示することを意味します。

» » 選択肢の「m」部分は、月を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の月

については、前にスペースが付加されます。

» » 選択肢の「d」部分は、日を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の日

については、前にスペースが付加されます。

区切り文字	�������������������������ドロップダウンリストから、年、月、日の区切りに使用する文字を選
択します。

週の表現形式	����������������������ドロップダウンリストから、曜日の表示方法を選択します。
» »［X 曜日］を選択すると、設定された日付の末尾に「月曜日」のように曜日

を表示します。

» »［X］を選択すると、設定された日付の末尾に 1 文字で「月」のように曜日

を表示します。

括弧付き	���������������������������［週の表現形式］で［なし］以外を選択した場合に設定することができ
ます。指定した曜日の表示の前後に（　）を付加する場合にを付けます。

暦種類	������������������������������ドロップダウンリストから、日付の表示に使用する暦を選択します。
年号印字	���������������������������［暦種類］で［和暦］を選択した場合に設定することができます。元号

を日付項目の先頭に付加する場合にを付けます。
補正単位	���������������������������画面下部の［補正］にを付けた場合に設定することができます。ドロッ

プダウンリストから、補正単位を選択します。
» »［年］を選択すると、年単位で加算して補正を行います。

» »［月］を選択すると、月単位で加算して補正を行います。

» »［日］を選択すると、日単位で加算して補正を行います。

１日の補正は当日にする	�������［補正単位］で［日］を選択した場合に設定することができます。1 日
を補正データとして指定した場合、ラベル発行日当日として処理を行
う場合にを付けます。を付けない場合は、ラベル発行日の翌日の日付
となります。

消費 / 賞味期限自動切換	�������指定した日数を経過した場合、「消費期限」と「賞味期限」を自動的に
切り替える場合にを付けます。を付けると、日付項目の前に自動的に

「消費期限」または「賞味期限」の文字項目が追加されます。

	 　操作前
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	 　操作後

消費期限の日数	�������������������［消費 / 賞味期限自動切換］にを付けた場合に設定することができます。
入力エリアの「補正日」が設定した消費期限の日数を超えると「消費
期限」が自動的に「賞味期限」に切り替わります。

日付直接入力	����������������������を付けると入力形式が有効になりプルダウンリストから選択すること
ができます。同時に、入力エリアに［日付項目］が作成されます。

　　　　　　　　　　　　　   を外すと内蔵時計を表示します。
補正	���������������������������������日付項目を補正する場合にを付けます。補正を行わない場合、発行日

の日付が常に表示（印字）されます。を付けると、入力エリアに補正デー
タを入力するための列が追加されます。

	

補正データなし時に印字しない	�������［補正］にを付けた場合に設定することができます。ラベル発
行時に補正データが入力されていなければ日付（時刻）を印字
しないようにする場合にを付けます。

全角数字使用	������������������������������� 日付項目を全角サイズで表示（印字）する場合にを付けます。
» » 全角数字を使用することにより日付項目と時刻項目が重なる場合

は、日付項目 / 時刻項目を移動させるか、プロパティの［印字設定］

で文字間隔を狭めてください。

印字する前に確認表示	������������������� ラベル発行前に確認する場合にを付けます。
印字設定	������������������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
フォント設定	�������������������������������「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。
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6.6.2 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
データ元（データ・ソース）	���「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
入力方式	���������������������������「6.2.2 入力方式（共通項目）」を参照してください。
一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。
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6.7 時刻項目のプロパティ
時刻項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.7.1 ［詳細］タブ

	 ［詳細］タブの項目：
名称	���������������������������������項目の名称を設定することができます。名称は、項目一覧エリア等に

反映されます。

	

	 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま
す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）

印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
時間形式	���������������������������ドロップダウンリストから、時刻の表示形式を選択します。

» » 選択肢の「hh」部分は、時間を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の

時間については、前に「0」が付加されます。

» » 選択肢の「mm」部分は、分を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の

分については、前に「0」が付加されます。
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» » 選択肢の「ss」部分は、秒を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の秒

については、前に「0」が付加されます。

» » 選択肢の「h」部分は、時間を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の

時間については、前にスペースが付加されます。

» » 選択肢の「m」部分は、分を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の分

については、前にスペースが付加されます。

» » 選択肢の「s」部分は、秒を 2 桁で表示することを意味します。1 桁の秒に

ついては、前にスペースが付加されます。

区切り文字	�������������������������ドロップダウンリストから、時、分、秒の区切りに使用する文字を選
択します。

時刻システム	����������������������ドロップダウンリストから、時刻の表示に使用する時刻システムを選
択します。［12 時間制］、［24 時間制］、［AM/PM+12 時間制］、または［午
前 / 午後 +12 時間制］のいずれかを選択します。

補正単位	���������������������������画面下部の［補正］にを付けた場合に設定することができます。ドロッ
プダウンリストから、補正単位を選択します。

» »［時］を選択すると、時間単位で加算して補正を行います。

» »［分］を選択すると、分単位で加算して補正を行います。

日付直接入力	����������������������を付けると入力形式が有効になりプルダウンリストから選択すること
ができます。同時に、入力エリアに［日付項目］が作成されます。

　　　　　　　　　　　　　   を外すと内蔵時計を表示します。
補正	���������������������������������時刻項目を補正する場合にを付けます。補正を行わない場合、発行時

刻が常に表示（印字）されます。を付けると、入力エリアに補正デー
タを入力するための列が追加されます。

	

補正データなし時に印字しない	�������［補正］にを付けた場合に設定することができます。ラベル発
行時に補正データが入力されていなければ日付（時刻）を印字
しないようにする場合にを付けます。

全角数字使用	������������������������������� 日付項目を全角サイズで表示（印字）する場合にを付けます。
印字する前に確認表示	������������������� ラベル発行前に確認する場合にを付けます。
フォント設定	�������������������������������「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。
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6.7.2 ［データ］タブ（時刻項目のプロパティ）

	 ［データ］タブの項目：
データ元（データ・ソース）	���「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
入力方式	���������������������������「6.2.2 入力方式（共通項目）」を参照してください。
一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。
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6.8 直線項目・斜線項目のプロパティ
直線項目・斜線項目の項目プロパティは、［線項目］ダイアログで設定します。
サンプルラベルでは、使用されていません。

	 ［線項目］ダイアログの項目：
名称	���������������������������������項目の名称を設定することができます。名称は、項目一覧エリアに表

示されます。
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.1 変更（項目一覧）」）

線種類	������������������������������ドロップダウンリストから、線の種類を選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.21 線の太さ / 線の

種類 / 線の長さ（線グループ）」）

線幅	���������������������������������ドロップダウンリストから、線の太さを選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.21 線の太さ / 線の

種類 / 線の長さ（線グループ）」）

線の長さ	���������������������������直線の長さを指定します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.21 線の太さ / 線の

種類 / 線の長さ（線グループ）」）

印字	���������������������������������印字する場合はを付けます。
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.2 印字しない（項目一覧）」）

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.14 印字しない（項

目配置グループ）」）
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6.9 四角形項目のプロパティ
四角形項目の項目プロパティは、［四角形項目］ダイアログで設定します。

	 ［四角形項目］ダイアログの項目：
名称	���������������������������������項目の名称を設定することができます。名称は、項目一覧エリアに反

映されます。

	

» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.1 変更（項目一覧）」）

背景	���������������������������������ドロップダウンリストから、四角形の内側に表示する背景を選択しま
す。

» »［なし］、［点］、［左斜線］、［右斜線］、［網掛け］、または［黒］のいずれか

を選択することができます。

線種類	������������������������������ドロップダウンリストから、線の種類を選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.21 線の太さ / 線の

種類 / 線の長さ（線グループ）」）

線幅	���������������������������������ドロップダウンリストから、線の太さを選択します。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.21 線の太さ / 線の

種類 / 線の長さ（線グループ）」）
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枠線なし	���������������������������［背景］で［なし］以外を選択した場合に設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　   四角形の枠線を表示しない場合にを付けます。
印字	���������������������������������項目を印字対象とする場合はを付けます。

» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.2 印字しない（項目一覧）」）

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.14 印字しない（項

目配置グループ）」）
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6.10 イメージ項目のプロパティ
イメージ項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.10.1 ［印字］タブ

	 ［印字］タブの項目：
名称	���������������������������������項目の名称を設定することができます。名称は、入力エリア、項目一

覧エリア等に反映されます。

	

	 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま
す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）
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印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
印字する前に確認表示	����������ラベル発行前に確認する場合にを付けます。

6.10.2 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
リストから選択	�������������������入力エリアにイメージ項目の列のセルのドロップダウンリストからイ

メージを選択します。
固定データ	�������������������������［データ］タブに表示されるドロップダウンリストからイメージデータ

を選択します。
　　　　　　　　　　　　　   ［固定データ］を選択すると、［データ］タブの表示が変更されます。

詳細については、「固定データ（イメージ）を設定する」を参照してく
ださい。

» » ドロップダウンリストから［イメージ追加］を選択して、イメージを追加

することもできます。詳細については、「固定データ（イメージ）を選択する」

を参照してください。

テーブルから取得	����������������「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。
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固定データ（イメージ）を選択する

［データ元（データ・ソース）］から［固定データ］を選択すると、ドロップダウンリストからイメージデー
タを選択して変更することができます。

［固定データ］を選択した場合、［固定データ入力］の項目が表示されます。

	 ［固定データ入力］：
固定データ	�������������������������ドロップダウンリストから使用するイメージを選択します。
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固定データ（イメージ）を追加する

［固定データ］ドロップダウンリストから、固定データとして使用するイメージを追加することができます。

1.	 ［イメージ項目］ダイアログ⇒［データ］タブ⇒［固定データ］を選択します。
	 ［データ］タブ画面に［固定データ入力］の項目が表示されます。

2.	 ［固定データ］ドロップダウンリストから［イメージ追加］を選択します。
	 ［開く］ダイアログが表示されます。

3.	 ファイルの保存場所⇒読み込む画像ファイルを指定し、［開く］をクリックします。
	 ［画像の白黒変換］ダイアログが表示されます。

4.	 必要に応じて［2階調化する境界のしきい値］で値を指定、またはスライダーを左右にドラッ
グして白黒変換に関する調整を行い［OK］をクリックします。

	 画像がドロップダウンリストに追加されます。
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6.11 マーク項目のプロパティ
マーク項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。

6.11.1 ［印字］タブ

	 ［印字］タブの項目：
名称	���������������������������������マーク項目の名称を設定することができます。名称は、入力エリア、

項目一覧エリア等に反映されます。

	

	 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま
す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）

印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
印字する前に確認表示	����������ラベル発行前に確認する場合にを付けます。
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6.11.2 ［データ］タブ

	 ［データ］タブの項目：
リストから選択	�������������������入力エリアにマーク項目の列のセルをダブルクリックすると表示され

るドロップダウンリストから選択します。
固定データ	�������������������������［データ］タブに表示されるドロップダウンリストからマークデータを

選択します。
　　　　　　　　　　　　　  ［固定データ］を選択すると、［データ］タブの表示が変更されます。

詳細については、「固定データ（マーク）を設定する」を参照してくだ
さい。

テーブルから取得	����������������「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」を参照してください。
» » サンプルテーブルの「リサイクルマークテーブル」を利用してマーク用テー

ブルを準備しておくと便利です。サンプルテーブルからテーブルを作成す

る方法については、「8.6.1.4 サンプルテーブル」を参照してください。

一時変更設定	����������������������「6.2.3 一時変更設定（共通項目）」を参照してください。
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固定データ（マーク）を選択する

［データ元（データ・ソース）］から［固定データ］を選択すると、ドロップダウンリストからマークデー
タを選択します。

［固定データ］を選択した場合、［固定データ入力］の項目が表示されます。

	 ［固定データ入力］の項目：
固定データ	�������������������������ドロップダウンリストから使用するマークを選択します。

» »［ プラ 6mm］または［紙 6mm］のいずれかを選択することができます。
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6.12 呼出番号項目のプロパティ
呼出番号項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。
サンプルラベルでは、使用されていません。

	 ［呼出番号項目］ダイアログの項目：
名称	���������������������������������呼出番号項目の名称を設定することができます。
　　　　　　　　　　　　　   名称は、項目一覧エリア等に反映されます。
	 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができま

す。（⇒「7.4.1 変更（項目一覧）」）
表示桁数	���������������������������呼出番号項目の桁数が表示されます。
　　　　　　　　　　　　　   変更することはできません。
印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
データ位置	�������������������������ドロップダウンリストから呼出番号項目の横方向の揃え方法を選択し

ます。
» »［左寄せ］、［中央］、［右寄せ］、または［均等］を選択することができます。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項目

配置グループ）」）

先頭を「0」で埋める	�����������［表示桁数］よりも小さい桁数の呼出番号の場合は、先頭の桁数を「0」
を表示します。

フォント設定	����������������������「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。
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6.13 発行枚数項目のプロパティ
発行枚数項目の項目プロパティの共通項目以外の項目を以下に説明します。
サンプルラベルでは、使用されていません。

	 ［発行枚数項目］ダイアログの項目：
名称	���������������������������������発行枚数項目の名称を設定することができます。名称は、項目一覧エ

リア等に反映されます。
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒

「7.4.1 変更（項目一覧）」）

印字設定	���������������������������「6.2.4 印字設定（共通項目）」を参照してください。
タイプ	������������������������������ドロップダウンリストから［発行枚数］、［残枚］、または［総枚数］を

選択します。
印字フォーマット	����������������ドロップダウンリストから発行枚数の印字書式を選択します。
先頭を「0」で埋める	�����������既定の桁数よりも小さい桁数の発行枚数の場合は、先頭の桁数に「0」

を表示します。
データ位置	�������������������������ドロップダウンリストから発行枚数項目の横方向の揃え方法を選択し

ます。
» »［左寄せ］、［中央］、［右寄せ］、または［均等］を選択することができます。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.13 文字揃え（項目

配置グループ）」）

フォント設定	����������������������「6.2.5 フォント設定（共通項目）」を参照してください。
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7. ショートカットメニュー
本章では、ショートカットメニューを使用して、レイアウト・各項目・項目データを編
集する方法について説明します。

7.1 ショートカットメニューを表示する
レイアウトエリア（⇒「10. レイアウトエリア」）内の各項目、入力エリア内のセル / 列 / 行（⇒「11.1 入力
エリアの行 / 列 / セル」）、項目一覧エリア（⇒「12. 項目一覧エリア」）内の各項目、分類表示エリア（⇒「13. 
分類表示エリア」）内の各項目を右クリックしてショートカットメニューを表示し、各項目を編集をするこ
とができます。
また、［Ctrl］キーを押しながらレイアウトエリア内の項目、入力エリア内のセル / 列 / 行をクリックして、
複数の項目を選択することができます。

7.2 レイアウトエリアのショートカットメニュー
レイアウトエリア（⇒「10. レイアウトエリア」）のショートカットメニューを使用して、レイアウトの編
集を行うことができます。

7.2.1 レイアウトタブのショートカットメニュー

レイアウトタブを右クリックすると、レイアウトタブのショートカットメニューを表示することができま
す。

 　→　 

7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）

新しいレイアウト、値下レイアウト、コピー発行レイアウト、トレーサビリティレイアウト、neo 固定タ
イプレイアウトまたはテーブル一覧発行レイアウトのタブを現在のレイアウトタブの後に追加します。
» »［ファイル］メニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1 新規ーレイアウト」）

» » クイックアクセスツールバーの新規作成でも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」）
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7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）

新しいレイアウト、値下レイアウト、コピー発行レイアウト、トレーサビリティレイアウト、neo 固定タ
イプレイアウトまたはテーブル一覧発行レイアウトのタブを現在のレイアウトタブの前に追加します。
» »［ファイル］メニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1 新規ーレイアウト」）

» » クイックアクセスツールバーの新規作成でも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」）

7.2.1.3 レイアウトのコピー（レイアウトタブ）

レイアウトをコピーすることができます。

1.	 レイアウトエリアのタブ部分を右クリック⇒［レイアウトのコピー］を選択します。
	 レイアウトエリアに、右クリックしたレイアウトがコピーされます。

» » 右クリックしたレイアウトの次のタブにコピーされます。

　ただし、項目データは、コピーされません。

7.2.1.4 レイアウトとプリセットのコピー（レイアウトタブ）

レイアウトと項目データをコピーすることができます。

1.	 レイアウトエリアのタブ部分を右クリック⇒［レイアウトとプリセットのコピー］を選択し
ます。

	 レイアウトエリアに、右クリックしたレイアウトがコピーされます。
	 入力エリアに、右クリックしたレイアウトの項目データがコピーされます。

» » 右クリックしたレイアウトの次のタブにコピーされます。

» » 同一ファイル内で呼出番号が重複しまうため、重複している［呼出番号］セルがピンク色で表示されます。こ

の場合は、同一ファイル内で重複しないような呼出番号に変更してください。

　なお、呼出番号を自動作成することもできます。（⇒「7.3.16 呼出番号自動作成（入力エリア）」）

7.2.1.5 レイアウトを削除（レイアウトタブ）

レイアウトを削除することができます。

1.	 レイアウトエリアのタブ部分を右クリック⇒［レイアウトを削除］を選択します。
	 右クリックしたレイアウトのタブが削除されます。

» » 削除したレイアウトに設定されていた項目データも削除されます。

» » 削除したレイアウトを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒

「9.5 元に戻す」）
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7.2.1.6 他のファイルにレイアウト・全データをコピーする（レイアウトタブ）

レイアウト・全データをコピーすることができます。

1.	 レイアウトエリアのタブ部分を右クリック⇒［他のファイルにレイアウト・全データをコ
ピーする］を選択します。

	 クリップボードに右クリックしたレイアウトタブのレイアウト・全データが一時保存されます。
» » クリップボードにコピーしたデータは、他のファイルに貼り付けることができます。

7.2.1.7 他のファイルにレイアウト・全データを貼り付ける（レイアウトタブ）

［他のファイルにレイアウト・全データをコピーする］を使用してコピーしたレイアウト・全データを貼り
付けることができます。

1.	 同時に起動している他のラベルパートナーでレイアウトのタブ部分を右クリック⇒［他の
ファイルにレイアウト・全データを貼り付ける］を選択します。

	 ［他のファイルにレイアウト・全データをコピーする］を使用してコピーしたレイアウト・全データ
が右クリックしたレイアウトタブに張り付けられます。
» » 貼り付けたレイアウトを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒

「9.5 元に戻す」）

7.2.1.8 レイアウトプロパティ（レイアウトタブ）

レイアウトのプロパティ（［レイアウト設定］ダイアログ）することができます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.8 プロパティ（データグループ）」）

1.	 レイアウトエリア上で右クリック⇒［レイアウトプロパティ］を選択します。
	 ［レイアウト設定］ダイアログが表示されます。

» »［レイアウト設定］ダイアログの詳細については、「6.1 レイアウトプロパティ］を参照してください。
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7.2.1.9 ラベル左回転表示（レイアウトタブ）

レイアウトエリアに表示されたラベルが左に９０度回転します。
» »［レイアウト］リボンても同様の操作ができます。（⇒「8.4.9 ラベルを回転表示（回転グループ）」）

1.	 レイアウトエリア上で右クリック⇒「ラベル左回転表示」を選択します。
確認メッセージが表示されます。

2.	 ［はい］をクリックします。
ラベルが左に９０度回転します。
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7.2.1.10 ラベル右回転表示（レイアウトタブ）

レイアウトエリアに表示されたラベルが右に９０度回転します。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.9 ラベルを回転表示（回転グループ）」）

1.	 レイアウトエリア上で右クリック⇒「ラベル左回転表示」を選択します。
確認メッセージが表示されます。

2.	 ［はい］をクリックします。
ラベルが右に９０度回転します。
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7.2.2 レイアウトエリアの項目のショートカットメニュー

項目上を右クリックすると、項目のショートカットメニューが表示されます。
たとえば、［商品名］項目上を右クリックします。
» » ラベルの種類がフリーサイズラベルの場合は、項目のショートカットメニューが異なりますので、「16. フリーサイズ

ラベルの作成」を参照してください。

→

7.2.2.1 項目プロパティ（項目）

選択した項目のプロパティを表示することができます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.8 プロパティ（データグループ）」）

1.	 プロパティを表示する項目上で右クリック⇒［項目プロパティ］を選択します。
	 各項目のプロパティが表示されます。

» » 各項目のプロパティの詳細については、「6. プロパティ］を参照してください。

» » 複数の項目を選択して操作することはできません。

7.2.2.2 レイアウトプロパティ（項目）

前述の「7.2.1.7 レイアウトプロパティ」を参照してください。

7.2.2.3 上下ラベル印字内容を交換（項目）

［レイアウト設定］ダイアログで［二枚貼りレイアウト］を設定している場合、上下のレイアウトを入れ替
えることができます。
» »［レイアウト設定］ダイアログで［二枚貼りレイアウト］にチェックが付いている場合に使用できます。
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1.	 プロパティを表示する項目上で右クリック⇒［上下ラベル印字内容を交換］を選択します。
	 上下のレイアウトが入れ替わります。

» »［二枚貼りレイアウト］の設定については、「6.1.1 ［一般］タブ］を参照してください。

7.2.2.4 項目コピー（項目）

選択した項目のレイアウトだけをクリップボードにコピーすることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.3 コピー（クリップボードグループ）」）

1.	 コピーをする項目上で右クリック⇒［項目コピー］を選択します。
	 クリップボードにコピーデータが一時保存されます。

» » 必要に応じて、［貼り付け］を行います。（⇒「7.2.2.7 貼り付け（項目）」）

7.2.2.5 項目切り取り（項目）

選択した項目のレイアウトを切り取り、その項目データを削除することができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.4 切り取り（クリップボードグループ）」）

1.	 切り取る項目上で右クリック⇒［項目切り取り］を選択します。
	 右クリックした項目のレイアウトが切り取られ、クリップボードに切り取りデータが一時保存されま

す。
» » 	必要に応じて、［貼り付け］を行います。（⇒「7.2.2.7 貼り付け（項目）」）

» » 切り取りを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に

戻す」）

7.2.2.6 削除（項目）

選択した項目のレイアウトとその項目データを削除することができます。

1.	 削除する項目上で右クリック⇒［削除］を選択します。
	 右クリックした項目が削除されます。

» » 削除を元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に戻す」）

7.2.2.7 貼り付け（項目）

クリップボードに一時保存されたコピーデータ、または切り取りデータを貼り付けることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.1 コピー＆貼り付け（クリップボードグル－プ）」）

1.	 レイアウトエリア上で右クリック⇒［貼り付け］を選択します。
	 選択した項目の近くに一時保存されたコピーデータ、または切り取りデータが貼り付けられます。

» » 貼り付けを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に

戻す」）
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7.2.2.8 コピー＆貼り付け（項目）

選択した項目のレイアウトのコピーと貼り付けを 1 クリックで同時に行うことができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.1 コピー＆貼り付け（クリップボードグル－プ）」）

1.	 目的の項目上で右クリック⇒［コピー＆貼り付け］を選択します。
	 選択した項目の近くにレイアウトが貼り付けられます。

7.2.2.9 項目とデータのコピー＆貼り付け（項目）

選択した項目のレイアウトとその項目データのコピーと貼り付けを 1 クリックで同時に行うことができま
す。
» » 項目データのコピーを行うと、重複した［呼出番号］のセルがピンク色で表示されます。この場合は、ラベルファイ

ル内で重複しない数字に修正してください。

　なお、呼出番号を自動作成することもできます。（⇒「7.3.16 呼出番号自動作成（入力エリア）」）

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.2 項目とデータのコピー＆貼り付け（クリップボードグループ）」）

1.	 目的の項目上で右クリック⇒［項目とデータのコピー＆貼り付け］を選択します。
	 選択した項目の近くにレイアウトが貼り付けられ、入力エリアに項目データが挿入されます。

7.2.2.10 全項目を選択（項目）

表示されたレイアウト上のすべての項目を選択することができます。
» » レイアウト全項目の全体移動を行う場合などに使用します。

» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.3 全項目を選択（データグループ）」）

1.	 レイアウト上で右クリック⇒［全項目を選択］を選択します。
	 表示されたレイアウト上のすべての項目が選択されます。

7.2.2.11 全項目を削除（項目）

表示されたレイアウト上のすべての項目とその項目データを削除することができます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.4 全項目を削除（データグループ）」）

1.	 レイアウト上で右クリック⇒［全項目を削除］を選択します。
	 表示されたレイアウト上のすべての項目が削除されます。

» » 削除を元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に戻す」）
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7.2.2.12 揃え（項目）

単独で選択した項目の位置を印字可能領域の左端、縦軸中央、右端、上端、横軸中央、または下端に揃え
ることができます。
複数の選択した項目の位置を一方の項目の左端、縦軸中央、右端、上端、横軸中央、または下端に揃える
ことができます。
３項目以上を選択して、選択された最上位置 / 最左位置の項目と最下位置 / 最右位置の項目の上下間隔を均
等にすることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.11 揃え（項目配置グループ）」）

1.	 位置を揃える項目上で右クリック⇒［揃え］⇒［左揃え］、［縦軸中央揃え］、［右揃え］、［上
揃え］、［横軸中央揃え］、［下揃え］、［縦項目間隔均等］、または［横項目間隔均等］を選択
します。

	 選択した項目が指定した位置に揃えられます。

» » ３項目以上を選択して［縦項目間隔均等］を実行した場合、選択された最上位置の項目と最下位置の項目の上

下間隔を均等にします。

» » ３項目以上を選択して［横項目間隔均等］を実行した場合、選択された最左位置の項目と最右位置の項目の上

下間隔を均等にします。

» » 揃えを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に戻す」）

7.2.2.13 回転（項目）

選択した項目を、0 度（すでに回転した項目を元の角度に戻す場合）、90 度、180 度、または 270 度ずつ反
時計周りに回転することができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.16 回転（項目配置グループ）」）

1.	 回転する項目上で右クリック⇒［回転］⇒［0度］/［90 度］/［180 度］/［270 度］を選
択します。

	 選択した項目が指定した度数で回転されます。
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» » すでに回転した項目については、［0 度］を選択して、元の角度に戻すことができます。

» » 元の角度に対して反時計回りに回転させる角度を選択してください。

» » 回転により項目が印字領域外にはみ出てしまった場合、項目枠がオレンジ色で表示されます。

　この場合は、必要に応じて項目をドラッグして移動し、調整してください。

　印刷範囲のチェックを行って該当箇所を確認することもできます。（⇒「8.8.2 印字範囲（チェックグループ）」）

　回転前

　回転後

7.2.2.14 順序（項目）

重なってレイアウトされた項目がある場合、選択した項目を他の項目より前面 / 背面にする、または最前面
/ 最背面にすることができます。
項目の階層順位を変更することで、選択しにくかった背面の項目を選択しやすくすることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.12 順序（項目配置グループ）」）

1.	 順序を変更する項目上で右クリック⇒［順序］⇒［最前面へ移動］、［最背面へ移動］、［前面
へ移動］、または［背面へ移動］を選択します。

	 選択した項目が指定した重ね順に移動します。
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7.2.2.15 グループ（項目）

選択した複数の項目をグループ化することができます。
グループ化を行うと、複数の項目を一度に選択して移動する際などに、効率の良い作業ができます。
グループ化を解除して、もとの個別の項目に戻すこともできます。
また、レイアウト上のすべてのグループを、一度に解除することもできます。
» » 複数の項目を一度に移動するような場合に設定します。

» » グループのグループ化も設定することができます。

» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.18 グループ / グループを解除（項目配置グループ）」）

グループ化

1.	 ［Ctrl］キーを押しながらグループ化する複数の項目を選択します。
　　   または、グループ化したい項目をマウスで範囲指定をします。

2.	 選択したいずれかの項目上で右クリック⇒［グループ］⇒［グループ項目］を選択します。
	 選択した項目がグループ化されます。

グループ解除

1.	 グループ化を解除するグループ項目上で右クリック⇒［グループ］⇒［グループを解除］/［全
てのグループを解除］を選択します。

	 ［グループを解除］を実行した場合、選択したグループ項目のグループ化が解除されます。
	 ［全てのグループを解除］を実行した場合、レイアウト上のすべてのグループ項目のグループ化が解

除されます。

7.2.2.16 ロック（項目）

選択した項目をロックして、レイアウトエリア上で移動やサイズ変更が行えないようにすることができま
す。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.15 ロック（項目配置グループ）」）

1.	 ロックする項目上で右クリック⇒［ロック］を選択します。
	 選択した項目がロックされます。

» » 複数の項目を選択してロックすることができます。

» » ロックを解除する場合は、同じ操作をもう一度行います。
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7.2.2.17 全項目をロック（項目）

表示されたレイアウト上のすべて項目をロックして、レイアウトエリア上で移動やサイズ変更が行えない
ようにすることができます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.5 全項目をロック（データグループ）」）

1.	 レイアウト上で右クリック⇒［全項目をロック］を選択します。
	 表示されたレイアウト上のすべての項目がロックされます。

» » 全項目のロックを解除する場合は、同じ操作をもう一度行います。

7.2.2.18 キー項目（項目）

選択した項目を、本体で呼出発行を行う際に最初に表示される表示項目（キー項目）に設定することがで
きます。初期設定では、レイアウトに最初に設定された項目がキー項目となりますが、この操作でキー項
目を変更することができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.17 キー項目（項目配置グループ）」）

1.	 キー項目を設定する項目上で右クリック⇒［キー項目］を選択します。
	 選択した項目が呼出発行時の表示項目として設定されます。

» » キー項目に設定できるのは、1 レイアウト中、1 項目です。他の項目をキー項目に設定すると、元のキー項目

設定は削除されます。

7.2.2.19 検索用バーコード項目の指定（項目）

レイアウト上のバーコード項目を検索用バーコード項目として設定して本体に送信すると、本体に［バー
検索］アイコンが作成されます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.2 検索用バーコード項目の指定（データグループ）」）

1.	 検索用バーコード項目に設定する項目上で右クリック⇒［検索用バーコード項目］を選択し
ます。

	 選択した項目がバー検索時の検索対象のバーコード項目として設定されます。

7.2.2.20 検索用項目に指定（項目）

レイアウト上の文字項目を検索用項目に指定して設定して本体に送信すると、本体に［文字検索］アイコ
ンが作成されます。
» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.1 検索用項目に指定（データグループ）」）

1.	 検索用項目に設定する項目上で右クリック⇒［検索用項目に指定］を選択します。
	 選択した項目が文字検索時の表示項目として設定されます。

» » 検索用項目に設定できるのは、1 レイアウト中、1 項目です。他の項目を検索用項目に設定すると、元の検索

用項目設定は削除されます。
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7.2.2.21 画像の元サイズに戻す（項目）

画像サイズを変更したイメージ項目を選択して、元の画像サイズに 1 クリックで戻すことができます。
» » 複数のイメージ項目を選択して同時に操作することはできません。

» »［レイアウト］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.4.6 画像の元サイズに戻す（データグループ）」）

1.	 目的のイメージ項目上で右クリック⇒［画像の元サイズに戻す］を選択します。
	 選択したイメージ項目が、元の画像サイズに戻ります。

7.2.2.22 全て非印字項目を印字項目に変更（項目）

印字を行わない設定をしたすべての項目を、印字を行う通常の設定に 1 クリックで戻すことができます。

1.	 レイアウト上で右クリック⇒［全て非印字項目を印字項目に変更］を選択します。
	 すべての項目が印字される設定になります。

7.2.3 レイアウトエリア上の各項目以外のショートカットメニュー

このショートカットメニューでもアクティブになっている項目を選択することができます。
» » ラベルの種類がフリーサイズの場合は、各項目以外のショートカットメニューが異なりますので、「16.  フリーサイズ

ラベルの作成」を参照してください。

→
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7.3 入力エリアのショートカットメニュー
入力エリアを右クリックして表示されるショートカットメニューを使用して、入力エリア内で項目データ
の編集を行うことができます。

ショートカットメニューの操作対象の対応

ショートカットメニュー 参照先

コピー 7.3.1 コピー（入力エリア）
切り取り 7.3.2 切り取り（入力エリア）
削除 7.3.3 削除（入力エリア）
貼り付け 7.3.4 貼り付け（入力エリア）
行挿入 7.3.5 行挿入（入力エリア）
行削除 7.3.6 行削除（入力エリア）
プリセットデータシートに行追加 7.3.7 プリセットデータシートに行追加（入力エリア）
入力後セルの移動方向 7.3.8 入力後セルの移動方向（入力エリア）
昇順並べ替え 7.3.9 昇順並べ替え（入力エリア）
降順並べ替え 7.3.10 降順並べ替え（入力エリア）
並べ替え 7.3.11 並べ替え（入力エリア）
分類定義で並べ替え 7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）
列を表示しない 7.3.13 列を表示しない（入力エリア）
隠し列を再表示 7.3.14 隠し列を再表示（入力エリア）
画面データを印字発行 7.3.15 画面データを印字発行（入力エリア）
呼出番号自動作成 7.3.16 呼出番号自動作成（入力エリア）
分類設定 7.3.17 分類設定（入力エリア）
分類解除 7.3.18 分類解除（入力エリア）
全プリセット表示 7.3.19 全プリセット表示（入力エリア）
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7.3.1 コピー（入力エリア）

選択した項目データをクリップボードにコピーすることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.3 コピー（クリップボードグループ）」）

1.	 コピーする項目データ上で右クリック⇒［コピー］を選択します。
	 クリップボードにコピーデータが一時保存されます。

» » 入力エリアの行、列、セルを選択することができます。

» » 必要に応じて、［貼り付け］を行います。（⇒ 7.3.4 貼り付け（入力エリア）」）

7.3.2 切り取り（入力エリア）

選択した項目データを切り取ることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.4 切り取り（クリップボードグループ）」）

1.	 切り取る項目データ上で右クリック⇒［切り取り］を選択します。
	 右クリックした項目データが切り取られ、クリップボードに切り取りデータが一時保存されます。

» » 	入力エリアの行、列、セルを選択することができます。

» » 必要に応じて、［貼り付け］を行います。（⇒ 7.3.4 貼り付け（入力エリア）」）

» » 切り取りを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に

戻す」）

7.3.3 削除（入力エリア）

選択した項目データを削除することができます。

1.	 削除する項目データ上で右クリック⇒［削除］を選択します。
	 右クリックした項目データが削除されます。

» » 	入力エリアの行、列、セルを選択することができます。

» » 削除を元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に戻す」）

7.3.4 貼り付け（入力エリア）

クリップボードに一時保存されたコピーデータ、または切り取りデータを貼り付けることができます。
» »［ホーム］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.2.5 貼り付け（クリップボードグループ）」）

1.	 入力エリア内の貼り付け位置で右クリック⇒［貼り付け］を選択します。
	 一時保存されたコピーデータ、または切り取りデータが貼り付けられます。

» » 貼り付けを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に

戻す」）
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7.3.5 行挿入（入力エリア）

入力エリアに新しい行を挿入することができます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.5 挿入（データシートグループ）」）

1.	 入力エリア内の行挿入を行う位置の行で右クリック⇒［行挿入］を選択します。
	 1 つのセルまたは 1 行を選択した場合、選択されたセルまたは行の上に行が挿入されます。
	 複数行にわたるセル、または複数行を選択した場合、同じ行数の行が挿入されます。
	 列を選択した場合、全体の行数と同じ行数の行が挿入されます。

7.3.6 行削除（入力エリア）

入力エリアの行を削除することができます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.6 削除（データシートグループ）」）

1.	 入力エリア内の削除する行で右クリック⇒［行削除］を選択します。
	 選択したセルがある行、または選択した行が削除されます。
	 列を選択した場合、入力エリアが空の 1 行のみとなります。

» » 	行に項目データが入力されていた場合、項目データも削除されます。

» » 削除を元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 元に戻す」）

7.3.7 プリセットデータシートに行追加（入力エリア）

入力エリアの先頭行の前 / 最終行の後ろ / 現在の行の前に、指定した行数の新しい行を挿入することができ
ます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.7 先頭行の前に行を追加（データシートグループ）」、「8.5.8 

末行の後ろに行を追加（データシートグループ）」、および「8.5.9 現在行の前に行を追加（データシートグループ）」）

1.	 入力エリア内の行を挿入する位置で右クリック（現在の行の前に挿入する場合）、または入
力エリア内で右クリック（その他の場合）⇒［プリセットデータシートに行追加］⇒［先頭
行の前に行を追加］/［末行の後ろに行を追加］/［現在行の前に行を追加］を選択します。

	 ［プリセットシートに行追加］ダイアログが表示されます。

2.	 挿入する行数を［行数］で指定し、［OK］をクリックします。
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7.3.8 入力後セルの移動方向（入力エリア）

入力エリアでデータ入力をした際に、次に移動するセルの方向（右または下）を設定することができます。

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［入力後セルの移動方向］⇒［右］/［下］を選択します。
	 移動方向が設定されます。

7.3.9 昇順並べ替え（入力エリア）

入力エリアの列内のデータを基準にして、項目データを昇順に並べ替えることができます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.2 昇順並べ替え（データグループ）」）

» »［オプション］ダイアログの［並べ替え時空白セルを対象にする］にチェックが付いている場合、空白セルが並べ替

え対象に含まれます。（⇒「8.8.5 オプション（オプショングループ）」）

1.	 入力エリア内で並べ替えの基準とする列のセルで右クリック⇒［昇順並べ替え］⇒［文字］/［数
値］（文字項目のみ）を選択します。

	 昇順並べ替えが実行されます。
» » 文字項目以外の項目は、［文字］/［数値］サブメニューが表示されません。文字項目の場合は、文字として並

べ替えを行うか、数値として並べ替えを行うかを選択します。

» » 2 列のデータを組み合わせて並べ替えを行う場合は、［並べ替え］（⇒「7.3.11 並べ替え（入力エリア）」）を使

用してください。

» » 分類定義で並べ替えを行う場合は、［分類定義で並べ替え］（⇒「7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）」）

を使用してください。
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7.3.10 降順並べ替え（入力エリア）

入力エリアの列内のデータを基準にして、項目データを降順に並べ替えることができます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.3 降順並べ替え（データグループ）」）

» »［オプション］ダイアログの［並べ替え時空白セルを対象にする］にチェックが付いている場合、空白セルが並べ替

え対象に含まれます。（⇒「8.8.5 オプション（オプショングループ）」）

1.	 入力エリア内で並べ替えの基準とする列のセルで右クリック⇒［降順並べ替え］⇒［文字］/［数
値］（文字項目のみ）を選択します。

	 降順並べ替えが実行されます。
» » 文字項目以外の項目は、［文字］/［数値］サブメニューが表示されません。文字項目の場合は、文字として並

べ替えを行うか、数値として並べ替えを行うかを選択します。

» » 2 列のデータを組み合わせて並べ替えを行う場合は、［並べ替え］（⇒「7.3.11 並べ替え（入力エリア）」）を使

用してください。

» » 分類定義で並べ替えを行う場合は、［分類定義で並べ替え］（⇒「7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）」）

を使用してください。

7.3.11 並べ替え（入力エリア）

入力エリアの列の項目データを優先項目を基準に昇順 / 降順に並べ替えることができます。
» »［プリセット］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.5.4 並べ替え（データグループ）」）

» »［オプション］ダイアログの［並べ替え時空白セルを対象にする］にチェックが付いている場合、空白セルが並べ替

え対象に含まれます。（⇒「8.8.5 オプション（オプショングループ）」）

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［並べ替え］を選択します。
	 ［並べ替え］ダイアログが表示されます。
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2.	 各項目を選択し、［OK］をクリックします。
	 並べ替えが実行されます。

	 ［並べ替え］ダイアログの項目：
最優先項目	�������������������������ドロップダウンリストから、1 番目の並べ替え基準とする項目を選択

します。
昇順 / 降順	�������������������������並べ替え方法を選択します。
文字 / 数値	�������������������������文字として並べ替えを行うか、数値として並べ替えを行うかを選択し

ます。
2 番目に優先項目	����������������ドロップダウンリストから、2 番目の並べ替え基準とする項目を選択

します。

» » 文字項目以外の項目は、［文字］/［数値］が選択できません。

» » 1 列のデータを基準に並べ替えを行う場合は、［昇順並べ替え］/［降順並べ替え］（⇒「7.3.9 昇順並べ替え（入

力エリア）」/「7.3.10 降順並べ替え（入力エリア）」）を使用してください。

» » 分類定義で並べ替えを行う場合は、［分類定義で並べ替え］（⇒「7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）」）

を使用してください。

7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）

分類定義された項目データを並べ替えることができます。
» » 分類定義の作成手順は、「7.5.1 分類定義」を参照してください。

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［分類定義で並べ替え］を選択します。
	 分類定義並べ替えが実行されます。

» » 入力エリア内のプリセットデータを分類定義順に並べ替える場合、分類表示エリアの分類の並び順に従って並

べ替えられます。分類表示エリアの分類の並び順を変更する方法については、「7.5.4 上へ移動（分類定義）」、

および「7.5.5 下へ移動（分類定義）」を参照してください。

7.3.13 列を表示しない（入力エリア）

入力エリアの列を、非表示に設定することができます。

1.	 入力エリア内で非表示とする列のセルで右クリック⇒［列を表示しない］を選択します。
	 列が非表示となります。

» » 複数の列を選択して非表示とすることができます。

» » 非表示にした列を再度表示する場合は、［隠し列を再表示］を使用してください。（⇒「7.3.14 隠し列を再表示（入

力エリア）」）
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7.3.14 隠し列を再表示（入力エリア）

非表示に設定した入力エリアの列を、再表示することができます。

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［隠し列を再表示］を選択します。
	 非表示列が再表示されます。

7.3.15 画面データを印字発行（入力エリア）

プリセットデータを呼出番号・枚数を指定してラベル発行することができます。
» » 本体にデータは登録されません。

» »［通信］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.7.3 番号指定発行（ オンライン発行）」、「8.7.4 選択発行（オンラ

イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン発行）」）

1.	 	入力エリア内で右クリック⇒［画面データを印字発行］を選択します。
	 ［1 プリセットを発行］ダイアログが表示されます。

2.	 ［呼出番号］と［発行枚数］を指定して、［OK］をクリックします。
	 指定した呼出番号のラベルが、指定した枚数分発行されます。
	
	 次のエラーメッセージが表示された場合は、本体の電源を切り、USB ケーブルの接続を確認し、手順

2 の操作を再度行い、エラーメッセージの［再試行］をクリックしてください。

» » 本体とパソコンが USB ケーブルで接続されているか確認してください。

　接続方法については、「1.2 ラベルパートナーと USB ドライバーのインストール」の手順 7 を参照してください。

» » 本体の電源を入れ、タッチパネルの［通信］アイコンをタッチして通信モードにしてください。
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7.3.16 呼出番号自動作成（入力エリア）

入力エリアの［呼出番号］を連番で自動作成することができます。

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［呼出番号自動作成］を選択します。または、入力エリアの［呼
出番号］列で、呼出番号の自動作成を行いたい範囲の先頭セルから末尾セルまでをドラッグ
で範囲指定し、その範囲上で右クリック⇒［呼出番号自動作成］を選択します。

	 ［呼出番号作成］ダイアログが表示されます。

2.	 各項目を設定し、［OK］をクリックします。
	 呼出番号が指定された内容で自動的に入力されます。

	 ［呼出番号作成］ダイアログの項目
開始行	��������������������������������������� 呼出番号の自動作成を開始する行の番号を指定します。ドラッ

グで範囲指定した場合は、自動的に開始行が表示されます。
開始番号	������������������������������������ 連番の開始番号を指定します。
終了番号	������������������������������������ 連番の終了番号を指定します。ドラッグで範囲指定した場合は、

［開始番号］を指定すると自動的に［終了番号］が表示されます。
開始番号と終了番号同時変化	���������� 開始番号を指定すると同時に終了番号が指定されるようにする

場合はチェックを入れます。
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7.3.17 分類設定（入力エリア）

項目データに分類表示定義エリアで作成した分類を関連付けることができます。
» » 分類定義の作成手順については、「7.5.1 分類定義」を参照してください。

1.	 入力エリア内で分類を設定する項目データを右クリック⇒［分類設定］⇒「設定する分類名」
を選択します。

	 分類が設定され、行番号の背景色が分類色に変更されます。
　　　ここでは、弁当と丼が定義されています。

7.3.18 分類解除（入力エリア）

項目データに設定された分類の関連付けを解除することができます。
» » 分類表示エリアの表示方法については、「8.3.9 分類定義（画面表示グループ）」を参照してください。

1.	 入力エリア内で分類の関連付けを解除する項目データを右クリック⇒［分類解除］を選択し
ます。

	 分類の設定が解除され、行番号の背景色が元の色に戻ります。
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7.3.19 全プリセット表示（入力エリア）

ファイルの中の全プリセットデータを表示します。

1.	 入力エリア内で右クリック⇒［全プリセット表示］を選択します。
　　　全プリセット番号が一覧表示されます。

　　

2.	 一覧表示フレームの中で右クリック⇒［プリセットデータを印刷］を選択します。
　　　プリセットデータ印刷画面が表示されます。

　　

　　　各種選択して［印刷ボタン］をクリックします。
» » メニューバーの「プリセット」⇒「プリセットデータ印刷」でも操作ができます。
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7.4 項目一覧エリアのショートカットメニュー
項目一覧エリア（⇒「12. 項目一覧エリア」）のショートカットメニューを使用して、項目名の変更、およ
び項目名を印字する / 印字しないを設定することができます。

　

» » 項目一覧エリアの各項目上をダブルクリックすると、各項目のプロパティが表示されます。（⇒「6.3 文字項目のプロ

パティ」～「6.13 発行枚数項目のプロパティ」）

7.4.1 変更（項目一覧）

項目一覧エリアに表示された項目の名称を変更することができます。
» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.3 文字項目のプロパティ」～「6.13 発行枚数項目のプロパティ」）

1.	 項目入力エリア内で名称を変更する項目を右クリック⇒［変更］を選択します。
	 項目名の文字列が、編集可能になります。

　⇒　

2.	 項目名を変更し、［Enter］キーを押します。
	 項目名が変更されます。



7. ショートカットメニュー　7.4 項目一覧エリアのショートカットメニュー

135

7.4.2 印字しない（項目一覧）

項目一覧エリアに表示された項目について、印字する / 印字しないを設定することができます。
» » 印字しない設定を行うと、設定した項目がレイアウトエリアで非表示になります。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.4 印字設定（共通項目）」）

1.	 項目入力エリア内で設定を変更する項目を右クリック⇒［印字］/［印字しない］を選択します。
	 ［印字しない］を選択すると、項目名の後ろに「［印字しない］」と表示され、設定した項目がレイア

ウトエリアで非表示になります。

　⇒　

	 ［印字］を選択すると、項目名の後ろの「［印字しない］」が削除されます。

　⇒　

» »［印字］/［印字しない］は選択した項目によって切り替わります。
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7.5 分類表示エリアのショートカットメニュー
レイアウトごとに作成されたプリセットデータ呼出番号の分類定義を行います。

7.5.1 分類定義

各レイアウトのプリセットデータを新規に分類定義します。

1.	 分類表示エリアを表示させます。
　　　メニュー・リボン⇒表示⇒分類定義ボックスにチェックを入れると、分類表示エリアが作成されます。

（⇒「8.3.9 分類定義（画面表示グループ）」）

2.	 分類表示エリアで分類定義をします。
　　　分類表示エリア内で右クリックして［新規］を選択します。
	 ［分類］ダイアログが表示されます。
　　　たとえば、名称に［弁当］を入力し、分類識別番号 ID を［1］のままにして［ＯＫ］ボタンをクリッ

クします。

　⇒　
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	 分類表示エリアに［弁当］が作成されました。

　　　同様に、［丼］、分類識別番号 ID［2］として追加します。
» » 呼出番号に存在しない分類の場合は、分類名の末尾に「無」が付記されます。

» » 他のレイアウトに同じ分類名がある場合は、そのレイアウトに移動します。

　⇒　

　　　分類定義は、最大［100］種類まで着色して定義できます。

3.	 プリセット番号を分類します。
　　　入力エリアのプリセットデータを定義した分類に関連付けします。（⇒ 7.3.17 分類設定「入力エリア」）
　　　レイアウト１の呼出番号［7］の「ロースかつ弁当」を［弁当］の分類に定義します。
　　　呼出番号［7］の列のいずれかのセル上で右クリックし［分類設定］⇒［弁当］を選択します。

　　　同様に、呼出番号［8］の［のり弁当］も［弁当］に分類定義します。
　　　同様に、レイアウト２の呼出番号［17］の［メンチかつ弁当］も［弁当］に分類定義します。
　　　同様に、レイアウト３の呼出し番号［27］の［海鮮丼］は、［丼］に分類定義します。
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7.5.2 削除（分類定義）

作成した分類を削除することができます。
» » 項目データが関連付けられている分類は、削除することができません。この場合は、項目データの分類設定を解除し

てください。分類設定の削除については、「7.3.18 分類解除（入力エリア）」を参照してください。

1.	 分類表示エリア内で削除する分類を右クリック⇒［削除］を選択します。
	 分類が削除されます。
	
	 次のエラーメッセージが表示された場合は、まず項目データの分類設定を解除してください。

» » 分類設定の削除については、「7.3.18 分類解除（入力エリア）」を参照してください。

7.5.3 名前変更（分類定義）

分類表示エリアに表示された分類名を変更することができます。

1.	 分類表示エリア内の分類名上で右クリック⇒［名前変更］を選択します。
	 ［分類］ダイアログが表示されます。

2.	 ［名称］に変更する分類名称を指定し、［OK］をクリックします。
	 分類名が変更されます。
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7.5.4 上へ移動（分類定義）

分類表示エリアに表示された分類名を 1 つ上に移動することができます。
» » 入力エリア内の項目データを分類定義順に並べ替える場合、分類表示エリアの分類の並び順に従って並べ替えられま

す。（⇒「7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）」）

1.	 分類表示エリア内で 1つ上に移動する分類名を右クリック⇒［上へ移動］を選択します。
	 分類の位置が 1 つ上に移動されます。

　⇒　

7.5.5 下へ移動（分類定義）

分類表示エリアに表示された分類の並び順を 1 つ下に変更することができます。
» » 入力エリア内の項目データを分類定義順に並べ替える場合、分類表示エリアの分類の並び順に従って並べ替えられま

す。（⇒「7.3.12 分類定義で並べ替え（入力エリア）」）

1.	 分類表示エリア内で 1つ下に移動する分類を右クリック⇒［下へ移動］を選択します。
	 分類の位置が 1 つ下に変更されます。

　⇒　
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8. メニュー・リボン
本章では、メニューやリボンの使用方法について説明します。

8.1 ファイル

8.1.1 新規

新規にファイルまたは各種レイアウトを作成することができます。
ここで、「メニューリボン」⇒「レイアウト」メニュー⇒「プロパティ」⇒「neo 固定タイプレイアウト設定」
で「マスタレイアウトを使用」にチェックを入れた場合は、「neo 固定タイプレイアウト」が追加で表示さ
れます。
なお、「neo 固定タイプレイアウト設定」にチェックを入れない場合は、neo 固定マスタレイアウトが表示
されません。
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8.1.1.1 ファイル

新規にファイルを作成することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［ファイル］を順にクリックします。
» » クイックアクセスツールバーの［新規　］メニュー⇒［ファイル］を順に選択しても同様に操作ができます。

	 ［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。

2.	 「新規ファイルに標準ラベルを使用する」または「新規ファイルにユーザー定義ラベルを使
用する」のいずれかの操作を行います。
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新規ファイルに標準ラベルを使用する

（１）［ラベル選択］ドロップダウンリストから使用する標準ラベルを選択します。
　　　ここでは、サンプルラベルと同じ［標準（マーク）55mmx43mm］を選択し、［ＯＫ］をクリックします。

» » 標準のフリーサイズラベルを選択する場合は、「16.1 標準のフリーサイズラベルから作成する」を参照してく

ださい。

（２）	 選択した標準ラベルがレイアウトエリアに表示されます。
	 ラベルの設定方法については、「8.6.7 ラベル編集（データグループ）」を参照してください。
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新規ファイルにユーザー定義ラベルを使用する

（１）［ラベル選択］ドロップダウンリストから使用する［ラベル新規追加］を選択します。
［ラベル編集］ダイアログが表示されます。

» » ユーザ定義のフリーサイズラベルを作成する場合は、「16.2 ユーザ定義のフリーサイズラベルを作成する」を

参照してください。

（２）ラベルの設定を行います。
» » ラベルの設定方法については、「8.6.7 ラベル編集（データグループ）」を参照してください。

（３）［ラベル追加保存］をクリックします。

	 定義したラベルがレイアウトエリアに表示されます。
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8.1.1.2 レイアウト

ファイルに新しいレイアウトタブを追加することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［レイアウト］を順に選択します。
» » ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レ

イアウトタブ）」）

» » クイックツールバーでも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」の「レイアウト」）

	 新しいレイアウトタブが現在のレイアウトタブの後ろに追加されます。
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8.1.1.3 値下レイアウト

ファイルに値下レイアウトを追加することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［値下レイアウト］を順に選択します。
» » 詳細については、「15. 値下ラベルの作成」を参照してください。

　　　値下ラベル作成ウィザード画面が作成されます。
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2.	 値下ラベルの選択をして［次へ］をクリックします。
　　　値下ラベル作成ウィザードが開きます。

3.	 ［終了］ボタンをクリックします。
　　　新しく値下レイアウトタブが現在のレイアウトタブの後ろに追加されました。
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8.1.1.4 コピ－発行レイアウト

商品のバーコードをスキャナーで読み取って同じバーコードを本体で発行することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［コピー発行レイアウト］を順に選択します。

　　　新たにコピー発行レイアウトタブが現在のレイアウトタブの後ろに追加されました。
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8.1.1.5 トレーサビリティレイアウト

トレーサビリティのレイアウトを作成することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［トレーサビリティレイアウト］を順に選択します。
» » 詳細については、　「17. トレーサビリティのラベル作成」を参照してください。

　　　出力形式画面が表示されます。

　　　たとえば、「Ａタイプ」を選択のまま、「次へ」をクリックします。
　　　入力画面構成が表示されます。
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　　　ここでは、「１つの画面で必要なデータを入力」を選択のまま、「次へ」をクリックします。
　　　入力バーコード画面が表示されます。

　　　固体識別番号以外にバーコードに表示させたい項目にチェックを入れます。
　　　ここでは、固体識別番号だけにして、「次へ」をクリックします。

　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　ここでは、「する」を選択のまま、「ＯＫ」をクリックします。

新たにトレーサビリティレイアウトが現在のレイアウトタブの後ろに追加されました。
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8.1.1.6 neo 固定タイプレイアウト

neo 固定タイプのレイアウトを作成することができます。
neo 固定タイプレイアウトを作成するためには、「メニューリボン」⇒「レイアウト」メニュー⇒「プ
ロパティ」⇒「neo 固定タイプレイアウト設定」で「マスタレイアウトを使用」にチェックを入れて
ください。（⇒「8.4.8.6 neo 固定タイプレイアウト設定」）
なお、チェックが付いていない場合、neo 固定タイプレイアウトは作成されません。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］メニュー⇒［neo 固定タイプレイアウト］を順に選択します。
» » レイアウトタブのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、

「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » クイックツールバーでも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」）

2.	 内蔵 neo 固定タイプレイアウトから選択する場合と neo 固定タイプレイアウトを新規作成
する場合から選択することができます。

　　　【内蔵 neo 固定タイプレイアウトから選択】した場合
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　　　レイアウト番号にチェックを入れるとレイアウト番号ごとにレイアウトタブが作成されます。
　　　たとえば、レイアウト１にチェックを入れて「ＯＫ」ボタンをクリックすると、レイアウト番号「１」
　　　のタブが作成されます。

　　　項目の上辺の赤線は、いずれかの項目が「高さ可変項目」に設定されていることを表示しています。
　　　ここで、バーコードは、レイアウトプロパティでフリーバーコードに設定されていますので、呼出
　　　番号項目「66666」を印字しないにして原産地項目にデータがない場合は、フリーバーコードが上辺
　　　まで伸長します。
　　　また、リサイクルマークの付帯文字項目が文字項目プロパティでフリー項目拡張機能有効に設定さ
　　　れていますので、リサイクルマークにデータがない場合は、バーコードが下辺まで伸長します。

» » フリーバーコードは、「6.1 レイアウトプロパティ」を参照してください。

» » フリー項目拡張機能有効は、「6.3 文字項目のプロパティ⇒ 6.3.2 ［詳細］タブ」を参照してください。

» »「全て選択」にチェックを入れて「ＯＫ」ボタンをクリックすると、全てのレイアウト番号のレイアウトタブ

が作成されます。
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　　　【neo 固定タイプレイアウトを新規作成】の場合
　　　neo 固定タイプレイアウトを新規作成にチェックを入れるとレイアウトしたい項目を選択する画面
　　　が表示されます。
　　　たとえば、全て選択にチェックを入れて「ＯＫ」ボタンをクリックします。

　　　すると、レイアウト番号「１」のタブが作成されます。
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8.1.1.7 テーブル一覧発行レイアウト

テーブル一覧発行のレイアウトを作成することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］メニュー⇒［テーブル一覧発行レイアウト］を順に選択します。
» » レイアウトタブのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、

「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » クイックツールバーでも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」）

2.	 テーブルを選択する画面が表示されます。
　　　作成したテーブルから選択し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

3.	 テーブル一覧発行レイアウトのタブが作成されました。
　　　文字項目をレイアウトし、文字項目のプロパティでテーブルから取得にチェックを入れてテーブル
　　　関連付けを行ってください。
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8.1.2 開く

既存のファイルを開きます。
» » クイックアクセスツールバーでも同様の操作ができます。（⇒「9.3 開く」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［開く］を順に選択します。
	 ［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

	 新規でデータ作成中の場合、次の確認メッセージが表示されます。

	 ファイルを保存する場合は［はい］をクリックし、表示される［名前を付けて保存］ダイアログでファ
イルを保存します。［名前を付けて保存］ダイアログの操作方法については、「8.1.4 名前を付けて保存」
を参照してください。

	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。この場合は、［ファイルを開く］
ダイアログが表示されます。

	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。

	 既存のファイルを編集中の場合、次の確認メッセージが表示されます。
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	 ファイルを上書き保存する場合は［はい］をクリックします。
	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。この場合は、［ファイルを開く］

ダイアログが表示されます。
	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。

2.	 ファイルの保存場所⇒開くファイルを指定し、［開く］をクリックします。
	 ファイルが開き、レイアウトが表示されます。

» »［ファイルの場所］には、前回使用したフォルダが表示されます。

» »［ファイルを開く］ダイアログの右領域で、ファイルのプレビューを確認することができます。

» »［ファイルを開く］ダイアログの左領域の［マイサンプル］をクリックすると、「マイドキュメント⇒ Shinsei

⇒ LabelPartnerForNeo7 ⇒ Sample」フォルダを直接開くことができます。本体の標準サンプルがこの場所に保

存されています。

» » 呼出番号の重複や桁数オーバーなどのエラーが生じているファイルを開いた場合、次のような確認メッセージ

が表示されます。この場合は［OK］をクリックした後、該当箇所を修正してください。エラー箇所のセルは

ピンク色で表示されますが、データチェックを行って該当箇所を確認することもできます。（⇒「8.8.4 データ

チェック（チェックグループ）」）
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8.1.3 別ウィンドウでファイルを開く

開いているファイルの他にもう１つのファイルを開くことができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［別ウィンドウでファイルを開く］を順に選択します。
　　　別のウィンドウで開きたいファイルを選択します。

8.1.4 上書き保存

編集中のファイルを同じファイル名で上書き保存します。
» » クイックアクセスツールバーでも同様の操作ができます。（⇒「9.4 上書き保存」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［上書き保存］を順に選択します。
	 ファイルが上書き保存されます。

» » 新規ファイルの場合は、［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。［名前を付けて保存］ダイアログの

操作方法については、「8.1.4 名前を付けて保存］を参照してください。

» » 呼出番号の重複や桁数オーバーなどのエラーが生じているプリントラベルを保存しようとする場合、次のよう

な確認メッセージが表示されます。この場合は［キャンセル］をクリックした後、該当箇所を修正してくださ

い。エラー箇所のセルはピンク色で表示されますが、データチェックを行って該当箇所を確認することもでき

ます。（⇒「8.8.4 データチェック（チェックグループ）」）
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8.1.5 名前を付けて保存

編集中のファイルを、指定した名前で保存することができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［名前を付けて保存］を順に選択します。
	 ［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒保存するファイル名を指定し、［保存］をクリックします。
	 ファイルが保存されます。

» »［ファイルの場所］として、前回使用したフォルダが表示されます。

» » よく使うファイルを「マイドキュメント⇒ Shinsei ⇒ LabelPartnerForNeo7 ⇒ Sample」フォルダに保存して

おくと、ファイルを開く際に［ファイルを開く］ダイアログの左領域の［マイサンプル］をクリックしてすぐ

にファイルにアクセスできるので便利です。

» » 呼出番号の重複や桁数オーバーなどのエラーが生じているプリントラベルを保存しようとする場合、次のよう

な確認メッセージが表示されます。この場合は［キャンセル］をクリックした後、該当箇所を修正してくださ

い。エラー箇所のセルはピンク色で表示されますが、データチェックを行って該当箇所を確認することもでき

ます。（⇒「8.8.4 データチェック（チェックグループ）」）
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8.1.6 インポート

8.1.6.1 CSV ファイル直接インポート

レイアウトエリアに表示している編集中のレイアウトに、CSV ファイルに保存された項目用データを直接
インポートすることができます。
» » CSV ファイルをあらかじめ準備する必要があります。

» » CSV ファイルの列項目の並び順とレイアウトされた項目の入力エリアでの並び順が一致している必要があります。並

び順が異なっている場合は、インポートウィザードを使用してください。（⇒「8.1.6.2 インポートウィザード」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［インポート］⇒［CSV ファイル直接インポート］を順に選択します。
	 確認ダイアログが表示されます。

	 確認ダイアログが表示されます。

2.	 入力エリアに何も入力されていない場合、または入力済みの項目データを上書きしてもよい
場合は［現データを上書き］をクリックします。

	 入力エリアに入力されている項目データの次の行以降にデータをインポートする場合は、
［現データの末尾に追加］をクリックします。

	 ［開く］ダイアログが表示されます。

3.	 ファイルの保存場所⇒インポートする CSV ファイルを指定し、［開く］をクリックします。
	 インポートが実行されます。
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» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	

	 ［開く］をクリックすると、インポートされたデータが入力エリア画面に表示されます。
» » 例）［現データの末尾に追加］をクリックしてインポートした場合

　

　インポート前

　インポート後

» » インポートを取り消したい場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 

元に戻す」）
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8.1.6.2 インポートウィザード

レイアウトエリアに表示している編集中のレイアウトに、CSV ファイルに保存された項目用データをウィ
ザード形式でインポートすることができます。
» » ウィザードを使用して、レイアウトされた項目の入力エリアでの並び順と CSV ファイルの列項目の並び順が一致して

いない場合でも、インポートが簡単にできます。並び順が一致している場合は、CSV ファイル直接インポートを行っ

てください。（⇒「8.1.6.1 CSV ファイル直接インポート」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［インポート］⇒［インポートウィザード］を順に選択します。

	 インポートウィザード画面が表示されます。

2.	 ［区切り文字］と［レイアウト選択］を設定します。
		  ウィザード画面の項目：

区切り文字	�������������������������ファイルで使用されているデータ区切り文字を選択します。
レイアウト選択	�������������������複数のレイアウトを表示している場合、どのレイアウトにデータイン

ポートするか選択します。
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3.	 ［ファイルを開く］をクリックします。
	 ［開く］ダイアログが表示されます。

4.	 ファイルの保存場所⇒インポートに使用する CSV ファイルを指定し、［開く］をクリックし
ます。
» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	

	 ［開く］をクリックすると、指定したファイルの内容がインポートウィザード画面に読み込まれます。

5.	 必要に応じて［読取範囲］を設定し、［次へ］をクリックします。
	
	 ウィザード画面の項目：

読取範囲指定	����������������������インポートする行を指定する場合は、チェックを入れます。
開始行	������������������������������インポート開始行を指定します。
終了行	������������������������������インポート終了行を指定します。

» »［キャンセル］をクリックすると、ウィザードを中止することができます。

	 ［次へ］をクリックすると、次のウィザード画面が表示されます。



8. メニュー・リボン　8.1 ファイル

162

6.	 各項目を設定し、［完成］をクリックします。

» » 	上段がインポート先のレイアウトに設定された項目で、下段が指定した CSV ファイル内のデータです。

	 ウィザード画面の項目：
末尾に追加 / 上書き	�������������入力エリアに何も入力されていない場合、または入力済みの項目デー

タを上書きしてもよい場合は、ドロップダウンリストから［上書き］
を選択します。

	 入力エリアに入力されている項目データの次の行以降にデータをイン
ポートする場合は、ドロップダウンリストから［末尾に追加］を選択
します。

固定データ入力	�������������������［プリセットデータ］で選択した列に同じ値を入力する場合に使用しま
す。固定データを入力する列を［プリセットデータ］で選択⇒［固定デー
タ入力］をクリック⇒表示されたダイアログでデータを入力⇒ダイア
ログの［OK］をクリックします。

	

セル内前空白削除	����������������インポートするデータの前に空白があり、この空白をインポートした
くない場合に、チェックを入れます。

セル内後空白削除	����������������インポートするデータの後に空白があり、この空白をインポートした
くない場合に、チェックを入れます。

全列を取り込む	�������������������全列をインポートする場合にクリックします。インポートするデータ
列よりレイアウトの項目が少ない場合は、先頭の列よりインポートさ
れ、超過している列はインポートされません。

選択列を取り込む	����������������列を選択してインポートする場合に使用します。
	 インポート先の項目の列を上段でクリックし、そこにインポートする

データの列を下段でクリックし、［選択列を取り込む］をクリックする
と、上段に対応するデータが読み込まれます。
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» »［戻る］をクリックすると、前のウィザード画面に戻ることができます。

» »［キャンセル］をクリックすると、ウィザードを中止することができます。

	 ［完成］をクリックすると、インポートされたデータが入力エリア画面に表示されます。
» » インポートを取り消したい場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 

元に戻す」）

8.1.6.3 新盛標準ＣＳＶファイル

新盛フォーマットのＣＳＶファイルであれば、一括してインポートすることができます。
» » レイアウト名が存在しない場合は、プリセットデータをインポートしません。

  ⇒
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8.1.6.4 テーブル

エクスポートしたラベルパートナー用テーブルをインポートすることができます。
» » ラベルパートナー用テーブルの作成方法、および利用方法については、「8.6 その他データ編集」を参照してください。

» » テーブルファイルは、エクスポートのテーブルで作成します。（⇒「8.1.7.3 テーブルファイル」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［インポート］⇒［テーブル］を順に選択します。

	 ［開く］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒インポートするテーブルファイル（.tb7）を指定し、［開く］をクリッ
クします。
» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	

	 ［開く］をクリックすると、指定したテーブルがラベルパートナーにインポートされます。
» » インポートを取り消したい場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 

元に戻す」）
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8.1.6.5 レイアウト

編集中のファイルに、他のファイルに保存されたレイアウトをインポートすることができます。
» » 一度にインポートできるレイアウトは 1 つです。複数のレイアウトが保存されているファイルの場合は、インポート

するレイアウトを指定します。

» » レイアウトといっしょに項目データ、およびテーブルもインポートされます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［インポート］⇒［レイアウト］を順に選択します。

	 ［インポート］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒インポートするファイルを選択します。
» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	

	 選択したファイルに保存されているレイアウトが、プレビュー表示されます。

3.	 インポートするレイアウトがプレビューに表示されていることを確認します。複数のレイア
ウトが保存されている場合、  または  をクリックして、目的のレイアウトをプレビュー
に表示します。

4.	 ［開く］をクリックします。
	 指定したレイアウトが、レイアウトエリアの最後のタブにインポートされます。

» » インポートを取り消したい場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 

元に戻す」）
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8.1.6.6 マスターレイアウト

マスターレイアウトのインポートができます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［インポート］⇒［マスターレイアウト］を順に選択します。
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8.1.7 エクスポート

8.1.7.1 CSV ファイル

レイアウトエリアに表示している編集中の項目データを CSV ファイルにエクスポートすることができます。
» » 項目データをエクセルなどの他のアプリケーションで修正してインポートする場合などに便利です。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［エクスポート］⇒［CSV ファイル］を順に選択します。

	 ［CSV ファイル形式で保存］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒保存するファイル名を指定し、［保存］をクリックします。
» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	

	 CSV ファイルが保存されます。
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8.1.7.2 新盛標準 CSV ファイル

レイアウトエリアに表示している編集中のレイアウトの項目データを新盛標準 CSV ファイルにエクスポー
トすることができます。
» » 項目データをエクセルなどの他のアプリケーションで修正してインポートする場合などに便利です。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［エクスポート］⇒［新盛標準 CSV ファイル］を順に選択します。

	 ［CSV ファイル形式で保存］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒保存するファイル名を指定し、［保存］をクリックします。
» » ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。

	 新盛標準 CSV ファイルが保存されます。
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8.1.7.3 テーブルファイル

レイアウトエリアに表示している編集中のテーブルファイル（.tb7）をエクスポートすることができ
ます。
» » ラベルパートナー用テーブルの編集方法、および利用方法については、「8.6.1 テーブル新規作成（テーブルグ

ループ）」、および「8.6.2 テーブル編集（テーブルグループ）」を参照してください。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［エクスポート］⇒［テーブルファイル］を順に選択します。

	 ［テーブルのエクスポート］ダイアログが表示されます。

2.	 保存するテーブルを選択し、［保存］をクリックします。

	 ［テーブルのエクスポート］ダイアログが表示されます。

3.	 ファイルの保存場所⇒保存するファイル名を指定し、［保存］をクリックします。
　　	 ファイルの保存場所として、前回使用したフォルダが表示されます。	
	 ラベルパートナー用テーブルファイルが保存されます。
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8.1.8 パスワードでデータ保護

パスワードを設定することによってファイルを保護することができます。
» » パスワードを設定すると、一部の編集機能または全ての編集機能が使用できなくなります。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［パスワードでデータ保護］を順に選択します。

	 ［パスワードでデータ保護］ダイアログが表示されます。
	 データ保護方式：

全て書き込み禁止	����������������全ての印字データの書き込みができません。
レイアウト変更、
テーブル構造禁止変更	����������全ての印字データの内、レイアウトとテーブル構造に関する印字デー

タの変更ができません。

　　　確認画面が表示されます。
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2.	  パスワードでデータ保護されたファイルのデータ保護を解除して編集したい場合は、もう
一度パスワードでデータ保護をクリックして下さい。

　　　パスワード解除画面が表示されます。

　　　パスワードを入力します。
　　　すると、確認画面が表示されます。

» » 一時解除 --------- 一旦、データ保護が解除されファイルの編集後、データの保護状態に戻ります。

» » 完全解除 --------- 一旦、データ保護が解除されファイルの編集後、データの保護状態も全て解除されます。　
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8.1.9 データファイル情報設定

編集中のファイルにデータファイル情報（データバージョン）を設定することができます。
ファイルにデータバージョンを設定すると、ファイル管理に役立ちます。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［データファイル情報設定］を順に選択します。

	 ［データファイル情報設定］ダイアログが表示されます。

2.	 管理しやすいデータバージョンとそのデータ説明を入力します。
» » データバージョンを入力すると、本体のタッチパネル⇒［ツール］アイコン⇒［プリンター情報］の［DATA］

にデータバージョンが表示されます。
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8.1.10 情報

ラベルパートナーのバージョン情報を表示します。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［情報］を順に選択します。

	 ラベルパートナーのバージョン情報画面が表示されます。

2.	 確認後、バージョン情報画面上をクリックして、画面を閉じます。
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8.1.11 データ互換性情報確認

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［データ互換性情報確認］を順に選択します。

対応するラベルパートナーと本体のバージョン情報を表示します。

8.1.12 最近使用したファイル

［ファイル］メニューの右側に表示される［最近使用したファイル］から、ファイルを開くことができます。
» » 最近使用したファイルの一覧には、直近で使用した最大 9 ファイルが表示されます。

» » 最近使用したファイルの一覧をクリアすることができます。詳細については、「8.8.5 オプション（オプショングルー

プ）」を参照してください。

1.	 ［ファイル］メニューを選択し、一覧からファイル名をクリックします。

＊．＊．＊

＊．＊．＊
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	 ファイルが開き、レイアウトが表示されます。
	
　　　新規でデータ作成中の場合、次の確認メッセージが表示されます。

	 ファイルを保存する場合は［はい］をクリックし、表示される［名前を付けて保存］ダイアログでファ
イルを保存します。
» »［名前を付けて保存］ダイアログの操作方法については、「8.1.4 名前を付けて保存］を参照してください。

	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。この場合は、ファイルが開き、
レイアウトが表示されます。

	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。

	 既存のファイルを編集中の場合、次の確認メッセージが表示されます。

	 ファイルを上書き保存する場合は［はい］をクリックします。
	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。
	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。

» » 呼出番号の重複や桁数オーバーなどのエラーが生じているファイルを開いた場合、次のような確認メッセージ

が表示されます。この場合は［OK］をクリックした後、該当箇所を修正してください。エラー箇所のセルは

ピンク色で表示されますが、データチェックを行って該当箇所を確認することもできます。（⇒「8.8.4 データ

チェック（チェックグループ）」）
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8.1.13 終了

ラベルパートナーを終了します。
» » クイックアクセスツールバーでも同様の操作ができます。（⇒「9.1 プログラムアイコン」の「閉じる」）

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［終了］を順に選択します。

	 ラベルパートナーを終了します。
	 新規でデータ作成中の場合、次の確認メッセージが表示されます。

	 ファイルを保存する場合は［はい］をクリックし、表示される［名前を付けて保存］ダイアログでファ
イルを保存します。
» »［名前を付けて保存］ダイアログの操作方法については、「8.1.4 名前を付けて保存］を参照してください。

	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。この場合は、ラベルパートナー
を終了します。

	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。
	
	 変更が保存されていない編集中のファイルがある場合、確認メッセージが表示されます。

	 ファイルを上書き保存する場合は［はい］をクリックします。
	 ファイルを保存する必要がない場合は、［いいえ］をクリックします。
	 直前の編集画面に戻る場合は、［キャンセル］をクリックします。
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8.2 ホーム
［ホーム］リボンを使用する場合は、［ホーム］タブをクリックして［ホーム］リボンを表示します。

各操作は、レイアウトエリアの項目、または入力エリアの項目データを選択してから行います。
» »［貼り付け］の操作は、項目、または項目データを選択しなくてもできます。

［ホーム］リボンは、機能ごとに以下のグループに分かれています。
［クリップボード］	����� レイアウトエリアの項目、入力エリアの項目データのコピー、切り取り、貼り

付け操作を行います。
［フォント］	�������������� レイアウトエリアの項目、入力エリアの項目データの文字設定操作を行います。
［項目配置］	�������������� レイアウトエリアの項目配置操作を行います。
［座標］	�������������������� レイアウトエリアの項目の位置指定を行います。
［線］	����������������������� 線項目の設定を行います。

8.2.1 コピー＆貼り付け（クリップボードグル－プ）

選択した項目のレイアウトのコピーと貼り付けを 1 クリックで同時に行うことができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.8 コピー＆貼り付け（項目）」）

» » 選択した項目の近くにレイアウトが貼り付けられます。

8.2.2 項目とデータのコピー＆貼り付け（クリップボードグループ）

選択した項目のレイアウトと項目データのコピーと貼り付けを 1 クリックで同時に行うことができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.9 項目とデータのコピー＆貼り付け（項目）」）

» » 選択した項目の近くにレイアウトが貼り付けられ、入力エリアに項目データが挿入されます。
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8.2.3 コピー（クリップボードグループ）

選択した項目のレイアウト、または項目データをクリップボードにコピーすることができます。
» » 項目のショートカットメニュー、および入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.4 

項目コピー（項目）」、および「7.3.1 コピー（入力エリア）」）

8.2.4 切り取り（クリップボードグループ）

選択した項目のレイアウトの切り取り、または項目データの切り取りができます。
» » 項目のショートカットメニュー、および入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.5 

項目切り取り（項目）」、および「7.3.2 切り取り（入力エリア）」）

8.2.5 貼り付け（クリップボードグループ）

クリップボードに一時保存されたコピーデータ、または切り取りデータを貼り付けることができます。
» » 項目のショートカットメニュー、および入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.7 

貼り付け（項目）」、および「7.3.4 貼り付け（入力エリア）」）
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8.2.6 フォント種類（フォントグループ）

［ホーム］リボンの［フォント］グループ内に、内蔵フォントまたは外部フォントを選択するためのドロッ
プダウンリストがあります。
» » レイアウトエリアまたは入力エリアでサンプルラベルの「ロースかつ弁当」を選択した場合、内蔵フォントが設定さ

れている項目のため、外部フォントを選択できません。

» » 内蔵フォントは、本体にインストールされているフォントです。

» » 外部フォントは、パソコンにインストールされているフォントです。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

» » 文字項目は、項目プロパティで［固定データ］を選択した場合や価格項目を選択した場合などに外部フォントが選択

できます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

» » 外部フォントにつきましては、ライセンス許諾が必要なものがあります。ご利用になる場合は、それぞれの著作権者

にご確認下さい。

1.	 レイアウトエリアでフォント種類を変更する項目を選択します。または入力エリアでフォン
ト種類を変更する項目データのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［フォント種類］ドロップダウンリストから、［内蔵フォント］または［外
部フォント］を選択します。

8.2.7 フォント名（フォントグループ）

［ホーム］リボンの［フォント］グループ内に、使用するフォントを選択するためのドロップダウンリスト
（［フォント名］）があります。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

1.	 レイアウトエリアでフォントを変更する項目を選択します。または入力エリアでフォントを
変更する項目データのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［フォント名］ドロップダウンリストから、使用するフォントを選択し
ます。

	 フォントが変更されます。
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8.2.8 太字 / 斜体 / 下線（フォントグループ）

［ホーム］リボンの［フォント］グループ内に、文字装飾を変更するためのボタン（左から順に［太字］、［斜
体］、［下線］）があります。
» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

1.	 レイアウトエリアでフォントスタイルを変更する項目を選択します。または入力エリアで文
字装飾を変更する項目データのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［太字］/［斜体］/［下線］をクリックします。
	 文字装飾が変更されます。

» » 項目を選択して同じボタンをクリックするたびに、選択した項目の文字装飾の有無が切り替わります。

8.2.9 フォントサイズ（フォントグループ）

［ホーム］リボンの［フォント］グループ内に、外部フォントのサイズを変更するためのフォントサイズボッ
クスがあります。
» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

» » 外部フォントを選択した時に、［フォントサイズ］を設定することができます。

1.	 レイアウトエリアでフォントサイズを変更する項目を選択します。または入力エリアでフォ
ントサイズを変更する項目データのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［フォントサイズ］で使用するフォントサイズを指定します。
	 フォントサイズが変更されます。
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8.2.10 横倍率 / 縦倍率・フォント幅 /フォント高さ（フォントグループ）

［ホーム］リボンの［フォント］グループ内に、文字の横倍率 / 縦倍率・フォント幅 / フォント高さを変更
するためのボックス（［横倍率］/［縦倍率］・［フォント幅］/［フォント高さ］）があります。

1.	 レイアウトエリアで目的の項目を選択します。または入力エリアで目的の項目データのセル
を選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［横倍率］/［縦倍率］・［フォント幅］/［フォント長］で値を指定します。
	 または、 / / / をクリックして、値を設定します。

	 文字の横倍率 / 縦倍率・フォント幅 / フォント長が変更されます。
» »［フォント幅］/［フォント長］は、内部フォントの ｢TT （アウトライン）｣ フォントを選択している場合に設定

することができます。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.5 フォント設定（共通項目）」）

8.2.11 揃え（項目配置グループ）

項目の位置を、ラベルの左端、縦軸中央、右端、上端、横軸中央、または下端に揃えることができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.12 揃え（項目）」）

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目の揃えを設

定することができます。

» » 複数の項目を選択して同時に揃えることもできます。ただし、上下に配置された複数の項目を選択して［横軸中央揃え］

を実行すると、項目が重なって揃えられます。
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8.2.12 順序（項目配置グループ）

重なってレイアウトされた項目がある場合、選択した項目を他の項目より前面 / 背面にする、または最前面
/ 最背面にすることができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.2.14 順序（項目）」）

» » 入力エリアで項目データを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目の順序を設定する

ことができます。

8.2.13 文字揃え（項目配置グループ）

［ホーム］リボンの［項目配置］グループ内に、文字の揃えを変更するためのボタン（左から順に［左寄せ］、
［中央］、［右寄せ］、［均等］）があります。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.3.2 ［詳細］タブ」（文字項目のプロパティ）、「6.5.1 ［詳細］タブ」

（価格項目のプロパティ）、「6.12 呼出番号項目のプロパティ」、および「6.13 発行枚数項目のプロパティ」）

1.	 レイアウトエリアで目的の項目を選択します。または入力エリアで目的の項目データのセル
を選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［左寄せ］/［中央］/［右寄せ］/［均等］をクリックします。
	 文字の揃えが変更されます。
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8.2.14 印字しない（項目配置グループ）

［ホーム］リボンの［項目配置］グループ内に、選択した項目について、印字しない設定を行うための［印
字しない］ボタンがあります。
» » 項目一覧のショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.4.2 印字しない（項目一覧）」）

» » 印字する設定に戻す場合は、「7.4.2 印字しない（項目一覧）」の手順で［印字］を選択します。

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目について印

字しない設定を行うことができます。

» » 全ての非印字項目を印字項目にする場合は、レイアウトエリアのショートカットメニューの［全て非印字項目を印字

項目に変更］を使用してください。（⇒「7.2.2.22 全て非印字項目を印字項目に変更（項目）」）

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.4 印字設定（共通項目）」）

1.	 レイアウトエリアで印字しない項目を選択します。または入力エリアで印字しない項目デー
タのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［印字しない］をクリックします。
	 項目一覧で項目名の後ろに「［印字しない］」と表示され、設定した項目がレイアウトエリアで非表示

になります。

8.2.15 ロック（項目配置グループ）

［ホーム］リボンの［項目配置］グループ内に、選択した項目をロックして、レイアウトエリア上で項目の
移動やサイズ変更が行えないようにするための［ロック］ボタンがあります。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.16 ロック（項目）」）

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目のロックを

設定することができます。

» » レイアウトエリアのロックを設定した項目、またはその項目データを選択すると、［ロック］が背景色付きで表示さ

れます。

» » レイアウトエリアの項目、または項目データを選択して［ロック］をクリックするたびに、選択したロックの有無が

切り替わります。
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8.2.16 回転（項目配置グループ）

選択した項目を、0 度（すでに回転した項目を元の角度に戻す場合）、90 度、180 度、または 270 度ずつ反
時計周りに回転することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.13 回転（項目）」）

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目の回転を設

定することができます。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.2.4 印字設定（共通項目）」）

» » レイアウトエリアの項目、または項目データを選択して［回転］をクリックするたびに、選択した項目が反時計回り

に 90 度回転します。

8.2.17 キー項目（項目配置グループ）

本体でラベル発行・登録・編集などをするときに、項目データのタイトルとしての項目（キー項目）に設
定することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.18 キー項目（項目）」）

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目をキー項目

に設定することができます。

» » キー項目に設定したレイアウトエリアの項目、または項目データを選択すると、［キー項目］が背景色付きで表示さ

れます。

» » 項目、または項目データを選択して［キー項目］をクリックするたびに、選択した項目のキー項目設定の有無が切り

替わります。
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8.2.18 グループ / グループを解除（項目配置グループ）

選択した複数の項目をグループ化することができます。また、グループ化を解除して、もとの個別の項目
に戻すこともできます。
» » PC のキーボードの［Ctrl］キーを押しながら項目をクリックして複数の項目を選択することができます。

» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.15 グループ（項目）」）

» » 全てのグループ化を解除する場合は、項目のショートカットメニューの［グループ］⇒［全てのグループを解除］を

使用してください。

8.2.19 項目幅を最大幅に揃える /項目幅を最小幅に揃える（項目配置グループ）

［ホーム］リボンの［項目配置］グループ内に複数の項目について、横幅を調整するためのボタン（左から、
［項目幅を最大幅に揃える］、［項目幅を最小幅に揃える］）があります。

» » PC のキーボードの［Ctrl］キーを押しながら項目をクリックして複数の項目を選択することができます。

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目の横幅を調

整することができます。

1.	 レイアウトエリアで目的の項目を複数選択します。または入力エリアで目的の項目データの
セルを複数選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［項目幅を最大幅に揃える］/［項目幅を最小幅に揃える］をクリックします。
	 ［項目幅を最大幅に揃える］をクリックした場合、横幅が一番長い項目にあわせて他の項目の横幅が

広がります。
	 ［項目幅を最小幅に揃える］をクリックした場合、横幅が一番短い項目にあわせて他の項目の横幅が

狭められます。
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8.2.20 X 座標 /Y 座標（座標グループ）

［ホーム］リボンの［座標］グループ内に、選択した項目の X 座標 /Y 座標を指定するためのボックス（［X］、
［Y］）があります。

» » 選択した項目の左上角の座標（基準点）を指定します。

» » ラベルの左上角の座標は「X（横方向）=0、Y（縦方向）=0」です。

» » 複数の項目の座標を一度に指定することはできません。

» » レイアウトした項目を選択⇒ドラッグして項目の位置を移動することもできます。

» » ドラッグする代わりにキーボードの矢印キーを押して項目を移動することもできます。

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目の座標を調

整することができます。

1.	 レイアウトエリアで座標を指定する項目を選択します。または入力エリアで座標を指定する
項目データのセルを選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［X］/［Y］の値を指定します。
	 指定した位置に項目が移動します。
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8.2.21 線の太さ / 線の種類 / 線の長さ（線グループ）

［ホーム］リボンの［線］グループ内に、選択した直線項目 / 斜線項目 / 四角形項目の線の設定を変更する
ためのボックス（上から順に［線の太さ］、［線の種類］、［線の長さ］）があります。
» »［線の長さ］は横線・縦線の直線項目についてのみ設定ができます。

» » 各項目のプロパティでも同様の操作ができます。（⇒「6.8 直線項目・斜線項目のプロパティ」、および「6.9 四角形項

目のプロパティ」）

1.	 レイアウトエリアで線の設定を変更する項目を選択します。

2.	 ［ホーム］リボンの［線の太さ］/［線の種類］/［線の長さ］（直線項目のみ）を指定します。
	 指定した内容に従って、線の設定が変更されます。
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8.3 表示
［表示］タブをクリックすると、［表示］リボンが表示されます。
［表示］リボンを使用して、ラベルパートナーの画面表示を設定することができます。

» » 背景色が反転している項目は、すでに設定されています。

8.3.1 レイアウト表示（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、レイアウトエリアを表示する / 非表示にするためのボタン（［レイアウト表示］）があ
ります。
» » レイアウトエリアについては、「10. レイアウトエリア」を参照してください。

1.	 レイアウトエリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［レイアウト表示］
をクリックします。
» » 	クリックするたびに表示 / 非表示が切り替わります。

8.3.2 プリセット表示（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、入力エリアを表示する / 非表示にするためのボタン（［プリセット表示］）があります。
» » 入力エリアについては、「11. 入力エリア」を参照してください。

1.	 入力エリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［プリセット表示］をクリッ
クします。
» » 	クリックするたびに、表示 / 非表示が切り替わります。
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8.3.3 背景グリッド（画面表示グループ）　

［表示］リボン内に、レイアウトエリアの背景グリッドを表示する / 非表示にするためのボタン（［背景グリッ
ド］）があります。

1.	 レイアウトエリアの背景グリッドの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［背
景グリッド］をクリックします。
» » 	クリックするたびに、表示 / 非表示が切り替わります。

8.3.4 ラベル背景グリッド（画面表示グループ）　

［表示］リボン内に、レイアウトエリアの背景グリッドの基本設定を行うためのボタン［ラベル背景グリッ
ド］）があります。

1.	 レイアウトエリアの背景グリッドの基本設定を行う場合は、［表示］リボンの［ラベル背景
グリッド］をクリックします。

	 ［データのグリッド］ダイアログが表示されます。

2.	 各項目を設定し、［OK］をクリックします。

	 ［データのグリッド］ダイアログの項目：
グリッドなし	����������������������背景グリッドを使用しない場合に選択します。
グリッド間隔	����������������������背景グリッドを使用する場合に選択し、グリッド間隔を指定します。
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8.3.5 ステータスバー（画面表示グループ）

［表示］リボン内にステータスバーを表示する / 非表示にするためのチェックボックスがあります。
» » ステータスバーについては、「14. ステータスバー」を参照してください。

1.	 ステータスバーの表示 / 非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［ステータスバー］
をクリックしてチェックのオン /オフを切り替えます。

8.3.6 ルーラバー（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、レイアウトエリアのルーラバーを表示する / 非表示にするためのチェックボックスが
あります。
» » ルーラバーについては、「10.5 ルーラバー」を参照してください。

1.	 レイアウトエリアのルーラバーの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［ルー
ラバー］をクリックしてチェックのオン /オフを切り替えます。

8.3.7 項目一覧（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、項目一覧エリアを表示する / 非表示にするためのチェックボックスがあります。
» » 項目一覧エリアについては、「12. 項目一覧エリア」を参照してください。

1.	 項目一覧エリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［項目一覧］をクリッ
クしてチェックのオン /オフを切り替えます。
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8.3.8 項目範囲を表示する（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、レイアウトエリアで項目範囲（青枠）を表示する / 非表示にするためのチェックボッ
クスがあります。

1.	 項目一覧エリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［項目範囲を表示する］
をクリックしてチェックのオン /オフを切り替えます。

　

8.3.9 分類定義（画面表示グループ）

プリセットデータを分類定義する場合は、［分類定義］ボックスにチェックを入れます。
» » 分類定義の作成手順については、「7.5.1 分類定義」を参照してください。

1.	 分類表示エリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［分類定義］をクリッ
クしてチェックのオン /オフを切り替えます。
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8.3.10 項目をグリッド線に合わせる（画面表示グループ）

［表示］リボン内に、レイアウトエリアの項目をグリッド線に合わせて配置する / しないを切り替えるため
のチェックボックスがあります。

1.	 レイアウトエリアの項目をグリッド線に合わせて配置する /しないを切り替える場合は、［表
示］リボンの［項目をグリッド線に合わせる］をクリックしてチェックのオン /オフを切り
替えます。

	 チェックがオンの場合、レイアウトエリアの項目を追加 / 移動する際に、項目の左上角が背景グリッ
ドに合うように自動的に調整されます。

	 チェックがオフの場合、レイアウトエリアの項目を背景グリッドとは無関係に追加 / 移動することが
できます。

8.3.11 項目プロパティ設定画面をリアルタイム更新（レイアウトグループ）

［表示］リボン内に、項目プロパティで設定を行うと同時にレイアウトエリア上の項目にリアルタイムで反
映する／反映しないを切り替えるためのチェックボックスがあります。

1.	 分類表示エリアの表示 /非表示を切り替える場合は、［表示］リボンの［分類定義］をクリッ
クしてチェックのオン /オフを切り替えます。

	 チェックがオンの場合、項目プロパティ設定を行うと同時にレイアウト上の項目にリアルタイムに反
映します。

	 チェックがオフの場合、項目プロパティ設定画面で OK ボタンをクリックしないとレイアウト上の項
目に反映しません。
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8.3.12 線項目同士を移動時に自動結合（レイアウトグループ）

［表示］リボン内に、直線項目 / 斜線項目 / 四角形項目を移動して接近させると自動的に結合する／しない
を切り替えるためのチェックボックスがあります。

1.	 直線項目 / 斜線項目 / 四角形項目を移動して接近させると自動的に結合する／しないを切り
替える場合は、［表示］リボンの［線項目同士を移動時に自動結合］をクリックしてチェッ
クのオン /オフを切り替えます。

	 チェックがオンの場合、直線項目 / 斜線項目 / 四角形項目を移動して接近させると自動的に結合しま
す。

	 チェックがオフの場合、直線項目 / 斜線項目 / 四角形項目を移動して接近させても自動的に結合しま
せん。

8.3.13 レイアウト・プリセットの配置（レイアウトグループ）

［表示］リボン内に、レイアウトエリアと入力エリアの配置について横並べ／縦並べを切り替えるためのラ
ジオボタンがあります。

　　

横並べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦並べ
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8.3.14 クイック アクセス ツールバーの位置

［表示］リボン内に、クイック アクセス ツールバーの位置について、メインツールバーの上／下を切り替
えるためのラジオボタンがあります。

　　　

メインツールバーの上　　　　　　　　　　　　　　メインツールバーの下
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8.4 レイアウト
［レイアウト］タブをクリックすると、［レイアウト］リボンが表示されます。

8.4.1 検索用項目に指定（データグループ）　　

レイアウトエリアの項目を検索用項目に指定して本体と通信すると、本体のタッチパネル上に［文字検索］
アイコンが表示されます。［文字検索］アイコンを使用すると、本体で検索用項目を検索してラベル発行を
することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.20 検索用項目に指定（項目）」）

» » 入力エリアで項目データのセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアの項目が選択され、その項目を検索用項

目に指定することができます。

» » 検索用項目に設定した項目、またはデータ項目を選択すると、［検索用項目に指定］が背景色が反転します。

8.4.2 検索用バーコード項目の指定（データグループ）

1 レイアウト上に複数のバーコード項目がある場合、選択したバーコード項目を、スキャナで呼出発行を行
う際の検索対象のバーコードに設定することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.19 検索用バーコード項目の指定（項目）」）

» » 入力エリアでバーコード項目のセルを選択した場合も対応するレイアウトエリアのバーコード項目が選択され、その

バーコード項目を検索用バーコード項目に指定することができます。

» » 検索用バーコード項目に設定した項目、またはデータ項目を選択すると、［検索用バーコード項目の指定］の背景色

が反転します。

【本体タッチパネル】
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8.4.3 全項目を選択（データグループ）

レイアウトエリア上のすべての項目を選択することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.10 全項目を選択（項目）」）

8.4.4 全項目を削除（データグループ）

レイアウトエリア上のすべての項目と入力エリア上の項目データを削除することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.11 全項目を削除（項目）」）

8.4.5 全項目をロック（データグループ）

レイアウト上のすべての項目をロックして、レイアウトエリア上で移動やサイズ変更が行えないようにす
ることができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.17 全項目をロック（項目）」）

8.4.6 画像の元サイズに戻す（データグループ）

画像サイズを変更したイメージ項目を選択して、元の画像サイズに 1 クリックで戻すことができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.21 画像の元サイズに戻す（項目）」）
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8.4.7 入力順序設定（データグループ）

［レイアウト］リボンの［データ］グループ内に入力エリアの項目データの列を移動するためのボタンがあ
ります。

1.	 入力エリアでの項目データの列を移動する場合は、［レイアウト］リボンの［入力順番設定］
をクリックします。

2.	 	［入力順番］ダイアログが表示されます。
　　　［項目］のリストを選択して  または  をクリックし、リスト内を入力順に並べ替えます。

　　　［OK］をクリックします。
	 すると、入力エリア内の項目データの列の順番が並べ替えのように変わります。

　　　「座標軸に項目の入力順を並べ替える」ボタンをクリックすると、全ての項目が座標軸通りに自動的
に並べ替えられます。

» » 	レイアウト項目の配置には影響がありません。

» » 	入力エリアで項目データ名をドラッグ＆ドロップして、列の順番を変更することもできます。ドロップ可能な

場所にマウスが近づくと、赤い矢印が表示されます。

　例）「マーク１」列をドラッグしている場合
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　　　「印字前に確認表示順番設定」ボタンをクリックすると確認表示順番ダイアログが表示されます。
　　　ここには、項目プロパティの［印字する前に確認表示］ボックスにチェックが付いている項目が表

示されます。
たとえば、［商品名］、［会社名］、［価格１］項目のプロパティの［印字する前に確認表示］ボックス
にチェックを入れます。

［座標軸に項目の項目の入力順を並べ替える］ボタンをクリックすると、全ての項目が座標軸通りに
自動的に並べ替えられます。

［ＯＫ］ボタンをクリックします。

　　　項目プロパティの［印字する前に確認表示］ボックスにチェックが付いている項目は、印字データ
が本体に送信されると本体の設定アイコン⇒操作設定⇒印字前確認画面で［変更確認項目一覧表示］
ボックスにチェックが付いている場合、それらの項目が本体タッチパネルのラベル発行前の画面に表
示されます。
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8.4.8 プロパティ（データグループ）

プロパティでレアイウトに関する各種項目を設定します。

8.4.8.1 項目プロパティ

選択した項目のプロパティ画面を表示することができます。
» » 項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.2.1 項目プロパティ（項目）」）

» » 項目のプロパティについては、「6.2 項目プロパティ（共通項目）」を参照してください。

1.	 レイアウトエリアで目的の項目を選択します。または入力エリアで目的の項目データのセル
を選択します。

2.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［項目プロパティ］を順に選択します。
	 選択した項目のプロパティ画面が表示されます。

8.4.8.2 レイアウトプロパティ

編集しているレイアウトのプロパティ（［レイアウト設定］ダイアログ）を表示することができます。
» » レイアウトタブ、および項目のショートカットメニューでも同様の設定ができます。（⇒「7.2.1.7 レイアウトプロパティ

（レイアウトタブ）」、および「7.2.2.2 レイアウトプロパティ（項目）」）

» » レイアウトのプロパティについては、「6.1 レイアウトプロパティ」を参照してください。

1.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［レイアウトプロパティ］を順に選択します。
	 編集しているレイアウトのプロパティ（［レイアウト設定］ダイアログ）が表示されます。
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8.4.8.3 呼出番号桁数設定

編集しているレイアウトにレイアウトされた［呼出番号］項目の桁数を設定することができます。

1.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［呼出番号桁数設定］を順に選択します。

2.	 	［呼出番号桁数設定］ダイアログが表示されます。

　　　桁数を入力し、［OK］をクリックします。

8.4.8.4 全レイアウトの共通設定

全レイアウトに共通の総額端数処理および税額設定をします。

1.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［全レイアウトの共通設定］を順に選択します。



8. メニュー・リボン　8.4 レイアウト

201

	 ［全レイアウトの共通設定］ダイアログが表示されます。

2.	 ［共通総額端数処理］にチェックを入れます。
　　　端数処理設定が有効になりますので各種設定をします。

3.	 税率設定をします。また、税率を本体に送信する場合は、ボックスにチェックを入れます。
　　　各種設定後、［ＯＫ］をクリックします。

8.4.8.5 呼出画面の入力モード設定

呼出画面の入力モードを設定します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［呼出画面の入力モード設定］を順に選択します。

　　　［呼出画面の入力モード設定］画面が表示されます。

入力時優先するモード ---------- 本体の呼出画面から入力する時に、番号表示または一覧表示または履
歴表示させるかを選択することができます。　　　　　　　　　　　
優先入力モード維持にチェックを入れると、本体で番号モード・一覧
モード・履歴モードを他のモードに変更しても元の入力モードを維持
します。
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8.4.8.6 neo 固定タイプレイアウト設定

neo 固定タイプのレイアウトを作成する場合に設定します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［プロパティ］⇒［neo 固定タイプレイアウト設定］を順に選択します。

　　　［neo 固定タイプレイアウト設定］画面が表示されます。

マスタレイアウトを使用 ----------neo 固定タイプのレイアウトを使用する場合にチェックを入れます。
　　　　　　　　　　　　　　   そうすると、マスタレイアウトのバーコード検索を使用、および、

　　マスタレイアウトの検索項目を使用が有効になります。
　　　　　　　　　　　　　　   それぞれを使用する場合にチェックを入れます。

　　　［ＯＫ ] ボタンをクリックすると、読み込み確認画面が表示されます。

　　　［ＯＫ］ボタンをクリックします。
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2.	 neo 固定タイプレイアウトのタブを作成します。
メニューリボンの「ファイル」メニュー⇒「新規」メニュー⇒「neo 固定タイプレイアウト」が表示されます。
この neo 固定タイプレイアウトをクリックして neo 固定タイプレイアウトのタブを作成します。
詳しくは、neo 固定タイプレイアウトを参照してください。（⇒「8.1.1.6 neo 固定タイプレイアウト」）

» » レイアウトタブのショートカットメニューでも同様な操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規」、「7.2.1.2 挿入」）

» » クイックアクセスツールバーの「新規作成」でも同様な操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」）

3.	 テーブルが自動的に作成されます。
neo 固定タイプレイアウト設定にチェックをつけると、自動的に「固定版原産地表」と「固定版マーク表」
のテーブルが自動的に表示されます。
メニューリボンの「その他データ編集」メニュー⇒「テーブル編集」で「固定版原産地表」と「固定版マー
ク表」が表示されています。
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8.4.9 ラベルを回転表示（回転グループ）

8.4.9.1 ラベル左回転表示・ラベル右回転表示（回転グループ）

編集中のラベルイメージを左右に回転することができます。
» » レイアウトエリアの項目がラベルの幅よりも大きくなる場合は、ラベルの向きを回転させて印字します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［ラベルを回転表示］⇒［ラベル左回転表示］または［ラベル右回
転表示］を順に選択します。

	 確認メッセージが表示されます。

2.	 ［はい］をクリックします。
	 ラベルイメージが回転します。

　　　

» » ラベルを回転すると、項目がラベルからはみ出す場合があります。この場合は、印字領域内に再レイアウトし

てください。

» »［はい］をクリックすると、［ラベルを回転表示］が［ラベルを正常表示］になります。

» » レイアウトエリア右下のラベル方向マークにマウスを近付けると、動画でラベルの発行方向を確認することが

できます。（⇒「10.3 ラベル方向マーク」）
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8.4.9.2 ラベル正常表示（回転グループ）

左右に回転したラベルイメージを元の表示に戻すことができます。

1.	 ［レイアウト］リボンの［ラベルを正常表示］をクリックします。

	 ［確認］ダイアログが表示されます。

2.	 ［はい］をクリックします。
	 ラベルイメージが元の表示に戻ります。

8.4.10 キー項目を検索（検索グループ）

キー項目に選択されている項目を検索します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［キー項目を検索］をクリックします。

　　　キー項目に選択された項目がヒットします。ここでは、［ロースかつ弁当］がヒットします。
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8.4.11 検索項目を検索（検索グループ）

検索項目に選択されている項目を検索します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［検索項目を検索］をクリックします。

　　　検索項目に選択された項目がヒットします。ここでは、原材料の内容がヒットします。
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8.4.12 検索バーコード項目を検索（検索グループ）

検索バーコード項目に選択されているバーコード項目を検索します。

1.	 ［レイアウト］リボンの［検索バーコード項目を検索］をクリックします。

　　　検索バーコードに選択されたバーコード項目がヒットします。
　　　ここでは、ＪＡＮ１３桁ＰＬＵバーコードがヒットします。
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8.5 プリセット
［プリセット］タブをクリックすると、［プリセット］リボンが表示されます。

8.5.1 検索 / 置き換え（データグループ）

入力エリア内の項目データの検索 / 置き換えができます。

1.	 ［プリセット］リボンの［検索 /置き換え］をクリックします。

	 ［検索と置換］ダイアログが表示されます。

2.	 検索を行う場合は［検索］タブを使用して、「8.5.1.1 検索」の手順を行います。
	 置き換えを行う場合は、［置換］タブを使用して、「8.5.1.2 置き換え」の手順を行います。
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8.5.1.1 検索

検索を行う場合は、［検索と置換］ダイアログの［検索］タブを使用します。

	 ［検索］タブの設定項目：
検索内容	������������������������������������ 検索する文字列を入力します。
検索範囲	������������������������������������ 検索範囲として、ドロップダウンリストから［編集中レイアウ

ト］、［現在の列のみ］、［現在の行のみ］または［全ファイル］
のいずれかを選択します。

大文字と小文字を区別する	������������� 大文字と小文字を区別して検索する場合にチェックを入れま
す。

全角と半角を区別する	������������������� 全角と半角を区別して検索する場合にチェックを入れます。
完全に一致するデータだけを検索	���� 完全に一致するデータだけを検索する場合にチェックを入れま

す。
逆方向検索	���������������������������������� 検索範囲の末尾から検索を行う場合にチェックを入れます。
印字内容も同時に検索	������������������� 印字内容も検索を行う場合にチェックを入れます。

1.	 ［検索］タブの各項目を設定し、［次を検索］をクリックします。
	 検索が実行され、該当文字列を含むレイアウトエリアの項目と入力エリアのセルが選択されます。
	

2.	 	引き続き検索を行う場合は、再度［次を検索］をクリックします。
	 引き続き検索を行わない場合は、［検索と置換］ダイアログ右上の［×］をクリックします。
	 以降に該当する文字列が無い場合は、次の情報画面が表示されます。この場合は［OK］をクリック

して操作を終了します。



8. メニュー・リボン　8.5 プリセット

210

8.5.1.2 置き換え

置き換えを行う場合は、［検索と置換］ダイアログの［置換］タブを使用します。

	 ［置換］タブの設定項目：
検索内容	������������������������������������ 検索する文字列を入力します。
置換後内容	���������������������������������� 置換する文字列を入力します。
検索範囲	������������������������������������ 検索範囲として、ドロップダウンリストから［編集中レイアウ

ト］、［現在の列のみ］、または［現在の行のみ］のいずれかを
選択します。

大文字と小文字を区別する	������������� 大文字と小文字を区別して検索する場合にチェックを入れま
す。

全角と半角を区別する	������������������� 全角と半角を区別して検索する場合にチェックを入れます。
完全に一致するデータだけを検索	���� 完全に一致するデータだけを検索する場合にチェックを入れま

す。
逆方向検索	���������������������������������� 検索範囲の末尾から検索を行う場合にチェックを入れます。

検索結果を確認しながら置き換えを行う場合

1.	 	［置換］タブの各項目を設定し、［次を検索］をクリックします。
	 検索が実行され、該当文字列を含むセルが選択されます。

2.	 	検索された文字列を［置換後内容］で指定した文字列で置換する場合は、［置換］をクリッ
クします。

3.	 	引き続き検索を行う場合は、再度［次を検索］をクリックし、同様の操作を繰り返します。
	 引き続き検索を行わない場合は、［検索と置換］ダイアログ右上の［×］をクリックします。
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検索結果の確認をしないで該当文字列ごとに置き換えを行う場合

1.	 	［置換］タブの各項目を設定し、［置換］をクリックします。
	 検索と置換が実行され、該当文字列を含むセルが置換されて表示されます。
	

2.	 引き続き検索と置換を行う場合は、再度［次を検索］をクリックし、同様の操作を繰り返し
ます。

	 引き続き検索と置換を行わない場合は、［検索と置換］ダイアログ右上の［×］をクリック
します。

検索結果の確認をしないですべての該当文字列の置き換えを一度に行う場合

1.	 	［置換］タブの各項目を設定し、［すべて置換］をクリックします。
	 該当文字列を含むセルが置換され , 次の情報画面が表示されます。

2.	 ［OK］をクリックして操作を終了します。

8.5.2 昇順並べ替え（データグループ）

入力エリアの列の項目データを文字または数値で昇順に並べ替えることができます。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.9 昇順並べ替え（入力エリア）」）
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8.5.3 降順並べ替え（データグループ）

入力エリアの列の項目データを文字または数字で降順に並べ替えることができます。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.10 降順並べ替え（入力エリア）」）

8.5.4 並べ替え（データグループ）

入力エリアの列の項目データを優先項目を基準に昇順 / 降順に並べ替えることができます。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.11 並べ替え（入力エリア）」）

8.5.5 挿入（データシートグループ）

入力エリアに新しい行を挿入します。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.5 行挿入（入力エリア）」）

8.5.6 削除（データシートグループ）

入力エリアの行を削除します。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.6 行削除（入力エリア）」）
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8.5.7 先頭行の前に行を追加（データシートグループ）

入力エリアの先頭行の前に、指定した行数の新しい行を挿入します。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.7 プリセットデータシートに行追加（入

力エリア）」）

8.5.8 末行の後ろに行を追加（データシートグループ）

入力エリアの最終行の後ろに、指定した行数の新しい行を挿入します。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.7 プリセットデータシートに行追加（入

力エリア）」）

8.5.9 現在行の前に行を追加（データシートグループ）

入力エリアの現在の行の前に、指定した行数の新しい行を挿入します。
» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.7 プリセットデータシートに行追加（入

力エリア）」）
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8.5.10 プリセットデータ印刷（ツールグループ）

全プリセットデータを項目ごとに選択してプリンターに印刷することができます。
» » 項目一覧エリアのショートカットメニューの「全プリセット」のプリセットフレームのショートカットメニューの「プ

リセットデータを印刷」でも同様の操作ができます。（⇒「7.3.19 全プリセット表示（入力エリア）」）

1.	 ［プリセット］リボンの［プリセットデータ印刷］をクリックします。

2.	 プリセットデータ印刷画面が表示されます。

　　　各種選択して［印刷］ボタンをクリックします。
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8.6 その他データ編集
［その他データ編集］タブをクリックすると、［その他データ編集］リボンが表示されます。

8.6.1 テーブル新規作成（テーブルグループ）

頻出の項目データをテーブルに作成することによって、入力エリアの項目データとテーブルとを関連付け
て入力を簡略化することができます。
» » 項目との関連付けは、項目のプロパティで行います。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」）

» » 作成したテーブルは、エクスポートすることができます。またエクスポートしたテーブルをインポートして他のファ

イルで使用することができます。（⇒「8.1.6.4 インポート－テーブル」、および「8.1.7.3 エクスポート－テーブル」）

1.	 ［その他データ編集］リボンの［テーブル新規作成］をクリックします。

	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面が表示されます。

2.	 店舗情報テーブルを作成する場合は、「8.6.1.1 店舗情報テーブル」の手順を行います。
	 ※店舗情報テーブルは、一度作成されると二度目以降は、選択することができません。
　　   マルチテーブルを作成する場合は、「8.6.1.2 マルチテーブル」の手順を行います。
　　   ユーザ発音辞書を作成する場合は、「8.6.1.3 ユーザ発音辞書」の手順を行います。
	 コードテーブルを作成する場合は、「8.6.1.4 コードテーブル」の手順を行います。　　　
	 サンプルテーブルを作成する場合は、「8.6.1.5 サンプルテーブル」の手順を行います。



8. メニュー・リボン　8.6 その他データ編集

216

8.6.1.1 店舗情報テーブル

ここでは、会社名、住所、電話番号などの項目データを使って店舗情報テーブルを作成します。

1.	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面から［店舗情報テーブル］を選択し、［次へ］をクリッ
クします。

	

2.	 テーブル新規作成ウィザード画面が表示されます。

	 テーブル新規作成ウィザード画面の項目：
名称	���������������������������������テーブルの名称を指定します。
バージョン	�������������������������テーブルのバージョンを指定します。
作成日	������������������������������自動的に日付が表示されます。必要に応じて、カレンダーアイコンを

クリックすると表示されるカレンダーで日付を選択します。

　　　オプション
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レイアウトテーブルに指定 ---- 店舗情報テーブルの場合は、無効になります。
本体で表示	�������������������������本体で表示する場合にチェックを入れます。
Key 項目に [0] ｺｰﾄﾞが有効	�����Key 項目に [0] を入力しても有効に設定する場合にチェックを入れま

す。
入力時優先するモード ---------- 本体でレイアウトテーブルから入力する時に、番号で表示させるか

一覧で表示させるか選択することができます。　　　　　　　　　　
　優先入力モード維持にチェックを入れると、本体で番号表示を一覧
モードに変更したり、一覧表示を番号表示に変更しても元の入力モー
ドを維持します。　

番号入力時、存在して	����������テーブル番号が定義されていない場合でもテーブル番号の入力を許可
いない番号の入力許可　　　   する場合にチェックを入れます。

3.	 オプションで必要事項にチェックを入れたら［次へ］をクリックします。

4.	 使用するフィールドにチェックを付け、必要に応じてフィールド追加、［名称］/［種類］/［サ
イズ］の変更を行います。

	

	 テーブルのフィールド定義：
選択	���������������������������������使用するフィールドを指定します。クリックしてチェックのオン / オ

フを切り替え、使用するフィールドのチェックだけが付いている状態
にします。ただし、1 行目の［Key］と表示された項目はオフにするこ
とはできません。

名称	���������������������������������フィールドの名称を指定します。他のテーブルの名称と重複しない名
称を指定してください。

種類	���������������������������������セルをダブルクリックすると表示されるドロップダウンリストから、
フィールドに格納する情報の種類として［文字］、［イメージ］、［マーク］
のいずれかを選択します。ただし、1 行目の［Key］と表示された項目
の種類は変更できません。
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サイズ	������������������������������フィールドのバイト数を指定します。文字の場合は半角 1 文字が 1 バ
イトです。使用するデータ項目の桁数と揃えて設定してください（印
字する項目のセンタリング等の設定に影響します）。

5.	 ［完了］をクリックすると［テーブル編集］ダイアログが表示されます。

6.	 セルを選択して情報を入力し、必要に応じて名称・プロパティの変更を行い、［OK］をクリッ
クします。

	 これで、店舗情報テーブルの作成が完了しました。
» »［テーブル編集］ダイアログを編集する場合は、「8.6.2 テーブル編集（テーブルグループ）］を参照してください。

» » 項目とテーブルを関連付ける場合は、項目のプロパティで行います。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共

通項目）」）
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8.6.1.2 マルチテーブル

ここでは、生産者と産地を関連付けた生産者テーブルをマルチテーブルで作成します。そして、生産者テー
ブルの Key 番号をバーコードにリンクさせることができます。

1.	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面から［マルチテーブル］を選択し、［次へ］をクリック
します。

2.	 テーブル新規作成ウィザード画面が表示されます。

テーブル新規作成ウィザード画面の項目：
名称	���������������������������������テーブルの名称を指定します。
バージョン	�������������������������テーブルのバージョンを指定します。
作成日	������������������������������自動的に日付が表示されます。必要に応じて、カレンダーアイコンを

クリックすると表示されるカレンダーで日付を選択します。

　　　オプション
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レイアウトテーブルに指定 ---- 本体で呼出画面の最初にテーブルを呼び出して、そのテーブルに関連
付けられたプリセット選択番号ごとにラベル発行したい場合にチェッ
クを入れます。　

　　　　　　　　　　　　　　　「呼出発行」、「文字検索発行」、「分類発行」、「入力発行」、「バーコード検索

発行」、「セット発行」の時に有効になります。

本体で表示	�������������������������本体で表示する場合にチェックを入れます。
Key 項目に [0] ｺｰﾄﾞが有効	�����Key 項目に [0] を入力しても有効に設定する場合にチェックを入れま

す。
入力時優先するモード ---------- 本体でレイアウトテーブルから入力する時に、番号で表示させるか

一覧で表示させるか選択することができます。　　　　　　　　　　
　優先入力モード維持にチェックを入れると、本体で番号表示を一覧
モードに変更したり、一覧表示を番号表示に変更しても元の入力モー
ドを維持します。　

番号入力時、存在して	����������テーブル番号が定義されていない場合でもテーブル番号の入力を許可
いない番号の入力許可　　　   する場合にチェックを入れます。

3.	 オプションで店舗情報テーブルに指定にチェックを入れて［次へ］をクリックするとテーブ
ルのフィールド定義画面が表示されます。

4.	 使用するフィールドにチェックを付け、名称の欄に生産地と生産者名と入力し［完了］をク
リックします。

	 テーブルのフィールド定義：
選択	���������������������������������使用するフィールドを指定します。クリックしてチェックのオン / オ

フを切り替え、使用するフィールドのチェックだけが付いている状態
にします。ただし、1 行目の［Key］と表示された項目はオフにするこ
とはできません。

名称	���������������������������������フィールドの名称を指定します。他のテーブルの名称と重複しない名
称を指定してください。

種類	���������������������������������セルをダブルクリックすると表示されるドロップダウンリストから、
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フィールドに格納する情報の種類として［文字］、［イメージ］、［マーク］
のいずれかを選択します。ただし、1 行目の［Key］と表示された項目
の種類は変更できません。

サイズ	������������������������������フィールドのバイト数を指定します。文字の場合は半角 1 文字が 1 バ
イトです。使用するデータ項目の桁数と揃えて設定してください（印
字する項目のセンタリング等の設定に影響します）。

5.	 ［完了］をクリックすると［テーブル編集］ダイアログが表示されます。

6.	 セルを選択して生産地と生産者名を入力します。

	 これで、生産者テーブルの作成が完了しました。
» »［テーブル編集］ダイアログを編集する場合は、「8.6.2 テーブル編集（テーブルグループ）］を参照してください。

» » 項目とテーブルを関連付ける場合は、項目のプロパティで行います。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共

通項目）」）
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8.6.1.3 ユーザ発音辞書

ここでは、項目データを発音一文字で検索できるユーザ発音辞書を作成する手順について、説明します。

1.	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面から［ユーザ発音辞書］を選択し、［次へ］をクリック
します。

	 次のウィザード画面が表示されます。

2.	 必要に応じて項目を設定し、［完了］をクリックします。

	 ［テーブル編集］ダイアログが表示されます。
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1.	 ［発音］列のドロップダウンリストから、読みの先頭文字を選択し、［単語］列に情報を入力し、
必要に応じて名称・プロパティの変更を行い、［OK］をクリックします。

	 これで、テーブルの作成が完了しました。
» »［テーブル編集］ダイアログの操作方法の詳細については、「8.6.2 テーブル編集（テーブルグループ）］を参照

してください。

» » 項目との関連付けは、項目のプロパティで行います。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」）
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8.6.1.4 コードテーブル

ここでは、コードテーブルを使って「キャッチフレーズ」テーブルを作成する手順について説明します。

1.	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面から［コードテーブル］を選択し、［次へ］をクリック
します。

	 次のウィザード画面が表示されます。

	 ウィザード画面の項目：
名称	���������������������������������テーブルの名称を指定します。
バージョン	�������������������������テーブルのバージョンを指定します。
作成日	������������������������������自動的に日付が表示されます。必要に応じて、カレンダーアイコンを

クリックすると表示されるカレンダーで日付を選択します。
　　　オプション

本体で表示	�������������������������本体で表示する場合にチェックを入れます。
Key 項目に [0] ｺｰﾄﾞが有効	�����Key 項目に [0] を入力しても有効に設定する場合にチェックを入れま

す。

　　　
　　　オプション設定をしたら［次へ］をクリックします。
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2.	 テーブル新規作成ウィザード画面が表示されます。
　　　次のウィザード画面が表示されます。

ここで、　［名称］を［キャッチフレーズ］に変更します。
［完了］をクリックします。

3.	 テーブル編集画面が表示されます。
　　　コード番号に関連付けるキャッチフレーズを入力します。

［ＯＫ］をクリックします。
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8.6.1.5 サンプルテーブル

サンプルテーブルには、使用頻度の高い数種類のテーブルが用意されています。これを利用すると、ラベ
ルパートナーで項目データの編集を容易に行うことができます。
ここでは、サンプルテーブルの「産地コード表（コードテーブル）」を選択した場合について説明します。

1.	 ［テーブル新規作成ウィザード］画面から［サンプルテーブル］を選択し、［次へ］をクリッ
クします。

	 次のウィザード画面が表示されます。

2.	 	使用するサンプルテーブル（ここでは「産地コード表（コードテーブル）」）を選択し、［完了］
をクリックします。

	 ［テーブル編集］ダイアログが表示されます。

3.	 必要に応じて名称、プロパティの変更を行い［OK］をクリックします。
	 これで、サンプルテーブルの作成が完了しました。
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8.6.2 テーブル編集（テーブルグループ）

［その他データ編集］リボンの［テーブル］グループ内に、作成したテーブルを編集するためのボタンがあ
ります。
» » 編集対象のテーブルに CSV ファイルからデータをインポートしたり、CSV ファイルへデータをエクスポートすること

ができます。

» » メニュー・リボン⇒「レイアウト」メニュー⇒「プロパティ」で「neo 固定タイプレイアウト設定」の「マスタレイ

アウトを使用」にチェックを入れた場合は、自動的に「固定版原産地表」と「固定版マーク表」のテーブルが表示さ

れます。

テーブルを表示してプロパティを編集する

1.	 ［その他データ編集］リボンの［テーブル編集］をクリックすると表示されるドロップダウ
ンリストから編集するテーブルを選択します。

	 たとえば、マルチテーブルで作成された「キャッチフレーズ」テーブルを選択します。

	 ［テーブル編集］ダイアログに「キャッチフレーズ」テーブルの内容が表示されます。

2.	 ［プロパティ］をクリックします。
	 ［テーブルのプロパティ］ダイアログが表示されます。
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	 ［テーブルのプロパティ］ダイアログの項目は、「8.6.1 テーブル新規作成（テーブルグループ）」-「店
舗情報テーブルを作成する」の手順 3 で表示されるウィザード画面の項目と同様です。	

3.	 	必要に応じて各項目を設定し、［OK］をクリックします。
	 たとえば、［テーブルのプロパティ］ダイアログの［名称］ボックスに新しいテーブル名称を指定して、

テーブル名称を変更することができます。
» » 編集対象のテーブルがすでに項目と関連付けられている場合は、名称を変更することはできません。また、項

目との関連付けが削除済みの場合でも、項目一覧エリアと入力エリアにテーブルの Key 項目が残っている場合

も名称を変更することはできません。項目一覧エリアで Key 項目を「印刷する」設定にしてから Key 項目の

削除を行うと、入力エリアからも Key 項目列が削除され、関連付けが完全に解除されます。

» » すでに作成済みのテーブルと重複する名称を指定することはできません。

CSV データを読み込む

［テーブル編集］ダイアログで、テーブルに CSV 形式で保存したファイルの内容を読み込むことができます。

1.	 ［テーブル編集］ダイアログで、［CSV データを読込］をクリックします。

	 確認メッセージが表示されます。

2.	 ［はい］をクリックすると、［開く］ダイアログが表示されます。
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3.	 ファイルの保存場所⇒読み込む CSV ファイルを指定し、［開く］をクリックします。
	 データが読み込まれます。

4.	 ［OK］をクリックすると、テーブルが保存されます。

CSV 形式で保存する

［テーブル編集］ダイアログで、テーブルの内容を CSV 形式のファイルに保存することができます。

1.	 ［テーブル編集］ダイアログで、［CSV 形式で保存］をクリックします。

	 ［CSV ファイル形式で保存］ダイアログが表示されます。

2.	 ファイルの保存場所⇒保存するファイル名を指定し、［保存］をクリックします。
	 CSV ファイルが保存されます。
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ショートカットメニューを使う

［テーブル編集］ダイアログのセル内で右クリックすると、ショートカットメニューが表示されます。

フィールドのプロパティ	���������������� フィールドのプロパティの設定ができます。

	 ［フィールドのプロパティ］ダイアログの項目：
名称	���������������������������������フィールドの名称を変更できます。
サイズ	������������������������������フィールドのサイズを変更できます。
種類	���������������������������������文字、イメージ、マークから選択することができます。
テーブルから取得	����������������チェックを入れると、選択したテーブルの中で表示フィールド指定さ

れたフィールドのデータをダイアログから選択することができます。

フィールドを新規作成	������������������� フィールドを追加することができます。選択すると、右端に列
が追加されます。

フィールドを削除	������������������������� 現在選択しているセルがあるフィールド列を削除します。



8. メニュー・リボン　8.6 その他データ編集

231

表示フィールド指定	���������������������� 選択しているセルがあるフィールド列に対して、表示フィール
ドの指定、または表示フィールドの指定の解除ができます。表
示フィールドに設定すると、本体で商品名による検索発行を行
う際の表示項目とすることができます。指定済みの場合、ショー
トカットメニューの前にチェックが付きます。

検索用項目に指定	�����������������������������選択しているセルがあるフィールド列に対して、検索用項目の指定、

または検索用項目の指定の解除ができます。検索用項目に指定する

と、本体で商品名による検索発行を行う際の検索用項目とすること

ができます。指定済みの場合、ショートカットメニューの前にチェッ

クが付きます。

行挿入	��������������������������������������������選択しているセルがある行の前に、1 行追加されます。

行削除	��������������������������������������������選択しているセルがある行が削除されます。

行追加	��������������������������������������������末尾に 100 行が追加されます。

コピー	��������������������������������������������選択しているセルの内容がクリップボードにコピーされます。

切り取り	�����������������������������������������選択しているセルの内容が切り取られ、クリップボードにコピーさ

れます。

削除	�����������������������������������������������選択しているセルの内容が削除されます。

貼り付け	�����������������������������������������選択しているセルに、クリップボードに保存されたコピーデータ、

切り取りデータが貼り付けられます。

昇順並べ替え	�����������������������������������選択しているセルがあるフィールド列を基準に、データが昇順に並

べ替えられます。

降順並べ替え	�����������������������������������選択しているセルがあるフィールド列を基準に、データが降順に並

べ替えられます。

テーブルキー項目の番号自動作成	��������［テーブルキー項目の番号自動作成］ダイアログを表示して、フィー

ルドのプロパティの設定ができます。

	

　　　［テーブルキー項目の番号自動作成］ダイアログの項目：
開始行	��������������������������������������� テーブルキー項目番号の自動作成を開始する行の番号を指定し

ます。ドラッグで範囲指定した場合は、自動的に開始行が表示
されます。

開始番号	������������������������������������ 連番の開始番号を指定します。
終了番号	������������������������������������ 連番の終了番号を指定します。ドラッグで範囲指定した場合は、

［開始番号］を指定すると自動的に［終了番号］が表示されます。
開始番号と終了番号同時変化	���������� 開始番号を指定すると同時に終了番号が指定されるようにする

場合はチェックを入れます。
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8.6.3 テーブル削除（テーブルグループ）

作成したテーブルを削除することができます。
» » 編集対象のテーブルがすでに項目と関連付けられている場合は、テーブルを削除することはできません。また、項目

との関連付けが削除済みの場合でも、項目一覧エリアと入力エリアにテーブルの Key 項目が残っている場合もテーブ

ルを削除することはできません。項目一覧で Key 項目を「印刷する」設定にしてから Key 項目の削除を行うと、入力

エリアからも Key 項目列が削除され、関連付けが完全に解除されます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［テーブル削除］をクリックすると表示されるドロップダウ
ンリストから削除するテーブルを選択します。

	 たとえば、［産地コード表］を選択します。

	 確認メッセージが表示されます。
	 ［はい］をクリックすると、テーブルが削除されます。

» » 	削除したテーブルを元に戻す場合は、クイックアクセスツールバーの［元に戻す］を使用してください。（⇒「9.5 

元に戻す」）
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8.6.4 セット発行（データグループ）

セット発行の設定を行うことができます。
セット発行を設定して本体に項目データを送信すると、本体のタッチパネル上に［セット発行］アイコン
が作成されます。［セット発行］アイコンからセット名を選択してラベルを発行すると、設定されたラベル
が連続して発行されます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［セット発行］をクリックします。

	 ［セット発行］ダイアログが表示されます。

	 ［セット発行］ダイアログの項目：
追加	���������������������������������新規のセット発行設定を作成する場合にクリックします。
削除	���������������������������������現在編集中のセット発行設定を削除する場合にクリックします。
セット名	���������������������������現在編集中のセット発行設定の名称を指定します。
セット番号	�������������������������セット名に関連付ける任意の番号を指定することができます。
呼出番号	���������������������������セット発行を行う項目データの呼出番号を各行に指定します。

2.	 新しいセット発行を設定する場合は、「セット発行の追加」記載の手順を行います。
	 作成済みのセット発行設定を変更する場合は、「セット発行の編集」記載の手順を行います。
	 作成済みのセット発行設定を削除する場合は、一覧から目的のセット番号を選択して［削除］

をクリックします。
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セット発行の追加

1.	 ［セット発行］ダイアログの［追加］をクリックします。
	 新しいセット発行設定が「セット xx」（xx は番号）として［セットのリスト］に追加されます。

2.	 ［セット名］に、新しいセット発行設定の名前を指定します。

3.	 必要に応じて、［セット番号］に番号を指定します。

4.	 ［呼出番号］の 1行目に、最初に発行するラベルの呼出番号を指定します。
	 続いて２行目に、２番目に発行するラベルの呼出番号を指定します。
	 同様に、3行目、4行目・・に、3番目、4番目・・に発行するラベルの呼出番号を指定します。

5.	 セット発行を行うすべてのラベルの呼出番号を指定後、［OK］　をクリックします。

セット発行の変更

1.	 ［セット発行］ダイアログの［セットのリスト］から、変更するセット発行設定を選択します。
	 選択したセット発行設定の設定内容が、表示されます。

2.	 必要に応じて、［セット名］、［セット番号］、［呼出番号］の指定内容を変更し、［OK］　をク
リックします。
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8.6.5 履歴（データグループ）

本体（プリンター）で発行されたラベルの発行履歴をラベルパートナーで取得する時の各種設定を行います。
» » ここで設定した発行履歴データをメニュー・リボンの通信⇒発行履歴取得をクリックするとパソコンに保存すること

ができます。（⇒「8.7.5 発行履歴取得（発行履歴）」）

1.	 ［その他データ編集］リボンの［履歴］をクリックします。

　　　［履歴設定］ダイアログが表示されます。
　　　たとえば、履歴データとして商品名、呼出番号と印字枚数を取得する場合について説明します。
　　　項目名欄に「商品名」、「呼出番号」、「印字枚数」と入力し、選択ボックスにチェックを入れます。

	 ［履歴記録データ形式］をダブルクリックするとドロップダウンリストが表示されます。
　　　元データを記録するか印字データを記録するかの設定を行うことができます。

　　　［タイプ］をダブルクリックするとドロップダウンリストが表示されます。　
　　　標準項目、印字枚数、店舗番号、機械番号にするかの設定を行うことができます。

　　　［現在レイアウトから履歴項目を取得］が有効になっている時は、ここをクリックすると履歴項目定
義のダイアログにレイアウトエリアにレイアウトされている項目が自動的に表示されます。

　　　ここで、「商品名」、「呼出番号」、「印字枚数」の選択ボックスにチェックを入れて、これらの履歴デー
タを取得することもできます。
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2.	 履歴詳細設定をクリックします。
　　　発行履歴詳細設定ダイアログが表示されます。

	 ［履歴詳細設定］ダイアログの項目：　　　
履歴データファイルの転送先設定	�������������������������本体の USB メモリまたはラベルパートナーで

設定した FTP サーバーへ転送することができま
す。

ファイル構成設定	����������������������������������������������履歴ファイル名のフォーマット指定、履歴ファ
イルの拡張子指定、履歴ファイルに項目間の区
切り指定、履歴ファイルにレコードの区切り指
定をそれぞれのドロップダウンリストから選択
することができます。

3.	 ［履歴確認］をクリックします。
　　　履歴設定のダイアログが表示され、設定した履歴データの確認をすることができます。
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　　　レイアウト１の商品名と呼出し番号のセルをダブルクリックしてプルダウンリストから選択します。

　　　その他のレイアウトの履歴データを表示させたい場合は、履歴設定のダイアログ内で右クリックし
てプルダウンリストから選択します。

　　　上記のように［履歴設定］した場合の履歴データを取得します。
　　①本体（プリンター）を通信状態にして、ラベルパートナーのメニュー・リボンの通信⇒発行履歴取
　　　　得をクリックします。
　　②履歴データを保存するフォルダーを選択してください。
　　　選択すると、履歴データの取得が開始されます。
　　③保存先のフォルダー内にＳｄフォルダーが作成され、そのフォルダー内に設定されたフォーマット
で　　　履歴データが保存されます。

　　　［ｃｓｖ］ファイルで取得した場合の履歴データ例：
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4.	 履歴フォーマットの削除
　　　設定した履歴フォーマットを削除することができます。

　　　［設定履歴］ダイアログの履歴一覧フレーム上で右クリックすると削除ボタンが表示されま
すので、削除ボタンをクリックします。

　　　削除ボタンをクリックすると、確認画面が表示されます。　

　　　削除する場合は、［はい］をクリックします。
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8.6.6 イメージ（データグループ）

イメージデータを一括して管理します。
» » ツールボックスのイメージ項目を使用してレイアウトエリアにイメージデータをレイアウトすることができます。（⇒

「5.9 イメージ項目」）なお、イメージデータの取得方法は、イメージ項目の項目プロパティのデータタブで行うこと

ができます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［イメージ］をクリックします。

　　　［イメージ管理］ダイアログが表示されます。

　　　ここでは、３種類の shinsei_logo が管理されています。

　　　イメージを追加する場合は、追加ボタンをクリックしてイメージファイルを選択します。

　　　イメージ項目の設定は、イメージ項目のプロパティで行います。
» »「6.10.2 ［データ］タブ」を参照してください。
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8.6.7 ラベル編集（データグループ）

ラベルの各種設定を行うことができます。
» »［デフォルトラベル設定］ダイアログの［ラベル選択］ドロップダウンリストから［ラベル新規追加］を選択した場合、

新規に作成するラベルの編集を同様の操作でできます。（⇒「8.1.1.1 ファイル」）

» » レイアウトのプロパティ（［レイアウト設定］ダイアログ）からラベルの編集を行うこともできます。（⇒「6.1.1 ［一般］

タブ」（レイアウトプロパティ）、および「8.4.8 プロパティ（データグループ）」）

1.	 ［その他データ編集］リボンの［ラベル編集］をクリックします。

　　　［ラベル編集］ダイアログが表示されます。
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2.	 	各項目を設定して［OK］をクリックします。
	
	 ［ラベル編集］ダイアログの項目：

新盛標準ラベルから選択	�������標準ラベルをドロップダウンリストから選択します。
ユーザ定義	�������������������������通常ラベルまたはフリーサイズラベル（ライナーレスラベル）から新

規に定義します。
名称	���������������������������������新規保存するラベルの名称を入力します。
ライナレスラベル設定値に	����ライナレスラベルに印字する場合にクリックします。
ラベルタイプ	����������������������［ユーザ定義］を選択した場合、ラベルタイプを選択します。

» » 	［裏マーク］：ラベルの裏面に位置決め用マーク（黒い横線）を検知して位

置決めを行います。

» » 	［ギャップ］：ラベルとラベルのすき間を検知して位置決めを行います。

» » 	［マークなし］：ラベルに位置決め用のマークがありません。

ギャップ幅	�������������������������［ユーザ定義］を選択した場合、ラベルとラベルの間隔を指定します。
ラベル幅	���������������������������［ユーザ定義］を選択した場合、ラベル幅を指定します。
ラベル長	���������������������������［ユーザ定義］を選択した場合、ラベル長を指定します。
裏マークの位置	�������������������［ユーザ定義］を選択した場合、裏マークの位置を指定します。
印字濃度	���������������������������ラベルに印字する時の濃度を指定します。
オープン	���������������������������クリックすると、ラベル背景に使用する画像ファイルを選択すること

ができます。ラベル背景の設定方法については、「［ラベル背景］を設
定する」を参照してください。

クリア	������������������������������クリックすると、ラベル背景の指定を取り消すことができます。

詳細設定	���������������������������クリックすると、［詳細設定］ダイアログが表示されます。

	

	 ［詳細設定］ダイアログについては、以下の「ラベルの詳細設定を行う」
に詳しく説明します。



8. メニュー・リボン　8.6 その他データ編集

242

ラベルの詳細設定を行う

1.	 ［ラベル編集］ダイアログの［詳細設定］をクリックします。
	 ［詳細設定］ダイアログが表示されます。

2.	 	各項目を設定して［OK］をクリックします。
	
	 ［詳細設定］ダイアログの設定項目：

印字位置上下微調整	�������������ラベルに対して印字開始位置の上下を微調整することができます。
送り量設定
ティアオフ送り量	����������������印字方式がティアオフ発行に設定されている時に、最後のラベルを切

り取りやすい位置までの送り量を指定します。
剥離送り量	�������������������������印字方式が剥離発行に設定されている時に、ラベルを台紙から剥離さ

せて取り出しやすい位置までの送り量を指定します。
ライナーレス送り量	�������������ライナーレスラベルに設定されている時に、最後のライナーレスラベ

ルを切り取りやすい位置までの送り量を指定します。
カッター送り量	�������������������カッター付きのライナーレスラベルに設定されている時に、最後のラ

イナーレスラベルをカッターの位置までの送り量を指定します。
印字速度設定
電池電源速度	����������������������バッテリーパックで使用する時の印字速度を選択します。
AC 電源速度	�����������������������AC 電源で使用する時の印字速度を選択します。
先頭 / 左右 / 末尾マージン	�����ラベルの前後左右の印字できない範囲を先頭マージン / 左右マージン

/ 末尾マージンとして指定します。
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センサー設定	����������������������センサー設定の確認メッセージが表示されます。
　　　　　　　　　　　　　   ［はい］をクリックしてください。

	

	 ［センサー設定］ダイアログを表示します。［センサー設定］ダイアロ
グの設定方法については、後述する「センサー設定を行う」を参照し
てください。

	

3.	 編集内容を保存する場合は、［ラベル上書き保存］をクリックします。
	 編集内容が保存されます。

4.	 ダイアログ右上の［×］をクリックして［ラベル編集］ダイアログを閉じます。
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センサー設定を行う

［ラベル編集］ダイアログの［詳細設定］⇒［センサー設定］をクリックすると表示される確認メッセージで［は
い］をクリックすると、［センサー設定］ダイアログが表示されます。

	

	 ［センサー設定］ダイアログの項目：
プリンタ本体の共通センサー設定値を使用する	��������本体の共通センサー設定値を使用する場合に

チェックを入れます。
	 チェックを外すと、その他の設定ができます。
	 ※通常は、チェックを入れたままにしておきます。
裏マークセンサー抵抗値	�������������������������������������裏マークセンサー抵抗値を指定します。
裏マークセンサーレベル	�������������������������������������裏マークセンサーレベルを指定します。
ギャップセンサー抵抗値	�������������������������������������ギャップセンサー抵抗値を指定します。
ギャップセンサーレベル	�������������������������������������ギャップセンサーレベルを指定します。
センサー設定値を本体より検出	����������������������������各センサー値を本体より検出して、裏マークセ

ンサー抵抗値 / 裏マークセンサーレベル / ギャッ
プセンサー抵抗値 / ギャップセンサーレベルの
値を自動的に取得する場合にクリックします。
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［ラベル背景］を設定する

［ラベル編集］ダイアログの［オープン］を使用して、ラベル背景の画像を選択することができます。

1.	 ［ラベル編集］ダイアログの［オープン］をクリックします。

2.	 	［開く］ダイアログが表示されます。
　　　ファイルの保存場所⇒読み込む画像ファイルを指定し、［開く］をクリックします。
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3.	 	［ラベル編集］ダイアログにラベル背景がプレビュー表示されます。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転ボタンをクリックするごとにラベル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　背景が右に９０度ずつ回転します。

4.	 編集内容を保存する場合は、［ラベル上書き保存］をクリックします。
	

5.	 ダイアログ右上の［×］をクリックして［ラベル編集］ダイアログを閉じます。
	 レイアウトエリアに背景画像が反映されたラベルイメージが表示されます。
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8.6.8 連続入力（データグループ）

既存の商品やテーブルレコードから、いくつかのデータを選んで、選ばれた商品の一部情報とテーブルレ
コードのフィールドデータをまとめて１枚のラベルの中に印字することができます。
盛り合わせ商品のラベルを作成する時に便利な機能です。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［連続入力］をクリックします。

　　　［連続入力］ダイアログが表示されます。

	 ［フィールド］項目の説明：
名称	���������������������������������入力時、本体画面上に表示されます。例えば、１回目の商品選択は、「品

名１」とします。
データソース	����������������������商品かテーブルかを選択します。ここでは、商品を選びますので「プ

リセットに設定します。
入力種類	���������������������������データソースソースを「プリセット」に設定した場合に有効となりま

す。印字データと入力データから選ぶことができます。
データソース詳細設定	����������商品にどの項目を使用するか、テーブル内のどのフィールドを使用す

るかの設定をします。
区切り文字	��������������������������次のデータ間との区切り文字を設定します。
フィールド関連付け	�������������上のフィールドと関連するかしないかの設定をします。関連付けると、

選択画面が表示されません。関連するフィールドと同じ番号で印字
データを取得します。

データ番号を重複入力許可	����すでに選択した商品番号やテーブルレコード番号が重複しても良いか
どうかを設定します。

終了許可	���������������������������最大ｎ回選択する場合、その中で少なくともｍ回必要な時は、ｍ回以
降は終了設定をします。本体には、入力画面に終了ボタンが表示され
ます。途中で、連続入力を終了することができます。
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　　　例として、３つの商品名と産地名を連続入力する場合について説明します。
　　　予め、３つの商品名とそれぞれの産地名のレイアウトを作成します。
　　　次に、連続入力設定をします。

　　　レイアウトされた商品名と産地名を連続入力しますので、データソースのプルダウンメニューから
プ　　　リセットを選択します。
　　　商品名を印字後、改行して産地名を印字したい場合は、区切り文字に「￥r」を入力します。
　　　商品名を選ぶと産地名も決まりますので、商品名と関連付けます。
　　　重複入力を許可しませんので、チェックを入れません。
　　　３番目の商品の産地まで連続入力しますので、終了許可には、チェックを入れません。

　　　１番目の商品名の詳細設定から商品名を選びます。

　　　１番目の商品名の産地名の詳細設定から産地名を選びます。

　　　商品の連続入力は、自分自身を選ぶことを防ぐため、入力エリアを有する印字通常の印字レアウト
に　　　おくことができません。
　　　ここでは、コピー発行のレイアウトの場合について、説明します。
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　　　コピー発行のレイアウトに盛り合わせ連続入力項目をレイアウトします。

　　　盛り合わせ連続入力項目のプロパティを開きます。
　　　ここで、一時変更設定で「強制一時変更」または「手動一時変更」にチェックを入れると、連続入
力　　　項目が有効になりますので、プルダウンメニューから「盛り合わせ連続入力」を選択します。
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8.6.9 強調印字（データグループ）

たとえば、食物アレルギーの原因食物に該当する食物を印字する場合に、他の文字より目立たせるように
強調して印字することができます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［強調印字］をクリックします。

　　　［強調印字］ダイアログが表示されます。

	 ［フィールド］項目の説明：
名称	���������������������������������文字項目のプロパティの詳細タブの強調設定のプルダウンメニューに

表示されます。
強調スタイル	����������������������強調印字したい文字のスタイルを選択することができます。
データ	������������������������������強調印字したい文字を入力します。
区切り文字	�������������������������たとえば、添加物がコンマで列記され、その中に食物アレルギーの原

因物質が含まれている場合に、原因物質名だけを強調印字したい場合
に設定をします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※一つ以上の区切り文字の登録が必要です。
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　　　例として、食物アレルギーの原因食物名をデータ欄に入力します。
　　　名称は、アレルゲンとします。

　　

　　　添加物名は、通常コンマで区切られて列記されますので、区切り文字に「、」を入力します。

　

　　　例えば、強調印字したいの文字項目のプロパティの「詳細」タブを開きます。強調印字設定にチェッ
　　　クを付けて、プルダウンメニューからアレルゲンを選択します。
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8.6.10 自動フォント（データグループ）

文字項目で印字範囲を可変にした時に、その印字範囲に全文字が印字されるように自動で予め設定された
フォントで表示されます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［自動フォント］をクリックします。

　　　［自動フォント設定］ダイアログが表示されます。
　　　左のフレームの追加をクリックすると、自動フォント設定 1 と入力され名称枠にも自動フォント設

定 1 と入力されます。

　　　右のフレームの追加をクリックすると、枠内に漢字ゴシック (32x32) が入力されます。
» » (32x32) は、フォント幅が 32dot、フォント長が 32dot を表しています。
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　　　フォントを追加したい場合は、再度、右フレームの追加をクリックします。
　　　たとえば、フォント幅 16、フォント長 16 を選択すると、漢字ゴシック (16x16) と入力されます。

　　　さらにフォントを追加したい場合は、同様な作業を行います。
　　　設定が完了したら保存をクリックします。
　　　【右フレームのフォント選択の注意事項】

» » フォント選択は、サイズの大きいフォントから順に選択してください。

» » フォント種類は、最大８種まで選択することができます。

2.	 文字項目をレイアウトします。
　　　たとえば、下記のように印字範囲に余裕を持ってレイアウトします。
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　　　文字項目のプロパティの詳細タブを開きます。
　　　自動フォントにチェックを入れ、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

　　　レイアウトされた文字項目は、印字範囲に余裕がありますので、自動フォントで設定された最も大
きい漢字ゴシック (32x32) で表示されます。

　　　ここで、レイアウトエリアの印字範囲を幅をそのままに高さを小さくするようにドラッグすると、
自動的に印字範囲に入る大きさの漢字ゴシック (16x16) に変更されて表示されます。
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8.6.11 通し番号（データグループ）

ナンバーリングを印字する時に、いろいろな設定に応じてナンバーリングを通し番号にすることができま
す。本設定がない場合（＝デフォルト）は、ナンバーリングは呼出番号毎での通し番号となり、呼出番号
をまたぐ通し番号にはなりません。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［通し番号］をクリックします。

　　　［通し番号設定］ダイアログが表示されます。
　　　左のフレームの追加をクリックすると、通し番号 1 と入力され名称枠にも通し番号 1 と入力されます。

	 ［通し番号タイプ］項目の説明：
全体	���������������������������������全レイアウトの範囲で通し番号が適用されます。
マスターレイアウト	�������������レイアウトのプロパティで neo 固定タイプ設定で作成されたマスター

レイアウトタブ毎の範囲で通し番号が適用されます。
レイアウト	�������������������������レイアウトタブ毎の範囲で通し番号が適用されます。
レイアウト種類	�������������������レイアウトの種類毎の範囲で通し番号が適用されます。
グループ	���������������������������分類で定義されたグループ毎の範囲で通し番号が適用されます。

» » ナンバーリング設定は、「6.2.6 ナンバーリング（共通項目）」を参照してください。
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2.	 ツールボックスから文字項目をレイアウトし、プロパティを開いてナンバーリングタブをク
リックします。

　　　通し番号にチェックを入れ、［その他データ編集］の［通し番号］で設定した名称を選択します。
» » ナンバーリング設定は、「6.2.6 ナンバーリング（共通項目）」を参照してください。

　　　各ナンバーリング項目を設定後、［ＯＫ］ボタンをクリックします。
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8.6.12 FTP 受信の関連設定（設定グループ）

ＦＴＰ受信時、レイアウトおよびテーブルとマスターファイル名をリンク付けすることができます。

1.	 ［その他データ編集］リボンの［FTP 受信の関連設定］をクリックします。

　　　［FTP 受信の関連設定］ダイアログが表示されます。
　　　ユーザ定義にチェックを入れてマスターファイル名を入力すると、レイアウト名とリンク付けをす

ることができます。
» » テーブル名も同様にリンク付けができます。
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8.7 通信
［通信］タブをクリックすると、［通信］リボンが表示されます。

通信には、本体とパソコンを通信ケーブル（USB）で接続し、本体の電源スイッチを入れ、タッチパネルの
［通信」アイコンにタッチして本体を通信状態にします。

» » 	接続方法については、「1.2 ラベルパートナーと USB ドライバーのインストール」の手順 7 を参照してください。

8.7.1 サンプル取得（通信設定）

1.	 ［通信］リボンの［サンプル取得］をクリックします。

　（１）［新盛のサンプルデータ］の［各グループのサンプルデータ］の［各ファイル］をクリックします。
　　　　ネット経由で新盛のサーバーから新盛のサンプルデータを取得することができます。

※複数のサンプルデータを選択することもできます。この場合は、レイアウトタブが自動的に追加さ
　れます。
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［開く］をクリックすると、今開いているファイルに追加するか別ファイルで開くかの確認画面が表
示されます。

（２）［ユーザ定義サンプルデータ］をクリックします。
　　　　ユーザの FTP サーバーからユーザ定義サンプルデータを取得することができます。

※ FTP サーバーの設定は、ネットワーク管理者にご相談ください。
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8.7.2 プリンター情報を取得（プリンタ情報）

本体の情報を取得することができます。
	

1.	 ［通信］リボンの［プリンタ情報を取得］をクリックします。

	 ［プリンタ情報］ダイアログが表示されます。
　　　※プリンタ情報を取得する時は、本体を［通信モード］にしてください。

	 次のエラーメッセージが表示された場合は、通信ケーブル（USB）が接続されているか、本体が通信
状態になっているかどうか確認し、［再試行］をクリックしてください。
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8.7.3 番号指定発行（オンライン発行）

レイアウトエリアに表示されているプリセットデータを呼出番号・発行枚数を指定してラベル発行す
ることができます。
» » 番号指定発行する時は、本体を［通信モード］にしてください。

» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.15 画面データを印字発行（入力

エリア）」）

1.	 ［通信］リボンの［番号指定発行］をクリックします。

	 ［１プリセットを発行］ダイアログが表示されます。

» »［１プリセットを発行］ダイアログの詳細については、「7.3.15 画面データを印字発行（入力エリア）」を参照

してください。

» »［OK］をクリックした時に、エラーメッセージが表示された場合は、通信ケーブル（USB）が接続されているか、

本体が通信状態になっているかどうかを確認し、［再試行］をクリックしてください。

8.7.4 選択発行（オンライン発行）

レイアウトエリアに表示されているプリセットデータの呼出番号を選択して発行枚数を指定してラベ
ル発行することができます。
» » 番号指定発行する時は、本体を［通信モード］にしてください。

» » 入力エリアのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.3.15 画面データを印字発行（入力

エリア）」）
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1.	 ［通信］リボンの［選択発行］をクリックします。

	 ［選択発行］ダイアログが表示されます。

選択データ発行	�������������������������������������������������発行したい呼出番号の行のいずれかのセルを選
択して背景を青色にすると、その呼出番号のラ
ベルを発行します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　複数の呼出番号を選択することもできます。
表示分類選択データを一括発行	����������������������������発行したい呼出番号の行のいずれかのセルを選

択して背景を青色にすると、同じ分類（行の番
号に同じ着色がされています。）の呼出番号の
ラベルを発行します。

表示レイアウトのデータ一括発行	�������������������������発行したい呼出番号の行のいずれかのセルを選
択して背景を青色に選択すると、同じレイアウ
ト名の呼出番号のラベルを発行します。

全レイアウトのデータを一括発行	�������������������������いずれかの呼出番号のセルを選択して背景を青
色に選択すると、全レイアウト名の呼出番号の
ラベルを発行します。

» »［OK］をクリックした時に、エラーメッセージが表示された場合は、通信ケーブル（USB）が接続されているか、

本体が通信状態になっているかどうかを確認し、［再試行］をクリックしてください。
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8.7.5 発行履歴取得（発行履歴）

予めパソコンで取得したい履歴データをメニュー・リボン⇒その他データ編集⇒履歴でフォーマット
します。（⇒ 8.6.5 履歴（データグループ））
本体を通信状態にして、本体で発行されたラベルデータをパソコンで取得することができます。

1.	 ［通信］リボンの［発行履歴取得］をクリックします。

保存したいフォルダを選択して、［ＯＫ］をクリックしてください。
選択したフォルダの中に自動的にＳｄフォルダが作成され履歴データが保存されます。

（デフォルトは、デスクトップになっています。）

履歴データがｃｓｖファイルで表示されます。

» » 必要に応じて、各セルをドラッグして広げます。
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8.7.6 送信（通信グループ）

現在開いているファイルの全データを本体に送信します。
» » 送信する時は、本体を［通信モード］にしてください。

1.	 ［通信］リボンの［送信］をクリックします。

	 確認メッセ―ジが表示されます。

2.	 	［はい］をクリックして、全データを送信します。
	 ［通信中］画面が表示されます。

» » 送信すると、本体の元データが全部消えてしまいます。

» »［はい］をクリックした時に、エラーメッセージが表示された場合は、通信ケーブル（USB）が接続されているか、

本体が通信モードになっているかどうかを確認し、［再試行］をクリックしてください。

» »［通信中］画面の［中止］をクリックすると、送信を中止することができます。

8.7.7 取得（通信グループ）

本体に保存されている全てのデータをパソコンに取得することができます。
» » データを取得する時は、本体を［通信モード］にしてください。

1.	 ［通信］リボンの［取得］をクリックします。

» »［通信］をクリックした時に、エラーメッセージが表示された場合は、通信ケーブル（USB）が接続されているか、

本体が通信状態になっているかどうかを確認し、［再試行］をクリックしてください。
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8.8 ツール
［ツール］タブをクリックすると、［ツール］リボンが表示されます。

8.8.1 バーコードのＣＤをする（自動計算グループ）

［ツール］リボンの［自動計算］グループ内に、バーコードの CD（チェックデジット）を自動計算するた
めのボタンがあります。
» » 自動計算できるバーコードは、JAN（8 桁、13 桁）、UPC-A（12 桁）、UPC-E（7 桁）、GS1 DataBar（14 桁）です。

» » たとえば、JAN13 の 13 桁目に CD が入力されていない場合に、この機能を使用すると 13 桁目の CD が自動計算され

ます。

1.	 ［ツール］リボンの［バーコードの CDを自動計算する］をクリックします。

	 自動計算が実行され、正常に終了すると、情報画面が表示されます。

　　　［ＯＫ］をクリックします。
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8.8.2 印字範囲（チェックグループ）

各項目データが各項目のプロパティで設定した桁数の範囲内にあるか、およびテーブルに関連づけた各項
目が各項目のプロパティで設定した桁数の範囲内にあるかをチェックすることができます。

8.8.2.1 全項目の印字領域を確認

1.	 ［ツール］リボンの［印字範囲］⇒［全項目の印字領域を確認］をクリックします。

	 項目のプロパティで設定した桁数に対して項目データがオーバーしている場合は、次のような警告
メッセージが表示されます。（例：［商品名］の項目データの桁数が設定値より多い場合）

2.	 	警告メッセージが表示された場合は［OK］をクリックし、	 該当項目の調整を行います。
» » 項目データを小さくするか、項目のプロパティで項目の桁数を大きく設定し直します。

3.	 ［項目の印字領域確認］ダイアログの［次項目確認］をクリックします。

4.	 	警告メッセージが表示された場合は手順 2～ 3と同様の操作を行います。
	 確認終了のメッセージが表示された場合は、［OK］をクリックします。
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8.8.2.2 テーブル関連項目の印字領域を確認

1.	 ［ツール］リボンの［印字範囲］⇒［テーブル関連項目の印字領域を確認］をクリックします。

» » 項目のプロパティで関連付けられたテーブル項目の［テーブル編集］ダイアログで、フィールドデータが項目

のプロパティで設定された桁数をオーバーしている場合は、次のような警告メッセージが表示されます。

　（例：［会社名］のフィールドデータの桁数が設定値より多い場合）

2.	 	警告メッセージが表示された場合は［OK］をクリックします。
	 ［テーブル編集］ダイアログが表示されます。

3.	 	該当項目の調整を行い、［OK］をクリックします。
» » 例では、キー項目 [002] の「生産者」データがオーバーしています。この場合は、「生産者」データを小さくするか、

関連づけられている項目データのプロパティで桁数を大きく設定し直して、［OK］をクリックします。

4.	 ［項目の印字領域確認］ダイアログの［次項目確認］をクリックします。
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5.	 	警告メッセージが表示された場合は手順 2～ 3と同様の操作を行います。
	 確認終了のメッセージが表示された場合は、［OK］をクリックします。

　

8.8.3 重複データチェック（チェックグループ）

入力エリアの同じ列の項目データに重複したデータがないかをチェックすることができます。

1.	 重複データをチェックしたい入力エリアの列を選択します。
	 たとえば、バーコードの列をクリックします。

2.	 ［ツール］リボンの［重複データチェック］をクリックします。

　　　

	
	 入力エリアの同じ列の項目データに重複したデータがある場合は、次のような警告メッセージが表示

されます。（例：バーコードが第１行目と第２行目が重複している場合）

3.	 	警告メッセージが表示された場合は［OK］をクリック後、該当項目の調整を行い、［重複デー
タ検査］ダイアログの［再検査］をクリックします。

	 後で調整を行う場合は、警告メッセージの［OK］をクリック後、［無視］をクリックして次の重複デー
タをチェックします。
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4.	 再度警告メッセージが表示された場合は手順 3と同様の操作を行います。
	 確認終了のメッセージが表示された場合は、［OK］をクリックします。
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8.8.4 データチェック（チェックグループ）

入力エリアの項目データに不適切なデータがないかをチェックすることができます。

1.	 ［ツール］リボンの［データチェック］をクリックします。

2.	 	警告メッセージが表示された場合は［OK］をクリック後、該当項目の調整を行い、［データ
チェック］ダイアログの［再検査］をクリックします。

	 後で調整を行う場合は、警告メッセージの［OK］をクリック後、［無視］をクリックします。

3.	 	再度警告メッセージが表示された場合は手順 2と同様の操作を行います。
	 確認終了のメッセージが表示された場合は、［OK］をクリックします。

» » エラーが生じているラベルを保存することはできますが、本体に送信するとエラーメッセージが表示され、送信する

ことができません。
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8.8.5 オプション（オプショングループ）

1.	 ［ツール］リボンの［オプション］をクリックします。

	 ［オプション］ダイアログが表示されます。

2.	 各項目を設定し、［OK］をクリックします。

	 ［オプション］ダイアログの項目：
時間間隔	������������������������������������������������ 自動保存間隔を設定します。
並べ替え時空白セルを対象にする	���������������� 並べ替え時に、空白セルを並べ替え対象にする場合は、

チェックを入れます。
入力後セルの移動方向	������������������������������� 項目データの入力後のセルの移動方向を選択します。
パートナー画面にデータをファイル ------------- 開いているパートナー画面に別のパートナーファイル
をドラッグした時の処理　　　　　                     をドラッグした時の処理を選択することができます。
最近使用したファイル一覧をクリア	������������� クリックすると、［ファイル］メニューを選択した際

に表示される［最近使用したファイル］の一覧内容が
クリアされます。

全設定値をデフォルトに戻す ------------------- クリックすると、全設定値をデフォルトに戻します。
ソフト更新の有無を確認 ---------------------------- ソフトが最新版になっているかどうかを確認します。
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9. クイックアクセスツールバー
本章では、クイックアクセスツールバーのツールボタンの使用方法について説明します。

9.1 プログラムアイコン
プログラムアイコンをクリックすると、メニューが表示されます。

元のサイズに戻す

最大化したラベルパートナーのウィンドウの大きさを元に戻します。

移動

ラベルパートナー画面をマウスを使わずに矢印キーで移動することができます。

サイズ変更

ラベルパートナー画面のサイズをマウスを使わずに矢印キーで変更することができます。

最小化

ラベルパートナーのウィンドウを最小化します。
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最大化

ラベルパートナーのウィンドウを最大化します。

閉じる

ラベルパートナーを終了します。

9.2 新規作成 
［新規作成］をクリックすると、メニューが表示されます。

1.	 ファイル
ファイルを新規に作成することができます。
» » 	［ファイル］メニューーでも同様の操作ができます。（「8.1.1.1 ファイル」）

2.	 レイアウト
新しいレイアウトタブを現在のレイアウトタブの後ろに追加することができます。
» » 	［ファイル］メニュー、ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（「⇒ 8.1.1.2 レイアウト」、「7.2.1.1 新規（レ

イアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」）

3.	 値下レイアウト
新しい値下レイアウトタブを現在のレイアウトタブの後ろに追加することができます。
» » 	［ファイル］メニュー、ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1.3 値下レイアウト」、「7.2.1.1 

新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » 詳細については、「15. 値下ラベルの作成」を参照してください。

4.	 コピー発行レイアウト
新しいコピー発行レイアウトタブを現在のレイアウトタブの後ろに追加することができます。
» » 	［ファイル］メニュー、ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1.4 コピー発行レイアウト」、

「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » 詳細については、「8.1.1.4 コピー発行レイアウト」を参照してください。
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5.	 トレーサビリティレイアウト
トレーサビリティのレイアウトを作成することができます。
» »「ファイル」メニュー、ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1.6 neo 固定タイプレイアウト」、

「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1,2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » 詳細については、「8.1.1.6 neo 固定タイプレイアウト」を参照してください。

6.	 neo 固定タイプレイアウト
neo 固定タイプのレイアウトを作成することができます。

neo 固定タイプレイアウトを作成するためには、「メニューリボン」⇒「レイアウト」メニュー⇒「プロパティ」
⇒「neo 固定タイプレイアウト設定」で「マスタレイアウトを使用」にチェックを入れてください。（⇒「8.4.8.6 
neo 固定タイプレイアウト設定」）
» »「ファイル」メニュー、レイアウトタブのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1.6 neo 固定

タイプレイアウト」、「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1,2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » 詳細については、「8.1.1.6 neo 固定タイプレイアウト」を参照してください。

なお、「neo 固定タイプレイアウト設定」にチェックを入れない場合は、neo 固定タイプレイアウトが表示
されません。

7.	 テーブル一覧発行レイウアト
テーブル一覧発行のレイアウトを作成することができます。
» »「ファイル」メニュー、レイアウトタブのショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「8.1.1.7 テーブル

一覧発行レイアウト」、「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1,2 挿入（レイアウトタブ）」）

» » 詳細については、「8.1.1.7 テーブル一覧発行レイアウト」を参照してください。
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9.3 開く 
［開く］を使用して、ファイルを開くことができます。

» » 	［ファイル］メニューーでも同様の操作ができます。（「8.1.2 開く」）

［開く］をクリックすると表示される［ファイルを開く］ダイアログで、開きたいファイルを選択します。

9.4 上書き保存 
［上書き保存］を使用して、ファイルを上書き保存することができます。

» » 	［ファイル］メニューーでも同様の操作ができます。（「8.1.3 上書き保存」）
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9.5  元に戻す 
［元に戻す］をクリックして、直前の編集操作を取り消すことができます。

» » 直前の編集操作後にファイルを保存した場合は、使用することができません。

» » 操作が元に戻せる場合にのみ、［元に戻す］が有効になります。

9.6 やり直す 
［やり直す］をクリックして、［元に戻す］で取り消した操作をやり直すことができます。

» » 直前の編集操作後にファイルを保存した場合は、使用することができません。

» » 操作がやり直せる場合にのみ、［やり直す］が有効になります。

9.7 拡大 
［拡大］をクリックするたびに、レイアウトエリアのレイアウト表示を 10％刻みで拡大表示することができ

ます。

» » 現在の表示拡大率はステータスバーで確認することができます。（⇒「14. ステータスバー」）
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9.8 縮小 
［縮小］をクリックするたびに、レイアウトエリアのレイアウト表示を 10％刻みで縮小表示することができ

ます。

» » 現在の表示拡大率はステータスバーで確認することができます。（⇒「14. ステータスバー」）

9.9 送信 
［送信］をクリックして、本体に全データを送信することができます。

» »［通信］リボンでも同様の操作ができます。（⇒「8.7.6 送信（通信グループ）」）
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10. レイアウトエリア
本章では、レイアウトエリアの使用方法について説明します。

1 つのファイルで複数のレイアウトを作成してプリセットデータを作成することができます。
レイアウトエリアでは、ツールボックス（⇒「5. ツールボックス」）を使用して各項目をレイアウトするこ
とができ、ドラッグ操作で項目のサイズ変更・移動・揃えなどができます。

10.1 レイアウトタブ
ファイルに複数のレイアウトが設定されている場合、タブを使用して操作対象のレイアウトを切り替える
ことができます。

» » レイアウトタブの追加については、「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レイアウトタブ）」を参照して

ください。

» » レイアウトの各種設定は、レイアウトのプロパティ（⇒「6.1.1［ 一般］タブ」（レイアウトプロパティ）で変更する

ことができます。

» » レイアウトの切り替えは、レイアウト一覧表示（⇒「10.2 レイアウト一覧表示ボタン」）を使用して行うことができます。
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10.2 レイアウト一覧表示ボタン
レイアウト一覧表示ボタンをクリックすると、作成されたレイアウトの一覧を確認することができます。
» » レイアウト件数が多く、レイアウトタブが隠れているような場合に使用します。

10.3 ラベル方向マーク
ラベル方向マークでラベルの発行方向を確認することができます。
また、レイアウトエリア右下のラベル方向マークにマウスを近付けると、動画でラベルの発行方向を確認
することができます。

» » ラベルの向きを回転する方法については、「8.4.9 ラベルを回転表示（回転グループ）」を参照してください。

» » 左上のラベル方向マークは、ルーラバーが表示されている場合に表示されます。

10.4 背景グリッド
レイアウトエリアに背景グリッドを表示することができます。

表示 / 非表示の切り替え	���������背景グリッドの表示 / 非表示を切り替えることができます。
　　　　　　　　　　　　　　 操作方法については、「8.3.3 背景グリッド（画面表示グループ」を参

照してください。
グリッド間隔の変更	��������������背景グリッドのグリッド間隔を変更することができます。
　　　　　　　　　　　　　　 操作方法については、「8.3.4 ラベル背景グリッド（画面表示グループ）

　」を参照してください。
項目をグリッド線に合わせる	���背景グリッドに合わせて項目がレイアウトされるように設定すること

ができます。
　　　　　　　　　　　　　　 操作方法については、「8.3.10 項目をグリッド線に合わせる（画面表示

グループ）」を参照してください。
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10.5 ルーラバー
レイアウトエリアにルーラバー（定規）を表示することができます。
» » ルーラバー左上のラベル方向マークは、ルーラバーが表示されている場合に表示されます。

表示 / 非表示の切り替え	���������ルーラバーの表示 / 非表示を切り替えることができます。
　　　　　　　　　　　　　　 操作方法については、「8.3.6 ルーラバー（画面表示グループ）」を参照

してください。

10.6 項目の移動・サイズ変更
レイアウトエリアで項目の移動、および項目のサイズ変更ができます。

» » レイアウトした項目を選択⇒ドラッグして項目の位置を移動することができます。

» » レイアウトした項目を選択⇒表示された□ハンドルにマウスを近づけた際にマウスポインタの形が「←→」となる場

合は、□ハンドルをドラッグして項目のサイズを変更することができます。選択状態の文字項目にマウスポインタを

近付けると、「印刷可能な文字数の参考値」が画面に表示されるので、調整の参考にしてください（項目の幅を変更

するとその幅に応じて再度［桁数（半角）］が変更されます）。

» » 各項目のプロパティ、ショートカットメニュー、および［ホーム］リボンで位置や桁数を変更することもできます。（⇒

「6. プロパティ」、「7. ショートカットメニュー」、および「8.2 ホーム」）

10.7 項目範囲
レイアウトエリアに項目の範囲を表示することができます。

表示 / 非表示の切り替え	���������項目の範囲の表示 / 非表示を切り替えることができます。
　　　　　　　　　　　　　　 操作方法については、「8.3.8 項目範囲を表示する」を参照してください。

10.8 拡大 / 縮小
レイアウトエリアの表示を、拡大 / 縮小することができます。
操作方法については、「9.7 拡大」、および「9.8 縮小」を参照してください。

10.9 印字範囲チェック
作成した全項目の印字領域、およびテーブル関連項目の印字領域をチェックすることができます。
詳細については、「8.8.2 印字範囲（チェックグループ）」を参照してください。

10.10 レイアウトエリアのショートカットメニュー
レイアウトエリアで、さまざまなショートカットメニューを使用することができます。
詳細については、「7.2 レイアウトエリアのショートカットメニュー」を参照してください。
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11. 入力エリア
本章では、入力エリアを使用して、レイアウト上に作成された各項目に項目データを入
力する方法について説明します。

11.1 入力エリアの行 /列 / セル
レイアウトごとに、入力エリアで項目データを入力します。

項目 表示 表示条件

文字項目 △ ［通常入力］、または［テーブルから取得］が設定されている場合、
入力列が追加されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
文字項目が［固定項目］に設定されている場合は表示されません。

（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」）
バーコード項目・価格項目 △ ［通常入力］、または［テーブルから取得］が設定されている場合、

入力列が追加されます。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共
通項目）」）

日付項目・時刻項目 △ ［通常入力］、［テーブルから取得］、または［補正］を設定した場
合のみ、入力エリアに補正値を設定するための入力列が追加され
ます。（⇒「6.6.1［ 詳細］タブ」（日付項目のプロパティ）/「6.7.1

［ 詳細］タブ」（時刻項目のプロパティ））
直線項目・斜線項目・四角形項目 × 入力列は表示されません。
イメージ項目・マーク項目 △ ［リストから選択］、または［テーブルから取得］が設定されてい

る場合、入力列が追加されます。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソー
ス）（共通項目）」）

呼出番号項目・発行枚数項目 × 入力列は表示されません。
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» » 項目プロパティで［テーブルから取得］を設定した項目は、セルのドロップダウンリストからテーブルデータを選択

する列となります。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」）

» » 項目プロパティで［リストから選択］を設定した項目は、セルのドロップダウンリストからファイルに保存されたイ

メージや標準で準備されているマークを選択する列となります。（⇒「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」）

行 /列 / セルの選択

・	 項目データの行番号、列をクリックして、行全体 / 列全体を選択することができます。
・	 セルを選択してドラッグすると、セルの範囲選択ができます。
・	［Ctrl］キーを押しながらセルをクリックして複数のセルを選択することができます。

11.2 項目データの入力
入力エリアの入力したい項目データのセルを選択して入力すると、レイアウト上の対応する項目にデータ
が入力されます。
» » 同じレイアウト内および異なるレイアウト内に異なる項目データを入力して、多くのプリセットデータを作成するこ

とができます。

1.	 入力エリアの［呼出番号］列に重複しない数字を入力し［Enter］キーを押します。
» » 入力後に右のセルに移動するか、下のセルに移動するかを設定することができます。（⇒「7.3.8 入力後セルの

移動方向（入力エリア）」）

» » ファイル内で重複しない数字を入力してください。重複した呼出番号を入力するとエラーメッセージが表示さ

れます。

» » また呼出番号を自動作成することもできます。（⇒「7.3.16 呼出番号自動作成（入力エリア）」）

» » レイアウト上の文字項目のハンドルをマウスで拡大して［テキストボックス］を作成した場合、項目データの

のセル内で強制改行を行う場合は、［Shift］キーを押しながら［Enter］キーを押します。

» » 文字項目のプロパティで設定された桁数をオーバーした場合や設定された文字種類以外の文字が入力された場

合、［Enter］キーをクリックするとエラーメッセージが表示されます。
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» » 	エラーが発生しているセルは、ピンク色で表示されます。このようなエラーが生じているプリントラベルを保

存することはできますが、本体に送信するとエラーメッセージが表示され、送信することができません。

» » 項目桁数の変更は、項目のプロパティで行うことができます。（⇒「6. プロパティ」）

2.	 入力を行った行をクリックして、入力データがレイアウトエリアできちんと表示されている
かどうか、確認します。

	 必要に応じて、レイアウトの調整を行います。
» »［座標］ボックス（⇒「8.2.20 X 座標 /Y 座標（座標グループ）」）で、項目の位置を調整することができます。また、

レイアウトした項目を選択⇒ドラッグして項目の位置を移動することもできます。

» » 項目のサイズ変更については、「10.6 項目の移動・サイズ変更」を参照してください。

11.3 セルの行幅 / 列幅の変更
行全体、列全体の幅を変更したい場合は、隣り合う行の間、または隣り合う列の間にマウスポインタを合
わせ、マウスポインタの形状が「←→」となった状態でドラッグします。
また、「←→」となった状態でダブルクリックすると、入力内容の量に応じた行幅 / 列幅に変更することが
できます。

11.4 項目データの列の移動
項目データの列を移動させることができます。（⇒「8.4.7 入力順序設定（データグループ）」）

11.5 入力内容のインポート・エクスポート
入力内容のインポート / エクスポートが行えます。（⇒「8.1.5.1 CSV ファイル直接インポート」、および「8.1.6.1 
CSV ファイル」）

11.6 入力内容の検索 /置き換え
入力内容の検索 / 置き換えができます。（⇒「8.5.1 検索 / 置き換え（データグループ）」）

11.7 バーコードの CD（チェックデジット）の自動計算
バーコードの CD（チェックデジット）を自動計算することができます。（「8.8.1 バーコードのＣＤをする（自
動計算グループ」）
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11.8 重複データのチェック
項目データに重複した内容があるかをチェックすることができます。（⇒「8.8.3 重複データチェック（チェッ
クグループ）」）

11.9 無効データのチェック
項目データに無効なデータがないかチェックすることができます。（⇒「8.8.4 データチェック（チェックグ
ループ）」）

11.10 入力エリアのショートカットメニュー
入力エリアで、さまざまなショートカットメニューを使用することができます。
» » 詳細については、「7.3 入力エリアのショートカットメニュー」を参照してください。
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12. 項目一覧エリア
本章では、項目一覧エリアの使用方法について説明します。

項目一覧エリアは、レイアウトエリアで作成された項目、入力エリアの入力データとに対応しています。
図は、［商品名］項目を選択した時の相関図です。

展開表示

・	 項目前の ｢＋｣ マークをクリックするとレイアウトエリアに作成された項目が展開表示されます。
・	「－」マークをクリックすると、展開表示が折りたたまれ ｢＋｣ マークが表示されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原材料名が［原材料：］に固定されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがって、入力エリアに原材料名の列が作成され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていないことがわかります。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付が時刻に関連付けられています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで、入力エリアに原材料名の列が作成され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていないことがわかります。
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テーブルに関連付けられた項目

項目がテーブルに関連付けられている場合、項目一覧には関連付けられているテーブル名、フィールド名
（「産地コード表」のようなコードテーブル以外の場合）が表示されます。
・	 テーブルの関連付けについては、「6.2.1 データ元（データ・ソース）（共通項目）」の「テーブルから取得

する」を参照してください。
・	 テーブル（店舗情報テーブル以外）に関連付けられている項目の入力は、入力エリアに表示された Key

項目列のセルでドロップダウンリストから選択して行います。
・	 テーブルの関連付けを解除すると、項目一覧ではフィールドのデータを表示している項目の情報から「テー

ブル名」、および「フィールド名」が削除されます。しかし、項目一覧エリアと入力エリアには Key 項目
の表示が残ります。この場合、項目一覧で Key 項目を「印字する」設定にしてから Key 項目の削除を行っ
てください。項目一覧で Key 項目の削除を行うと、入力エリアからも Key 項目列が削除されます。

項目のプロパティ

・	 一覧表示された項目をダブルクリックすると、項目のプロパティが開きます。（⇒「6.2 項目プロパティ（共
通項目）」）

項目エリアのショートメニュー

・	 項目一覧エリアのショートカットメニューを使用して、各項目の名称変更や印字有無の設定を行うことが
できます。

　詳細については、「7.4 項目一覧エリアのショートカットメニュー」を参照してください。
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13. 分類表示エリア
分類定義された分類表示エリアが表示されます。

　　　レイアウト１で［弁当］に分類された呼出番号が一覧表示されています。
» » 分類定義の作成手順は、「7.5.1 分類定義」を参照してください。

　　　全データを選択すると、レイアウト１の全呼出し番号が一覧表示されます。　　
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14. ステータスバー
各種設定情報がステータスバーに表示されます。

ステータスバーには、項目データに関する各種情報が表示されます。

表示 / 非表示の切り替え	�������ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えることができます。
　　　　　　　　　　　　　   操作方法については、「8.3.5 ステータスバー（画面表示グループ）」を

参照してください。
	 レイアウト情報：

項目	���������������������������������レイアウトエリアに作成された項目数が表示されます。
プリセット	�������������������������編集中のレイアウトの項目データの総件数が表示されます。
プリセットサイズ	����������������編集中のレイアウトの項目データのサイズが表示されます。
ラベル幅	���������������������������編集中のレイアウトのラベル幅が表示されます。
長さ	���������������������������������編集中のレイアウトのラベル長が表示されます。
表示拡大率	�������������������������編集中のレイアウトの表示の拡大率が表示されます。

	 ファイル情報：
レイアウト	�������������������������ファイルのレイアウトタブの総数が表示されます。
プリセット	�������������������������ファイルの項目データの総件数とサイズが表示されます。
テーブル	���������������������������ファイルのテーブルの総件数とサイズが表示されます。
登録イメージ	����������������������ファイルのイメージ（画像）の総件数とサイズが表示されます。
フォント	���������������������������ファイルで使用されている外部フォントの種類とサイズが表示されま

す。
» » 外部フォントは、パソコンにインストールされているフォントです。
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15. 値下ラベルの作成
本章では、値下ラベルを作成する手順について説明します。
ラベルパートナーでは、あらかじめ準備されている標準値下レイアウトを選択したり、ユーザが新規に定
義して作成できるユーザ定義の値下ラベルを作成したりすることができます。

15.1 標準の値下レイアウトを追加する
レイアウトタブに標準の値下ラベルを追加します。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［値下レイアウト］を順に選択します。
	 ［値下ラベル作成ウィザード］が表示されます。

» » ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レ

イアウトタブ）」）

» » クイックアクセスツールバーでも同様の操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」の「値下レイアウト」）

2.	 ［よく使われる値下ラベル］ドロップダウンリストから追加したい標準値下レイアウトを選
択します。

　　　たとえば、よく使われる値下ラベルに［新盛値下 A-55X34］を選択します。

	 ［次へ］をクリックします。



15.  値下ラベルの作成　15.1 標準の値下レイアウトを追加する

290

3.	 値下ラベル作成ウィザードが表示されます。

	 ウィザード画面の項目：
％引設定
　最大値下幅	����������������������値下幅を設定します。
UPCE（元バーコード）設定
　UPCA に展開	�������������������元バーコードを UPCA に展開します。
　先頭「0」埋めで CD なし	���先頭を「0」で埋めてチェックデジェットがありません。
　先頭「0」埋めで CD あり	���先頭を「0」で埋めてチェックデジェットがあります。
端数処理設定
　処理対象
　　値下後価格	�������������������値下後価格を処理対象とします。
　　値下額	�������������������������値下額を処理対象とします。　　
　端数処理
　　切捨て	�������������������������端数処理を切り捨てします。
　　切上げ	�������������������������端数処理を切上げします。
　　四捨五入	����������������������端数処理を四捨五入します。
　処理桁数
　　指定なし	����������������������通常の処理をします。
　　小数点後 2 桁	����������������端数処理を行う桁数を選択します。
　　小数点後 1 桁	����������������端数処理を行う桁数を選択します。
値下ボタン定義	�������������������［値下ボタン定義］ダイアログが表示されます。値下方式のフラグに対

応して値下幅を設定します。
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	 値下ラベル作成ウィザード画面で［終了］をクリックすると、値下レイアウトタブが現在のレイアウ
トタブの後ろに追加表示されます。

　　　ここで、「20％引」の値引率項目をダブルクリックまたは右クリックして、値引率の項目プロパティ
　　　を表示させて各種設定をします。

フォントサイズ自動設定	�������値下率項目を拡大・縮小させると、値引率項目の大きさに応じてフォ
ントサイズが自動的に拡大・縮小します。
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15.2 ユーザ定義の値下レイアウトを追加する
レイアウトタブにユーザ定義の値下ラベルを追加します。

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［値下レイアウト］を順に選択します。
	 ［値下ラベル作成ウィザード］が表示されます。

» » ショートカットメニューでも同様の操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」、「7.2.1.2 挿入（レ

イアウトタブ）」）

» » クイックアクセスツールバーでも同様の操作ができます。（⇒「9.2 新規作成」の「値下レイアウト」）

2.	 ［よく使われる値下ラベル］ドロップダウンリストから［ユーザ定義］の値下レイアウトを
選択しします。

　　　［次へ］をクリックします。
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3.	 値下ラベルの選択のダイアログが表示されます。

	 値下ラベルの選択画面：
ラベル
　ラベルリストから選択	�������ラベルサイズを選択します。
　　　　　　　　　　　　　　たとえば、ラベル新規追加から 55mmx34mm を選択します。
ラベル編集
» » 詳細は、「8.6.7 ラベル編集（データグループ）」を参照してください。

	
　　　［次へ］をクリックします。
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4.	 値下方式選択のダイアログが表示されます。

	 値下方式選択：
元価格入力画面ボックスにチェックを外している場合
　　　　　ＮＯＮＰＬＵバーコードを読み取った場合のみ元価格が表示されます（元価格を表示する
　　　　　に設定してある場合）。
元価格入力画面ボックスにチェックが付いている場合

・入力必須にチェックが付いている場合
　　　　　「元価格有り」の値下フォーマットのみが選択有効となります。

・入力必須にチェックを外している場合
　　　　　ＮＯＮＰＬＵバーコードを読み取った場合は、元価格が表示され、ＰＬＵバーコードを読
　　　　   み取った場合は、元価格が表示され、元価格を入力すると「元価格有り」の値下フォーマ
　　　　   ットで印字し、元価格の入力がない場合は、「元価格無し」の値下フォーマットで印字し
　　　　   ます（元価格を表示するに設定してある場合）。
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5.	 値下選択方式で「元価格入力画面」にチェックを入れ、「入力必須」にチェックを外してあ
る場合について説明します。

　　　［次へ］をクリックします。

6.	 社員番号関連定義のダイアログが表示されます。

	 ［社員番号使用］ボックスにチェックを入れると社員番号桁数以下の項目が有効になります。
　　　ここでは、社員番号使用ボックスにチェックを外して［次へ］をクリックします。
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7.	 出入力バーコード定義のダイアログが表示されますので、出力バーコードを指定します。
　　　たとえば、CODE128- 新盛 -I を選択します。20 桁の構成が色別に表示されます。

　　　［次へ］をクリックします。

8.	 出力バーコード構成項目定義のダイアログが表示されます。

　　　［現項目以後の設定情報を廃棄する］をクリックすると、出力バーコードの先頭より定義し直します。
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　　　ここでは、最初の 13 桁までを元バーコードに関連付けしますので、元バーコード (13 桁 ) のまま［次
へ］をクリックします。

　　　最初の 13 桁までが元バーコードに関連付けられました。

　　　［現項目以後の設定情報を廃棄する］をクリックすると、出力バーコードの 14 桁目以降より定義し
直します。

　　　
　　　ここでは、出力バーコードの 14 桁目を値下げ方式 (1 桁 ) に関連付けますので、値下げ方式 (1 桁 )

のまま［次へ］をクリックします。
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　　　14 桁目が値下げ方式のフラグ定義に関連付けられました。

　　　プライスチェックにチェックを入れる場合は、出力バーコード指定で新規を選択して設定を行って
ください。

　　　［現項目以後の設定情報を廃棄する］をクリックすると、出力バーコードの 15 桁目以降より定義し
直します。

　　　ここでは、15 桁～ 19 桁目を値下データを値下げデータに関連付けますので、値下げデータのまま［次
へ］をクリックします。
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9.	 確認画面が表示されました。
　　　15 桁～ 19 桁が値下げ後の価格データに関連付けられました。

　　　確認後、［次へ］をクリックします。

10.	％引き、UPCE（元バーコード）設定、端数処理の設定のダイアログが表示されました。
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	 値下ボタン定義：値下ラベル作成ウィザードで 14 桁目を値下方式 (1 桁 ) に割り当て、下図のように
　　　　　　　　値下げ方式フラグを定義しています。

　　　　　　　　　　　ここで、値引き幅を変更したい場合は、変更したいセルをダブルクリックします。

　　　値下げボタン定義が終了したら、［終了］をクリックします。

11.	ユーザで定義された値下げラベルタブが現在のレイアウトタブの後ろに追加されました。
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16. フリーサイズラベルの作成
本章では、ライナーレスラベルなど長さ方向に自由にカットすることができるフリーサ
イズラベルを作成する手順について説明します。

ラベルパートナーでは、あらかじめ準備されている標準フリーサイズラベルから作成したり、ユーザが新
規に定義してフリーサイズラベルを作成することができます。

16.1 標準のフリーサイズラベルから作成する

1.	 ラベルパートナーをデスクトップアイコンから起動します。

2.	 ［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。
　　　たとえば、ラベル選択ボックスから標準（フリーサイズ）60mm を選択し、［ＯＫ］をクリックします。

　　　標準（フリーサイズ）60mm を選択した場合は、２インチまたは３インチの本体にも使用できますが、
マージン（印字がされない領域）が異なりますので、次のような確認メッセージが表示されます。
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　　　選択した標準のフリーサイズラベルがレイアウトエリアに表示されます。

» » 	ラベルの各種設定は、［その他データ編集］メニューの［ラベル編集］（⇒「8.6.7 ラベル編集（データグルー

プ）」）、レイアウトプロパティの［ラベル編集］（⇒「7.2.1.7 レイアウトプロパティ（レイアウトタブ）」、「8.4.8.2 

レアイウトプロパティ」）を使用して行います。

3.	 	「高さ可変項目」を選択して、入力されるデータ量に応じて項目の高さを自動で調整し、デー
タが入力されないと選択された項目が削除されて表示されます。

	 サンプルラベルに基づいて説明します。
　ａ．最初に「商品名」と「原材料の内容」項目をレイアウトします。

　　　次に、レイアウトエリアの「商品名」には、「ロースかつ弁当」と入力し、「原材料の内容」には、
１行分のデータを入力し、呼出番号に「１」を入力します。
» » グレーゾーンにレイアウトした場合は、自動的にラベル長さが伸長されます。

グレーゾーン
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　ｂ．「原材料の内容」項目上を右クリックして項目のショートカットメニューを表示させ、「高さ可変項目」
を選択します。

　ｃ．「高さ可変項目」に設定されると、「原材料の内容」と表示されて上辺が赤線表示されます。
» » レイアウトされた項目に入力するデータ量によってラベル長さが変わる項目は、上辺が赤くなります。

　　　次に、ラベル下辺（はさみマークのカットライン）にポインターを合わせてドラッグして、ラベル
長さを自由に調節します。

　　　たとえば、ラベル下辺をドラッグしてスペースを 2mm にします。
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　ｄ．ポインタ－を入力エリアの呼出番号１の行のセルに移動させると、レイアウトエリアの「原材料の
内容」の１行分のデータが印字表示されます。

　ｅ．ここで、「原材料の内容」のデータを削除すると印字表示されずに自動的に上に詰められます。
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　ｆ．次に、レイアウトエリアの呼出番号２の「商品名」に「ロースかつ弁当」と入力し、「原材料の内容」
に３行分のデータを入力して印字表示させます。

　　　すると、追加した「原材料の内容」のデータの 2 行分が自動的に下に伸張して印字表示されます。

　ｇ．続けて、バーコードをレイアウトして、ラベル下辺をドラッグしてスペースを 2mm に調整します。
　　　次に、「バーコード項目」上を右クリックして、項目のショートカットメニューから「高さ可変項目」

を選択すると、バーコード項目の上辺が青線表示されます。
» » レイアウトエリアに入力するデータ量によってもラベル長さが変わらない項目は、上辺が青線表示になります。

　　　同様に、レイアウトエリアの「バーコード１」にデータが入力されていないと、印字表示させてもバー
コードは表示されません。
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4.	 「分割線を追加」を選択して、ラベルを二枚以上に分割します。
　ａ．呼出番号１の「バーコード１」にデータ「4901234567894」を入力して印字表示させます。
　　　ここで、「原材料の内容」項目と「バーコード」項目との間を分割します。

　ｂ．「原材料の内容」項目と「バーコード」項目とのレイアウトエリアの間を右クリックして「分割線を追加」
を選択します。
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　ｃ．上下にラベルが２分割されました。
» » 分割する場合は、上下のラベルの長さが 10mm 以上必要になります。

» » カットラインにポインターをおいてドラッグすることによりカットラインを移動させることができます。

» » 分割後のラベル長さがそれぞれ 10mm 以上あれば、２ヵ所以上にカットラインを入れることができます。

» » ラベル長さが 10mm 以上あれば、グレーゾーンにもカットラインを入れることができます。

　ｄ．カットラインを削除する場合は、カットライン上にポインターをおいて右クリックして「分割線を
削除」を選択します。

グレーゾーン

10mm 以上

10mm 以上
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5.	 レイアウトエリア上の項目同士が長さ方向にオーバーラップした状態で、「高さ可変項目」
が含まれている場合は、全体が自動的にグループ化されたように表示されます。

　ａ．「原材料の内容」と「バーコード」項目が「高さ可変項目」に選択されています。

　ｂ．次に、サンプルラベルに基づいて「価格」項目をレイアウトし「高さ可変項目」に選択します。
　　　たとえば、呼出番号１の価格１項目に「1200」と入力します。
　　　すると、「価格」」と「バーコード」項目の高さがオーバーラップしますので、グループ化されたよ

うに全体の上辺が赤線表示されます。

　　　印字表示にします。
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　ｃ．ここで、入力エリアの「バーコード１」項目のデータを削除すると印字表示されずに「価格」項目
の下辺が詰められて印字表示されます。

　ｄ．次に、「価格」項目が「バ－コード」項目から下にずれた場合は、「価格」項目も「バーコード」項目も「高
さ可変項目」に選択されていますので、どちらの項目の上辺も青線表示されています。

　　　ここでは、「価格」項目にも「バーコード項目にもデータが入力されています。
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　　　印字表示にします。

　ｅ．ここで、「バーコード」項目のデータを削除すると、バーコード項目が印字表示されずに価格項目が
上に詰められて印字表示されます。
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16.2 ユーザ定義のフリーサイズラベルを作成する

1.	 ラベルパートナーをデスクトップアイコンから起動します。

2.	 ［デフォルトラベル設定］ダイアログが表示されます。
　　　ラベル新規追加を選択し、［ＯＫ］をクリックします。

　　　ラベル編集画面が表示されます。
　　　フリーサイズラベルを選択して、ラベル追加保存をクリックします。
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» » 	ラベルの各種設定は、［その他データ編集］メニューの［ラベル編集］（⇒「8.6.7 ラベル編集（データグループ）」）、

レイアウトプロパティの［ラベル編集］（⇒「7.2.1.7 レイアウトプロパティ（レイアウトタブ）」、「8.4.8.2  1

レイアウトプロパティ」）を使用して行います。

	

　　　デフォルト値のフリーサイズ 55mm のフリーサイズラベルがレイアウトエリアに表示されます。

　　　項目３以降は、「標準のフリーサイズラベルから作成する」の手順を参照してください。
　　　（⇒「16.1 標準のフリーサイズラベルから作成する」）
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17. トレーサビリティラベルの作成
本章では、トレーサビリティラベルを作成する手順について説明します。

17.1 トレーサビリティレイアウトの作成

1.	 ［ファイル］メニュー⇒［新規］⇒［トレーサビリティレイアウト］を順に選択します。
» » ショートカットメニューでも同様な操作ができます。（⇒「7.2.1.1 新規（レイアウトタブ）」または「7.2.1.2 挿

入（レイアウトタブ）の「トレーサビリティレイアウト」）

» » クイックアクセスツールバーでも同様な操作ができます。（「9.2 新規作成」の「トレーサビリティレイアウト」）

2.	 出力形式画面が表示されます。



17. トレーサビリティのラベル作成　17.1 トレーサビリティレイアウトの作成

314

　　　Ａタイプ：一つの固体識別番号と重量などの選択したＡＩを入力します。
［Ａタイプのレイアウト例］

枝肉番号・カット規格番号の詳細設定をした場合について、表示されています。

　　　Ｂタイプ：複数の固体識別番号、その他の追加情報を入力します。
［Ｂタイプのレイアウト例］

固体識別番号を最大の３つ入力できるように設定した場合について、表示されています。
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　　　Ｃタイプ：生産履歴確認番号、その他の追加情報を入力します。
［Ｃタイプのレイアウト例］

生産履歴確認番号が最大の３つ入力できるように設定した場合について、表示されています。

3.	 Ａタイプが選択された場合
３－１　一つの画面で必要なデータを入力が選択された場合

　　　　　入力画面構成で一つの画面で必要なデータを入力が選択されたまま、「確認ボタン表示」にチェッ
　　　　　クを入れて「次へ」をクリックします。

　　　
　　　　　確認ボタン表示ボタンーーーチェックを入れると、プリンター本体の入力項目に全てスキャニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ングまたは手入力された後に、次の印字枚数入力画面に進む前に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「次へ」ボタンが表示されます。
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　　　　　入力バーコード画面が表示されます。
　　　　　ここでは、全ての項目にチェックを入れて必須項目を選択して、「次へ」をクリックします。

　
　　　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、「する」が選択されたまま「次へ」をクリックします。

　　　　　入力バーコード画面で「枝肉番号」にチェックを入れた場合、AI7002 の詳細構成設定画面が表
　　　　　示されます。

　　　　　工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分を表示させたい場合は、チェッ
　　　　　クが選択されたまま「次へ」をクリックします。
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　　　　　AI7002 の印字項目設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、全てにチェックを入れて「ＯＫ」をクリックします。

　　　　　「一つの画面で必要なデータを入力」を選択した場合のトレーサビリティレイアウトが作成され
　　　　　ました。
　　　　　※トレーサビリティレイアウトは、作成手順は異なるものの「基本バーコード→補助バーコー
　　　　　　ドの画面順で入力」または「補助バーコード→基本バーコードの画面順に入力」を選択した
　　　　　　場合でも同じになります。

　　　　　AI7002 の詳細構成設定画面で工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分
　　　　　を表示をさせない場合は、その他にチェックを入れて「ＯＫ」をクリックします。
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　　　　　その他を選択した場合のトレーサビリティレイアウトが作成されました。

３－２　基本バーコード→補助バーコードの画面順で入力が選択された場合

　　　　　入力画面構成で基本バーコード→補助バーコードの画面順で入力を選択し、「基本バーコード画
　　　　　面の確認ボタン表示」にチェックを入れて「次へ」をクリックします。

　　　　　基本バーコード画面の確認ボタン表示ーーーチェックを入れると、プリンター本体の入力項目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に全てスキャニングまたは手入力された後に、次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の印字枚数入力画面に進む前に「次へ」ボタンが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示されます。

　　　　　基本バーコード画面が表示されます。
　　　　　ここでは、左側の列の項目にだけにチェックを入れて「次へ」をクリックします。
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　　　　　補助バーコード画面が表示されます。
　　　　　ここでは、右側の列の項目だけにチェックを入れて「次へ」をクリックします。

　　　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、「する」が選択されたまま「次へ」をクリックします。

　　　　　補助バーコード画面で「枝肉番号」にチェックを入れた場合、AI7002 の詳細構成設定画面が表
　　　　　示されます。

　　　　　工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分を表示させたい場合は、チェッ
　　　　　クが選択されたまま「次へ」をクリックします。
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　　　　　AI7002 の印字項目設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、全てにチェックを入れて、「ＯＫ」をクリックします。

　　　　　「基本バーコード→補助バーコードの画面順で入力」を選択した場合のトレーサビリティレイア
　　　　　ウトが作成されました。
　　　　　※トレーサビリティレイアウトは、手順は異なるものの「一つの画面で必要なデータを入力」　
　　　　　　または「補助バーコード→基本バーコードの画面順で入力」を選択した場合と同じになります。

　　　　　AI7002 の詳細構成設定画面で工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分
　　　　　を表示させない場合は、その他にチェックを入れて「ＯＫ」をクリックします。
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　　　　　その他を選択した場合のトレーサビリティレイアウトが作成されました。

３－３　補助バーコード→基本バーコードの画面順で入力が選択された場合

　　　　　入力画面構成で補助バーコード→基本バーコードの画面順で入力を選択し、「補助バーコード画
　　　　　面の確認ボタン表示」にチェックを入れて「次へ」をクリックします。

　　　　　補助バーコード画面の確認ボタン表示ーーーチェックを入れると、プリンター本体の入力項目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に全てスキャニングまたは手入力された後に、次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の印字枚数入力画面に進む前に「次へ」ボタンが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示されます。

　　　　　補助バーコード画面が表示されます。
　　　　　ここでは、右側の列の項目だけにチェックを入れて「次へ」をクリックします。



17. トレーサビリティのラベル作成　17.1 トレーサビリティレイアウトの作成

322

　　　　　基本バーコード画面が表示されます。
　　　　　ここでは、左側の列の項目だけにチェックを入れて「次へ」をクリックします。

　　　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、「する」が選択されたまま「次へ」をクリックします。

　　　　　補助バーコード画面で「枝肉番号」にチェックを入れた場合、AI7002 の詳細構成設定画面が表
　　　　　示されます。

　　　　　工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分を表示させたい場合は、チェッ
　　　　　クが選択されたまま「次へ」をクりックします。
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　　　　　AI7002 の印字項目設定画面が表示されます。
　　　　　ここでは、全てにチェックを入れて「ＯＫ」をクリックします。

　　　　　「補助バーコード→基本バーコードの画面順で入力」を選択した場合のトレーサビリティレイア
　　　　　ウトが作成されました。
　　　　　※トレーサビリティレイアウトは、手順は異なるものの「一つの画面で必要なデータを入力」　
　　　　　　または「基本バーコード→補助バーコードの画面順で入力」を選択した場合と同じになります。

　　　　　AI7002 の詳細構成設定画面で工場番号、枝肉番号、左右区分、畜種、品種、産地、ＪＩＳ区分
　　　　　を表示させない場合は、その他にチェックを入れて「ＯＫ」をクリックします。
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　　　　　その他を選択した場合のトレーサビリティレイアウトが作成されました。

4.	 Ｂタイプが選択された場合
　　　固体識別番号を入力する数を設定画面で入力したい固体識別番号数を設定します。
　　　ここでは、「３」が選択されたまま「次へ」をクリックします。

　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　ここでは、「する」が選択されたまま「ＯＫ」をクリックします。
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　　　固体識別番号数「３」が選択された場合のトレーサビリティレイアウトが作成されました。
　　　ここでは、入力エリアの固体識別番号フレームに三つの固体識別番号が入力された場合について表
　　　示されています。

5.	 Ｃタイプが選択された場合
　　　生産者履歴確認番号数と桁数を設定します。
　　　ここでは、生産履歴確認番号数「３」と桁数「20」が選択されたまま「次へ」をクリックします。

　　　ＵＲＬ印字設定画面が表示されます。
　　　ここでは、「する」が選択されたまま「ＯＫ」をクリックします。
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　　　生産履歴確認番号数「３」が選択され、桁数が「20」桁の場合のトレーサビリティレイアウトが作
　　　成されました。
　　　ここでは、入力エリアの生産履歴確認番号フレームに三つの生産履歴確認番号が入力された場合に
　　　ついて、表示されています。
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